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(57)【要約】
【課題】使用者の設定や家屋外部からの要請に応じて電
気機器類の総電力使用量を抑制できる家庭用電力制御シ
ステムと、電力指令装置を提供する。
【解決手段】電力の使用限度設定器と、居住空間の気温
等の環境データを収集する環境検知部と、環境検知部及
び使用限度設定器をそれぞれ制御する制御部と、電気機
器の電力の使用量情報及び環境データを表示する表示盤
とを備えた電力指令装置は、環境データに基づく環境情
報の表示を指令する第１のアイコンと、電気機器の運転
状態についての情報の表示を指令する第２のアイコンと
を表示する表示画面を表示盤に表示し、第１のアイコン
が選択された場合に、複数の居住空間のそれぞれに対応
した表示エリアを一覧状態で表示させ、それぞれの表示
エリアに、対応する居住空間を特定する名称と、対応す
る居住空間の気温及び湿度の情報とを表示させるととも
に、対応する居住空間を指定する第３のアイコンとを表
示させる。
【選択図】図１３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の電気機器から運転状態の情報を収集し、当該電気機器の個々に電力制御信号を発
信する電力の使用限度設定器と、
　前記電気機器の設置された居住空間の物理的環境を計測する環境センサーが計測した環
境データを収集する環境検知部と、
　前記環境検知部及び前記使用限度設定器をそれぞれ制御する制御部と、
　前記電気機器の電力の使用量情報及び前記環境データをそれぞれ表示する表示盤と、
を備え、
　前記表示盤は、
　前記環境データに基づく環境情報の表示を指令する第１のアイコンと、前記電気機器の
運転状態についての情報の表示を指令する第２のアイコンとを表示する表示画面を表示し
、
　前記制御部は、
　前記第１のアイコンが選択された場合に、複数の居住空間のそれぞれに対応した表示エ
リアを一覧状態で表示する第１の表示画面を前記表示盤に表示させ、
　それぞれの前記表示エリアに、対応する居住空間を特定する名称と、対応する前記居住
空間の気温及び湿度の情報とを表示させるとともに、対応する前記居住空間を指定する第
３のアイコンとを表示させる
ことを特徴とする家庭用電力指令装置。
【請求項２】
　それぞれの前記表示エリアには、対応する前記居住空間に設置された電気機器の前記運
転状態を表示する表示部が設けられる
ことを特徴とする請求項１に記載の家庭用電力指令装置。
【請求項３】
　それぞれの前記表示エリアには、対応する前記居住空間が使用者の予め定めた室温と気
温の範囲にあることを示す快適マーク、暑さ又は寒さを表示する寒暖表示部、居住空間に
人がいるかどうかを示す不在マーク、対応する前記居住空間に設けられ、該居住空間の空
気に影響を与える特定電気機器の運転状態を表示する運転表示部、室内の運動に適してい
る環境であるかどうかを示した運動注意マーク、温度又は湿度の時間的変化を示す変動表
示部、居住者の健康に適当ではない環境にあることを示す不適環境表示部、及び空気中に
飛散している花粉の量が多いかどうかを示す花粉飛散量表示部のうち、少なくともいずれ
か１つが表示される
ことを特徴とする請求項１または２に記載の家庭用電力指令装置。
【請求項４】
　前記制御部は、
　前記第３のアイコンが選択された場合に、選択された該第３のアイコンが表示された前
記表示エリアに対応する前記居住空間に関する環境情報を表示する表示画面を前記表示盤
に表示させ、該表示画面に、対応する前記居住空間に設けられた該居住空間の空気に影響
を与える特定電気機器の運転可否または運転条件をアドバイスするアドバイス情報を表示
するアドバイス部、前記特定電気機器の運転状態を表示する運転表示部、温度又は湿度の
時間的変化を示す変動表示部、対応する前記居住空間に設けられた電気機器の運転強度を
示す運転強度表示部、及び空気中に飛散している花粉の量が多いかどうかを示す花粉飛散
量表示部のうち、少なくともいずれか１つを表示させる
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の家庭用電力指令装置。
【請求項５】
　複数の電気機器から運転状態の情報を収集し、当該電気機器の個々に電力制御信号を発
信する電力の使用限度設定器と、
　前記電気機器の設置された居住空間の物理的環境を計測する環境センサーが計測した環
境データを収集する環境検知部と、
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　前記環境検知部及び前記使用限度設定器をそれぞれ制御する制御部と、
　前記電気機器の電力の使用量情報及び前記環境データをそれぞれ表示する表示盤と、
を備え、
　前記表示盤は、
　前記電気機器の運転状態についての情報の表示を指令する第２のアイコンを表示する表
示画面を表示し、
　前記制御部は、
　前記第２のアイコンが選択された場合に、複数の前記電気機器を一覧状態で表示する第
２の表示画面を前記表示盤に表示させ、前記第２の表示画面に、複数の前記電気機器それ
ぞれを指定する機器別アイコンと、該機器別アイコンに対応する電気機器を特定する情報
と、該電気機器の運転状態とを表示させ、
　前記機器別アイコンが選択された場合に、選択された前記機器別アイコンに対応する電
気機器の運転状況を前記表示盤に表示させる
ことを特徴とする家庭用電力指令装置。
【請求項６】
　前記制御部は、
　前記第２の表示画面に、前記機器別アイコンに対応する前記電気機器の消費電力の大き
さを示す情報を、併せて表示させる
ことを特徴とする請求項５に記載の家庭用電力指令装置。
【請求項７】
　前記制御部は、
　前記機器別アイコンが選択された場合に、選択された前記機器別アイコンに対応する前
記電気機器の運転開始時刻、終了時刻又は運転時間帯の少なくともいずれか１つを示す情
報を表示させる
ことを特徴とする請求項５または６に記載の家庭用電力指令装置。
【請求項８】
　前記制御部は、
　前記機器別アイコンが選択された場合に、選択された前記機器別アイコンに対応する前
記電気機器の運転工程の進行度を示す情報を表示させる
ことを特徴とする請求項５または６に記載の家庭用電力指令装置。
【請求項９】
　前記制御部は、
　前記機器別アイコンが選択された場合に、選択された前記機器別アイコンに対応する前
記電気機器の運転メニューを示す情報を表示させる
ことを特徴とする請求項５または６に記載の家庭用電力指令装置。
【請求項１０】
　前記表示盤は、
　前記表示画面に、前記第２のアイコンとは異なる、前記環境データに基づく環境情報の
表示を指令する第１のアイコンを同時に表示し、
　前記制御部は、
　前記第２のアイコンが選択されずに、前記第１のアイコンが選択された場合に、複数の
居住空間のそれぞれに対応した表示エリアを一覧状態で表示する第１の表示画面を前記表
示盤に表示させる
ことを特徴とする請求項５～９のいずれか一項に記載の家庭用電力指令装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、
　それぞれの前記表示エリアに、対応する居住空間を特定する名称と、対応する前記居住
空間の気温及び湿度の情報とを表示させる
ことを特徴とする請求項１０に記載の家庭用電力指令装置。
【請求項１２】
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　前記電力の使用量情報は、前記電気機器で使用した設定時間における電力の大きさを示
す情報と、前記電気機器の運転時間を示す情報とを含む
ことを特徴とする請求項６～１１のいずれか一項に記載の家庭用電力指令装置。
【請求項１３】
　設定上限容量を超えた場合に電路遮断動作をするブレーカーを介して電力が供給される
複数個の電気機器と、
　前記複数個の電気機器から運転状態の情報を収集するとともに、当該電気機器のそれぞ
れの電力を制御する電力指令装置本体と、
　電力に関する使用量情報を表示する表示手段と、
　前記電気機器の設置された居住空間の少なくとも気温及び湿度を計測する環境センサー
と、
を備え、
　前記電力指令装置本体は、
　前記環境センサーが計測した環境データを記憶する記憶装置と、
　前記記憶装置に記憶された環境データを読み出す制御部と
を有し、
　前記表示手段は、
　前記環境データに基づく環境情報の表示を指令する第１のアイコンと、前記電気機器の
運転状態についての情報の表示を指令する第２のアイコンとを表示する表示画面を表示し
、
　前記制御部は、
　前記第１のアイコンが選択された場合に、複数の居住空間のそれぞれに対応した表示エ
リアを一覧状態で表示する第１の表示画面を前記表示盤に表示させ、
　それぞれの前記表示エリアに、対応する居住空間に設置された電気機器の前記運転状態
を表示させるとともに、対応する前記居住空間を指定する第３のアイコンとを表示させ、
　前記第３のアイコンが選択された場合に、選択された該第３のアイコンが表示された前
記表示エリアに対応する前記居住空間に設置された電気機器の前記運転状態、及び前記居
住空間の前記環境情報を、一覧状態で表示させる
ことを特徴とする家庭用電力制御システム。
【請求項１４】
　前記電気機器は、調理用熱源となる電気加熱手段と、当該加熱手段の通電条件を設定し
電気エネルギー量を調整できる機器操作部と、前記加熱手段を制御し、所定の加熱プログ
ラムを有した通電制御回路とを備えた加熱調理器であり、
　前記機器操作部には、前記通電条件を表示する調理器表示手段と、この表示手段の表示
内容を変更し、かつ通電条件を確定させる入力手段とを備え、
　前記通電制御回路は、前記加熱手段が通電されている途中で前記電力指令装置から所定
の電力削減要求信号を受けたときに、削減可能条件を満たせば電力削減動作を行う
ことを特徴とする請求項１３に記載の家庭用電力制御システム。
【請求項１５】
　前記電力指令装置本体は、
　人の代謝データを、無線又は有線によって受信する健康管理処理部
を更に有し、
　前記電気機器は、
　調理用熱源となる電気加熱手段と、
　前記電気加熱手段を制御し、所定の加熱プログラムを有した通電制御回路と
を備えた加熱調理器であり、
　前記通電制御回路は、
　前記加熱手段が通電されている途中で前記電力指令装置から所定の電力削減要求信号を
受けたときに、電力削減動作を行い、
　前記健康管理処理部で取得した代謝データの中に調理の方法や内容に参考となる注意デ
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ータがある場合、その旨を前記調理器表示手段で表示する
ことを特徴とする請求項１３に記載の家庭用電力制御システム。
【請求項１６】
　前記電気機器の少なくとも１つは、電気エネルギーを消費する加熱部がある第１の家電
機器又は電気エネルギーを消費するモーター部を有した第２の家電機器であり、他の少な
くとも１つは健康管理機器であり、
　前記電力指令装置は、家庭の外部から前記電気機器全体の総電力を削減するための電力
削減要請信号を受信した場合、前記第１の家電機器又は第２の家電機器の少なくとも何れ
か一方の電力を制限し、前記健康管理機器への電力供給は制限しない構成とした
ことを特徴とする請求項１３に記載の家庭用電力制御システム。
【請求項１７】
　前記電気機器の少なくとも１つは、液体又は冷媒供給用動力源となるモーター部と、当
該モーター部の運転条件を設定し電気エネルギー量を調整する操作部と、を備えた空気調
和機又は食器洗い乾燥機である
ことを特徴とする請求項１３に記載の家庭用電力制御システム。
【請求項１８】
　前記電気機器の少なくとも１つは、液体又は冷媒供給用動力源となるモーター部と、当
該モーター部の運転を制御する室外制御部と、室外気温を検出する室外気温センサーとを
備えた空気調和機である
ことを特徴とする請求項１３に記載の家庭用電力制御システム。
【請求項１９】
　前記表示画面には、前記ブレーカーの容量が表示される構成である
ことを特徴とする請求項１３に記載の家庭用電力制御システム。
【請求項２０】
　前記表示手段は２つの表示画面を有し、その１つは、家庭の外部から放送電波を受信す
るＴＶ受像機の表示画面である
ことを特徴とする請求項１３に記載の家庭用電力制御システム。
【請求項２１】
　前記表示手段は２つの表示画面を有し、その１つは、家庭の外部から放送電波を受信す
るＴＶ受像機の表示画面であり、
　前記ＴＶ受像機の表示画面にはポータルサイトの画面が用意されており、当該ポータル
サイトの画面には、前記電気機器の電力の使用量情報の画面を選択できるアイコンを表示
させた
ことを特徴とする請求項１３に記載の家庭用電力制御システム。
【請求項２２】
　前記ＴＶ受像機の表示画面で前記電気機器の電力の使用量情報を表示させた場合、当該
画面から前記電力の使用量を制限する入力操作が行えるように、所定のアイコンを表示さ
せたことを特徴とする請求項２０に記載の家庭用電力制御システム。
【請求項２３】
　前記電力指令装置本体と、前記表示手段とは、無線通信で情報の授受が可能となるよう
に別個に形成されており、
　前記表示手段の表示画面は、前記制御部に対する入力キーを、タッチ式スイッチで構成
している
ことを特徴とする請求項１３～２２のいずれか一項に記載の家庭用電力制御システム。
【請求項２４】
　前記電力指令装置本体には、前記制御部を除き、使用中の複数の電気機器の電源を一括
して遮断するための指令信号を発するスイッチを設けた
ことを特徴とする請求項１３～２２のいずれか一項に記載の家庭用電力制御システム。
【請求項２５】
　前記表示手段には、前記制御部を除き、使用中の複数の電気機器の電源を一括して遮断
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できる指令信号を発するスイッチを設けた
ことを特徴とする請求項１３～２２の何れか１つに記載の家庭用電力制御システム。
【請求項２６】
　複数の電気機器から運転情報信号を受信する受信部と、
　当該電気機器への電力制御信号を発信する発信部と、
　前記電気機器の設置された居住空間から取得した環境データを記憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶された環境データを読み出す制御部と、
　前記電気機器の電力の使用量情報を表示する表示盤と、
を備え、
　前記表示盤は、
　環境表示画面を選択する第１のアイコンと、電気機器表示画面を選択する第２のアイコ
ンとを同時に表示する表示画面を表示し、
　前記制御部は、
　前記表示盤に前記表示画面が表示された状態で、前記第１のアイコンが選択された場合
に、異なる複数の居住空間の環境情報が一覧状態で表示された環境表示画面を前記表示盤
に表示させ、
　前記表示盤に前記表示画面が表示された状態で、前記第２のアイコンが選択された場合
に、前記電気機器の運転状況が表示された電気機器表示画面を前記表示盤に表示させ、
　前記電気機器表示画面には、個別の電気機器の運転状況を示す情報と、個別の前記電気
機器を選択して更に詳細な情報を表示させるための、電気機器別に設けた機器別アイコン
と、をそれぞれ表示させる
ことを特徴とする家庭用電力指令装置。
【請求項２７】
　前記環境表示画面には、複数の居住空間のそれぞれに対応した表示エリアが一覧状態で
表示され、それぞれの前記表示エリアに、対応する居住空間を特定する名称と、対応する
前記居住空間の気温及び湿度の情報が表示される
ことを特徴とする請求項２６に記載に家庭用電力指令装置。
【請求項２８】
　前記環境表示画面には、前記第１のアイコンを選択する前の前記表示画面に戻ることを
指令するためのアイコンが表示され、
　前記電気機器表示画面には、前記第２のアイコンを選択する前の前記表示画面に戻るこ
とを指令するための前記アイコンが表示され、
　前記表示盤には、前記アイコンが選択された場合に、前記第１のアイコン又は前記第２
のアイコンが選択される前の前記表示画面が表示される
ことを特徴とする請求項２６に記載に家庭用電力指令装置。
【請求項２９】
　複数個の電気機器と、
　前記複数個の電気機器から運転状態の情報を収集するとともに、当該電気機器に対して
電力削減指令又は運転停止指令を出す電力指令装置本体と、
　前記電力指令装置本体と無線通信を行う機能を有し、前記電気機器が使用する電力の使
用量情報を表示する表示手段と、
を備え、
　前記電力指令装置本体は、
　前記電気機器の設置された居住空間で計測された環境データを記憶する記憶装置と、
　前記記憶装置に記憶された環境データを読み出す制御部と
を有し、
　前記表示手段は、
　複数の居住空間毎の環境情報を表示させることを指令する第１のアイコンと、前記電力
指令装置本体の制御対象である電気機器の運転状態を表示させることを選択する第２のア
イコンとを同時に表示し、
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　前記制御部は、
　前記第１のアイコンが選択された場合に、複数の居住空間毎の前記環境情報を前記表示
手段に表示させ、
　前記第２のアイコンが選択された場合に、複数の電気機器それぞれを指定する機器別ア
イコンを前記表示手段に表示させ、
　前記機器別アイコンが選択された場合に、選択された該機器別アイコンに対応する電気
機器が運転中であるときには、運転中の前記電気機器の消費電力の大きさを示す情報、運
転開始時刻、運転時間の長さ及び運転モードの何れか１つを前記表示手段に表示させる
ことを特徴とする家庭用電力制御システム。
【請求項３０】
　前記制御部は、
　前記第１のアイコンと前記第２のアイコンとが同時に表示されている状態で、前記第１
のアイコンが選択された場合に、居住空間別に運転中の電気機器を示す情報と、前記居住
空間の気温を含む前記環境情報とを前記表示手段に表示させる
ことを特徴とする請求項２９に記載の家庭用電力制御システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、家庭内にある各種電気機器の電力を制御する電力指令装置及び家庭用電力制
御システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般の家庭では、一つのブレーカーを介して複数のキッチン内電気機器（例えば、誘導
加熱調理器、「ＩＨクッキングヒータ」ともいう）へ電力供給するようにしている。この
ようなものにおいて、その誘導加熱調理機器は、その最大使用電力量が４８００Ｗ（また
は５８００Ｗ）と大きく、家庭内電力に占める割合が大きい。このため、他の電気機器、
例えばエアコン（空調機器）との同時使用によってブレーカーが落ちてしまう（遮断動作
してしまう）ことを回避するため、従来から色々な提案があった。例えば、複数の電気機
器を接続して、これら電気機器に対し有線または無線伝送にて電力を供給する制御を行う
電力供給制御システムであって、前記電気機器の使用電力に関する情報を収集する情報収
集手段と、この情報収集手段で収集された使用電力に関する情報を基に、予め定められた
許容電力量の範囲内で前記電気機器に電力を供給できるか否かを判断する判断手段と、こ
の判断手段で電力の供給が可能と判断された電気機器の電力消費を許可する手段と、を具
備したことを特徴とする電力制御システムが提案されていた（例えば、特許文献１参照）
。
【０００３】
　また、血圧、脈拍、体温、体重等を計測・記憶してディスプレイに表示し、所定の病院
にデータを伝送して電話による健康相談を出来るようにするため、血圧等をセンサーで検
出・計測してデータを出力する計測部と、日付のデータを出力する時計部と、前記計測部
からのデータを日付のデータと共に記憶するメモリー部とを備え、このメモリー部の記憶
データを処理してグラフ等の図形データに変換するデータ処理部と、データ処理部からの
図形データを表示する表示部と、前記計測部、時計部、メモリー部、データ処理部及び表
示部をそれぞれ制御する制御部とで構成した健康管理システムが提案されていた（例えば
、特許文献２参照）。
【０００４】
　更にまた、家庭から離れた場所に居る医師に通信手段（ネットワーク網）でアクセスし
て、当該医師から利用者に健康アドバイス情報、医療診断情報を提供できるようにするた
め、テレビと、ネットワーク網を介してデータの送受信を行うセンターサーバーと、前記
テレビに接続し前記ネットワーク網を通して外部と通信する第１の通信手段と健康計測機
器と通信する第２の通信手段とを備えた情報端末装置を備えたシステムであって、前記健
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康計測機器で計測した健康計測データは前記第２の通信手段で通信され、前記情報端末装
置の情報記憶手段に蓄積し、前記第１の通信手段によってネットワーク網を介しセンター
サーバーに送信し、前記センターサーバーで前記健康計測データを蓄積し、医療機関や健
康を管理する管理センターによって前記蓄積された健康計測データにアクセスし、前記健
康計測データに基づいた診断サービス情報を作成し、ネットワーク網を介して前記情報端
末装置に送信し、前記診断サービス情報を前記テレビに表示して情報提供を行う健康管理
システムも提案されている（例えば、特許文献３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－９４１９９号公報（第１頁、図１）
【特許文献２】特開平５－４９６０３号公報（第１頁、図１）
【特許文献３】特開２００２－２５９５７０号公報（第１頁、図１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　このように従来の電力制御システムは、誘導加熱調理器や他の電気機器との同時使用時
の総消費電力を下げるように制御するだけの機能しかない。しかしながら、最近では電力
需給状態が逼迫して予期せぬ停電を発生させないように、特に夏場の昼間における電力集
中を避けるために一般の家庭でもピークシフトや節電の意識が向上しており、各家庭に電
力制御システムの機器を設置する動きが拡大している一方、血圧や体脂肪率等の健康管理
にも関心高くなり、各家庭で色々な健康管理機器を使用するケースが増えているので、家
庭内部の色々な場所、場面で個々の電気機器・健康管理機器類が使用されることになる。
しかしながら従来においては、各機器が連携していないため、必ずしも各機器の有用な情
報や機能が最大限有効、適切に利用できていない実態があった。
【０００７】
　本発明の課題は、健康関連情報と家庭内の居住空間の環境情報を認識・利用できる家庭
用の電力指令装置とその電力制御システムを提供し、家庭内部における電力制御の面で利
便性を向上させることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　第１の発明になる家庭用電力指令装置は、複数の電気機器から運転状態の情報を収集し
、当該電気機器の個々に電力制御信号を発信する電力の使用限度設定器と、前記電気機器
の設置された居住空間の物理的環境を計測する環境センサーが計測した環境データを収集
する環境検知部と、前記環境検知部及び前記使用限度設定器をそれぞれ制御する制御部と
、前記電気機器の電力の使用量情報及び前記環境データをそれぞれ表示する表示盤と、を
備え、前記表示盤は、前記環境データに基づく環境情報の表示を指令する第１のアイコン
と、前記電気機器の運転状態についての情報の表示を指令する第２のアイコンとを表示す
る表示画面を表示し、前記制御部は、前記第１のアイコンが選択された場合に、複数の居
住空間のそれぞれに対応した表示エリアを一覧状態で表示する第１の表示画面を前記表示
盤に表示させ、それぞれの前記表示エリアに、対応する居住空間を特定する名称と、対応
する前記居住空間の気温及び湿度の情報とを表示させるとともに、対応する前記居住空間
を指定する第３のアイコンとを表示させるものである。
【０００９】
　また第２の発明になる家庭用電力指令装置は、複数の電気機器から運転状態の情報を収
集し、当該電気機器の個々に電力制御信号を発信する電力の使用限度設定器と、前記電気
機器の設置された居住空間の物理的環境を計測する環境センサーが計測した環境データを
収集する環境検知部と、前記環境検知部及び前記使用限度設定器をそれぞれ制御する制御
部と、前記電気機器の電力の使用量情報及び前記環境データをそれぞれ表示する表示盤と
、を備え、前記表示盤は、前記電気機器の運転状態についての情報の表示を指令する第２
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のアイコンを表示する表示画面を表示し、前記制御部は、前記第２のアイコンが選択され
た場合に、複数の前記電気機器を一覧状態で表示する第２の表示画面を前記表示盤に表示
させ、前記第２の表示画面に、複数の前記電気機器それぞれを指定する機器別アイコンと
、該機器別アイコンに対応する電気機器を特定する情報と、該電気機器の運転状態とを表
示させ、前記機器別アイコンが選択された場合に、選択された前記機器別アイコンに対応
する電気機器の運転状況を前記表示盤に表示させるものである。
【００１０】
　第３の発明になる家庭用電力制御システムは、設定上限容量を超えた場合に電路遮断動
作をするブレーカーを介して電力が供給される複数個の電気機器と、前記複数個の電気機
器から運転状態の情報を収集するとともに、当該電気機器のそれぞれの電力を制御する電
力指令装置本体と、電力に関する使用量情報を表示する表示手段と、前記電気機器の設置
された居住空間の少なくとも気温及び湿度を計測する環境センサーと、を備え、前記電力
指令装置本体は、前記環境センサーが計測した環境データを記憶する記憶装置と、前記記
憶装置に記憶された環境データを読み出す制御部とを有し、前記表示手段は、
　前記環境データに基づく環境情報の表示を指令する第１のアイコンと、前記電気機器の
運転状態についての情報の表示を指令する第２のアイコンとを表示する表示画面を表示し
、前記制御部は、前記第１のアイコンが選択された場合に、複数の居住空間のそれぞれに
対応した表示エリアを一覧状態で表示する第１の表示画面を前記表示盤に表示させ、それ
ぞれの前記表示エリアに、対応する居住空間に設置された電気機器の前記運転状態を表示
させるとともに、対応する前記居住空間を指定する第３のアイコンとを表示させ、前記第
３のアイコンが選択された場合に、選択された該第３のアイコンが表示された前記表示エ
リアに対応する前記居住空間に設置された電気機器の前記運転状態、及び前記居住空間の
前記環境情報を、一覧状態で表示させるものである。
【００１１】
　第４の発明になる家庭用電力指令装置は、複数の電気機器から運転情報信号を受信する
受信部と、当該電気機器への電力制御信号を発信する発信部と、前記電気機器の設置され
た居住空間から取得した環境データを記憶する記憶部と、前記記憶部に記憶された環境デ
ータを読み出す制御部と、前記電気機器の電力の使用量情報を表示する表示盤と、を備え
、前記表示盤は、環境表示画面を選択する第１のアイコンと、電気機器表示画面を選択す
る第２のアイコンとを同時に表示する表示画面を表示し、前記制御部は、前記表示盤に前
記表示画面が表示された状態で、前記第１のアイコンが選択された場合に、異なる複数の
居住空間の環境情報が一覧状態で表示された環境表示画面を前記表示盤に表示させ、前記
表示盤に前記表示画面が表示された状態で、前記第２のアイコンが選択された場合に、前
記電気機器の運転状況が表示された電気機器表示画面を前記表示盤に表示させ、前記電気
機器表示画面には、個別の電気機器の運転状況を示す情報と、個別の前記電気機器を選択
して更に詳細な情報を表示させるための、電気機器別に設けた機器別アイコンと、をそれ
ぞれ表示させるものである。
【００１２】
　第５の発明になる家庭用電力制御システムは、複数個の電気機器と、前記複数個の電気
機器から運転状態の情報を収集するとともに、当該電気機器に対して電力削減指令又は運
転停止指令を出す電力指令装置本体と、前記電力指令装置本体と無線通信を行う機能を有
し、前記電気機器が使用する電力の使用量情報を表示する表示手段と、を備え、前記電力
指令装置本体は、前記電気機器の設置された居住空間で計測された環境データを記憶する
記憶装置と、前記記憶装置に記憶された環境データを読み出す制御部とを有し、前記表示
手段は、複数の居住空間毎の環境情報を表示させることを指令する第１のアイコンと、前
記電力指令装置本体の制御対象である電気機器の運転状態を表示させることを選択する第
２のアイコンとを同時に表示し、前記制御部は、前記第１のアイコンが選択された場合に
、複数の居住空間毎の前記環境情報を前記表示手段に表示させ、前記第２のアイコンが選
択された場合に、複数の電気機器それぞれを指定する機器別アイコンを前記表示手段に表
示させ、前記機器別アイコンが選択された場合に、選択された該機器別アイコンに対応す
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る電気機器が運転中であるときには、運転中の前記電気機器の消費電力の大きさを示す情
報、運転開始時刻、運転時間の長さ及び運転モードの何れか１つを前記表示手段に表示さ
せるものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、消費電力使用情報が表示される表示手段を利用して、電気機器の運転
状態と家庭内の環境情報も表示させることができる電力指令装置を提供できる。
【００１４】
　本発明によれば、電力指令装置の情報伝達システムを利用して、電気機器の運転状態と
家庭内の環境情報も表示させることができるので、省エネ意識の向上を図ることが期待で
きる。また環境情報を電気機器で利用し、効率的又は効果的な運転とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施の形態１に係る電力制御システムを適用した１つの家庭の概要図。
【図２】本発明の実施の形態１に係る電力制御システムを構成する各種電気機器の構成図
。
【図３】本発明の実施の形態１に係る電力制御システムの電力指令装置とＴＶ受像機の構
成を示すブロック図１。
【図４】本発明の実施の形態１に係る電力制御システムの電力指令装置とＴＶ受像機の構
成を示すブロック図２。
【図５】本発明の実施の形態１に係る電力指令装置の主要部分の構成を一部縦断面で示す
ブロック図。
【図６】本発明の実施の形態１に係る電力制御システムの健康管理処理部と各種の健康管
理機器の構成を示すブロック図。
【図７】本発明の実施の形態１に係る電力制御システムの健康管理処理部と各種の室内運
動機器、電気掃除機及び携帯電話の構成を示すブロック図。
【図８】本発明の実施の形態１に係る電力制御システムに使用される１つの健康管理機器
の内部構成例を示すブロック図。
【図９】本発明の実施の形態１に係る電力制御システムのＴＶ受像機の画面例とリモコン
の概要図１。
【図１０】本発明の実施の形態１に係る電力制御システムのＴＶ受像機の画面例の概要図
１。
【図１１】本発明の実施の形態１に係る電力制御システムに使用される健康管理機器で取
得した血圧データと付帯データの構成を示す説明図。
【図１２】本発明の実施の形態１に係る電力制御システムのＴＶ受像機の画面例の概要図
２。
【図１３】本発明の実施の形態１に係る電力制御システムのＴＶ受像機の画面例の概要図
３。
【図１４】本発明の実施の形態１に係る電力制御システムのＴＶ受像機の画面例の概要図
４。
【図１５】本発明の実施の形態１に係る電力制御システムのＴＶ受像機の画面例とリモコ
ンの概要図２。
【図１６】本発明の実施の形態１に係る電力制御システムのＴＶ受像機の画面例とリモコ
ンの概要図３。
【図１７】その電力削減システムの中核を構成する電力指令装置の使用限度設定器の表示
画面正面図１。
【図１８】その電力制御システムの電力指令装置の電力削減対象機器と、緊急地震速報受
信による電力遮断対象機器を示す説明図。
【図１９】本発明の実施の形態１に係る電力制御システムで電力が制御される電気掃除機
の全体説明図。
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【図２０】本発明の実施の形態１に係る電力削減システムの、健康管理機器を除いた全体
構成を示すブロック図。
【図２１】本発明の実施の形態１に係る家電機器の電力制御システムを適用したキッチン
内電気機器の外観図。
【図２２】その電力制御システムの使用される誘導加熱調理器の外観図。
【図２３】その加熱調理器の平面図。
【図２４】その加熱調理器の制御回路の構成を示すブロック図。
【図２５】その加熱調理器における表示手段の駆動回路構成を示すブロック図。
【図２６】その加熱調理器の基本的な動作を示す制御ステップ説明図。
【図２７】その加熱調理器の調理メニューの選択工程を示す制御ステップ説明図１。
【図２８】その加熱調理器の調理メニューの選択工程を示す制御ステップ説明図２。
【図２９】その加熱調理器における表示手段を示す平面図１。
【図３０】その加熱調理器における表示手段を示す平面図２。
【図３１】その加熱調理器における表示手段を示す平面図３。
【図３２】その加熱調理器における表示手段を示す平面図４。
【図３３】その加熱調理器における表示手段を示す平面図５。
【図３４】その加熱調理器における表示手段を示す平面図６。
【図３５】その加熱調理器における表示手段を示す平面図７。
【図３６】その加熱調理器における表示手段を示す平面図８。
【図３７】本発明の実施形態１の電気炊飯器の蓋体を開けた状態の斜視図。
【図３８】本発明の実施の形態１の電気炊飯器蓋体の平面図。
【図３９】本発明の実施の形態１の電気炊飯器蓋体の一部を示す拡大平面図１。
【図４０】本発明の実施の形態１の電気炊飯器蓋体の一部を示す拡大平面図２。
【図４１】本発明の実施の形態１に係る電力制御システムの使用される電気炊飯器の制御
回路構成を示すブロック図。
【図４２】その電力制御システムの使用される食器洗い乾燥機の基本的な構成を示す中央
部縦断面図。
【図４３】その電力制御システムの使用される空気調和機の基本的な構成を示すブロック
図。
【図４４】その電力制御システムの中核を構成する電力指令装置の使用限度設定器の表示
画面正面図３。
【図４５】その電力指令装置の使用限度設定器の表示画面正面図４。
【図４６】その電力指令装置の使用限度設定器の表示画面正面図５。
【図４７】本発明の実施の形態１に係る誘導加熱調理器の揚げ物調理における基本的な工
程説明図。
【図４８】本発明の実施の形態１に係る電気炊飯器の炊飯工程説明図。
【図４９】本発明の実施の形態１に係る電力指令装置の電力制御動作を示す説明図１。
【図５０】本発明の実施の形態１に係る電力指令装置の電力制御動作を示す説明図２。
【図５１】本発明の実施の形態１に係る誘導加熱調理器からの動作情報と加熱工程の関係
を示す説明図１。
【図５２】その加熱調理器からの動作情報と加熱工程の関係を示す説明図２。
【図５３】その加熱調理器からの動作情報と加熱工程の関係を示す説明図３。
【図５４】その加熱調理器からの動作情報と加熱工程の関係を示す説明図４。
【図５５】本発明の実施の形態２に係る家電機器の一例を示す誘導加熱調理器における表
示手段と操作部の一部を示す平面図１。
【図５６】その誘導加熱調理器の表示手段と操作部の一部を示す平面図２。
【図５７】同じくその誘導加熱調理器の表示手段と操作部の一部を示す平面図３。
【図５８】同じくその誘導加熱調理器の表示手段と操作部の一部を示す平面図４。
【図５９】同じくその誘導加熱調理器の電力指令装置の表示盤を示す正面図。
【図６０】同じくその加熱調理器における動作情報と加熱工程の関係を示す説明図。
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【図６１】その加熱調理器からの動作情報と加熱工程の関係を時系列で示す説明図。
【図６２】本発明の実施の形態３に係る電力制御システムと健康管理システムを適用した
１つの家庭の概要図。
【図６３】本発明の実施の形態３に係る電力指令装置の主要部分の構成を一部縦断面で示
すブロック図。
【図６４】その電力制御システムと健康管理システムの主要構成部分相互の信号伝達を時
系列で示す説明図。
【図６５】本発明の実施の形態４に係る家電機器の電力制御システムと健康管理システム
に使用したＴＶ受像機の表示画面とリモコン外観図。
【図６６】そのＴＶ受像機で調理レシピを一覧表示した状態を示す表示画面とリモコンの
外観図。
【図６７】そのＴＶ受像機で調理レシピの検索を実施した結果を示す表示画面とリモコン
の外観図。
【図６８】そのＴＶ受像機の表示画面起動後の動作を示すフローチャート図。
【図６９】そのＴＶ受像機で調理レシピの検索を行う場合の動作を示すフローチャート図
。
【図７０】本発明の実施の形態５に係る家庭用電力制御システムと電力指令装置を示す全
体構成図。
【図７１】その電力制御システムの中核を構成する電力指令装置の表示盤の正面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
実施の形態１．
　図１～図５４は、本発明の実施の形態１に係るものであり、図１は、本発明の実施の形
態１に係る電力制御システムを適用した１つの家庭の概要図。図２は、本発明の実施の形
態１に係る電力制御システムを構成する各種電気機器の構成図。図３は、本発明の実施の
形態１に係る電力制御システムの電力指令装置とＴＶ受像機の構成を示すブロック図１。
図４は、本発明の実施の形態１に係る電力制御システムの電力指令装置とＴＶ受像機の構
成を示すブロック図２。図５は、本発明の実施の形態１に係る電力指令装置の主要部分の
構成を一部縦断面で示すブロック図。図６は、本発明の実施の形態１に係る電力制御シス
テムの健康管理処理部と各種の健康管理機器の構成を示すブロック図。図７は、本発明の
実施の形態１に係る電力制御システムの健康管理処理部と各種の室内運動機器、電気掃除
機及び携帯電話の構成を示すブロック図。図８は、本発明の実施の形態１に係る電力制御
システムに使用される１つの健康管理機器の内部構成例を示すブロック図。図９は、本発
明の実施の形態１に係る電力制御システムのＴＶ受像機の画面例とリモコンの概要図１。
図１０は、本発明の実施の形態１に係る電力制御システムのＴＶ受像機の画面例の概要図
。図１１は、本発明の実施の形態１に係る電力制御システムに使用される健康管理機器で
取得した血圧データと付帯データの構成を示す説明図。図１２は、本発明の実施の形態１
に係る電力制御システムのＴＶ受像機の画面例の概要図２。図１３は、本発明の実施の形
態１に係る電力制御システムのＴＶ受像機の画面例の概要図３。図１４は、本発明の実施
の形態１に係る電力制御システムのＴＶ受像機の画面例の概要図４。図１５は、本発明の
実施の形態１に係る電力制御システムのＴＶ受像機の画面例とリモコンの概要図２。図１
６は、本発明の実施の形態１に係る電力制御システムのＴＶ受像機の画面例とリモコンの
概要図３。図１７は、その電力削減システムの中核を構成する電力指令装置の使用限度設
定器の表示画面正面図１。図１８は、その電力制御システムの電力指令装置の電力削減対
象機器と、緊急地震速報受信による電力遮断対象機器を示す説明図。図１９は、本発明の
実施の形態１に係る電力制御システムで電力が制御される電気掃除機の全体説明図。図２
０は、本発明の実施の形態１に係る電力削減システムの、健康管理機器を除いた全体構成
を示すブロック図。図２１は、本発明の実施の形態１に係る家電機器の電力制御システム
を適用したキッチン内電気機器の外観図。図２２は、その電力制御システムの使用される
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誘導加熱調理器の外観図。図２３は、その加熱調理器の平面図。図２４は、その加熱調理
器の制御回路の構成を示すブロック図。図２５は、その加熱調理器における表示手段の駆
動回路構成を示すブロック図。図２６は、その加熱調理器の基本的な動作を示す制御ステ
ップ説明図。図２７は、その加熱調理器の調理メニューの選択工程を示す制御ステップ説
明図１。図２８は、その加熱調理器の調理メニューの選択工程を示す制御ステップ説明図
２。図２９は、その加熱調理器における表示手段を示す平面図１。図３０は、その加熱調
理器における表示手段を示す平面図２。図３１は、その加熱調理器における表示手段を示
す平面図３。図３２は、その加熱調理器における表示手段を示す平面図４。図３３は、そ
の加熱調理器における表示手段を示す平面図５。図３４は、その加熱調理器における表示
手段を示す平面図６。図３５は、その加熱調理器における表示手段を示す平面図７。図３
６は、その加熱調理器における表示手段を示す平面図８。図３７は、本発明の実施形態１
の電気炊飯器の蓋体を開けた状態の斜視図。図３８は、本発明の実施の形態１の電気炊飯
器蓋体の平面図。図３９は、本発明の実施の形態１の電気炊飯器蓋体の一部を示す拡大平
面図１。図４０は、本発明の実施の形態１の電気炊飯器蓋体の一部を示す拡大平面図２。
図４１は、本発明の実施の形態１に係る電力制御システムの使用される電気炊飯器の制御
回路構成を示すブロック図。図４２は、その電力制御システムの使用される食器洗い乾燥
機の基本的な構成を示す中央部縦断面図。図４３は、その電力制御システムの使用される
空気調和機の基本的な構成を示すブロック図。図４４は、その電力制御システムの中核を
構成する電力指令装置の使用限度設定器の表示画面正面図３。図４５は、その電力指令装
置の使用限度設定器の表示画面正面図４。図４６は、その電力指令装置の使用限度設定器
の表示画面正面図５。図４７は、本発明の実施の形態１に係る誘導加熱調理器の揚げ物調
理における基本的な工程説明図。図４８は、本発明の実施の形態１に係る電気炊飯器の炊
飯工程説明図。図４９は、本発明の実施の形態１に係る電力指令装置の電力制御動作を示
す説明図１。図５０は、本発明の実施の形態１に係る電力指令装置の電力制御動作を示す
説明図２。図５１は、本発明の実施の形態１に係る誘導加熱調理器からの動作情報と加熱
工程の関係を示す説明図１。図５２は、その加熱調理器からの動作情報と加熱工程の関係
を示す説明図２。図５３は、その加熱調理器からの動作情報と加熱工程の関係を示す説明
図３。図５４は、その加熱調理器からの動作情報と加熱工程の関係を示す説明図４である
。
【００１７】
　本実施の形態１では、「環境情報」とは、後述する環境検知部２０２で検出する情報を
いい、家屋の居住快適性に影響する以下のような情報を含む。
　（１）温度
　（２）湿度
　（３）塵埃飛散度（単位容積あたり）
　（４）花粉飛散量
　（５）光量（可視光線量）
　また本実施の形態１では、「環境情報」の利用とは、後述する各種電気機器ＥＥが前記
環境情報をその電気機器ＥＥの、効率的又は効果的な運転に利用することをいい、以下の
ような例を含む。
　（１）温度高い場合、電気炊飯器の保温機能を継続動作させる。
　（２）湿度の場合、電気機器ＥＥの１種である除湿機を動作させる。または換気扇を運
転開始する。
　（３）塵埃飛量の場合、除湿機を動作させる。または換気扇を運転開始する。
　（４）花粉飛散量の場合、空気清浄機の運転を開始する。
　（５）光量（可視光線量）の場合、照明器具を点灯させる。
　なお、気温と湿度の関係で、いわゆる「不快指数」を算出し、空気調和機の運転を開始
することも含む。
　さらにまた本実施の形態１では、環境情報の利用により、以下のように居住者の利便性
が向上する。
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　（１）居住環境を良くするために電気機器ＥＥの使用について、アドバイスが出る（例
えば、換気扇や空気清浄機など）。
　（２）現在、運転中の電気機器ＥＥが分かる。
　（３）離れた居住空間の人の存在・不存在が分かる。
　（４）高温度で湿度の高い、快適ではない居住空間が分かる。
　（５）室内運動器具を使用する際に、運動に不向きな居住空間が分かる。
　（６）電力指令装置から、警報を出すために、室温の上限値を設定しておけば、その設
定値を超えた部屋があることを知ることが分かるので、離れた部屋の環境も知ることがで
きる。
　また室内の空気に良い影響を与え、改善することができる電気機器ＥＥを「第１の特定
電気機器ＳＰ１」という場合がある。逆に熱を発する電熱加熱調理機等のような電気機器
ＥＥを「第２の特定電気機器ＳＰ２」という場合がある。
【００１８】
　本実施形態１の電力制御システムが適用された１つの家屋の例を図１に示している。図
１において、ＨＡ１は１つの家屋の居住空間を示す。ＨＡ２は前記居住空間ＨＡ１と壁Ｓ
Ｂで仕切られた隣の居住空間を示す。なお、居住空間を総称する場合にはＨＡを符号とし
て使用する。なお、居住空間はこの図１には示していないが、そのほかに「寝室」や「居
間」、「浴室」等があり、またトイレのある部屋もある。これ以外の部屋があっても良い
。
　全ての居住空間ＨＡには、家屋の外部にある電力会社の商用電源ＥＰから例えば２００
Ｖの電力が供給されている。その電力は、電力量計３００を介して家屋の内部に引き込ま
れている。２７は前記２００Ｖの商用電源ＥＰにブレーカーＢＫ介して接続された電源線
（主幹線）である。前記電源線には、テレビジョンの受像機（以下、「ＴＶ受像機」とい
う）７５、空気調和機７、照明器具７６、台所用電気機器（以下、「キッチン内電気機器
」という）ＫＰがそれぞれ接続されている。なお、図１においては、ＴＶ受像機７５．空
気調和機７、照明器具７６、台所用電気機器ＫＰは、それぞれ１つしか示されていないが
、複数個あっても良い。９はブレーカーＢＫを介して電力が供給される電力指令装置であ
り、居住空間ＨＡ２（キッチン）の壁面等のように、家族が容易に接近できる場所に壁掛
け状態で設置されているか、又は床面の上に置いてある。
【００１９】
　前記キッチン内電気機器ＫＰと前記空気調和機７を総称して「家庭内電気機器」ＥＥと
いう。
【００２０】
　また以下の説明で、「第１の家電機器」とは、前記食器洗い乾燥機６を除いたキッチン
内電気機器ＫＰをいう。これらは、電気エネルギーを消費する加熱部があり、また互いに
独立して電源が投入・遮断可能であり、後述する電力指令装置９から電力削減指令を受け
取る構成になっている。
【００２１】
　ＳＬは居住空間ＨＡの天井を構成する壁面を示す。２０４は、居住空間ＨＡ２の室内の
気温と湿度を検出する温度・湿度センサーであり、本発明の環境センサーの１種である。
２０５は、居住空間ＨＡ１の室内気温と室内湿度を検出する温度・湿度センサーであり、
本発明の環境センサーの１種である。２０６は、家屋の外部空間に設置された温度センサ
ーであり、本発明の環境センサーの１種である。なお、これら温度センサーや湿度センサ
ーは、測定された温度や湿度を無線又は電気信号で後述する電力指令装置９の環境検知部
２０２に送信する機能を有している。またその電源は充電された電池でも良いし、前記電
源線２７からの電力でも良い。またこれらセンサーの消費電力は１Ｗ（ワット）程度の小
さいものであるため、前記電源線２７からの電力で運転する場合でも、電力指令装置９の
電力制限対象にはしていないので、所定のタイミングで電力指令装置９へ計測データを継
続的に送信している。
【００２２】
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　２０７は、人間が自然に発する赤外線を検知して居住空間ＨＡ１の中に人間が居るかど
うかを検知できる人感知センサーである。２０８は、同じく人間が自然に発する赤外線を
検知して居住空間ＨＡ２の中に人間が居るかどうかを検知できる人感知センサーである。
なお、この他の居住空間ＨＡにもこのような人感知センサーを設置しても良い。これら人
感知センサー２０７、２０８は、人が居るかどうかを検出した結果を、無線又は電気信号
で後述する電力指令装置９の人検知部２０３に送信する機能を有している。またその電源
は事前に充電された電池でも良いし、前記電源線２７から分岐して供給される電力でも良
い。またこれらセンサーの消費電力は１Ｗ～数Ｗ程度の小さいものであるため、前記電源
線２７からの電力で運転する場合でも、電力指令装置９の電力制限対象にはしていないの
で、所定のタイミング（例えば１０秒毎）で電力指令装置９へ計測データを継続的に送信
している。
【００２３】
　引き続いて図１を説明する。７７は、前記ＴＶ受像機のチューナ（図示せず）に接続さ
れている屋外アンテナ、９９Ａは、前記電力指令装置９に接続されたルーターＡであり、
電力指令装置９を電力会社やその家屋の地域に情報を発信する地域地震情報提供機関等の
外部機関７８Ａにインターネット等の広域の通信回路網（通信ネットワーク）９８を介し
て接続している。９９Ｂは、前記ＴＶ受像機７に接続されたルーターＢであり、ＴＶ受像
機７を、前記広域の通信回路網９８を介して外部機関７８Ｂに接続している。この外部機
関は、例えば放送番組を提供する放送局や、医療・健康情報を提供する公的機関や民間会
社等であるが、これら以外であっても良い。前前記２つの外部機関７８Ａ、７８Ｂは別々
のものも、また同じ機関であっても良い。
【００２４】
　図２は、本実施形態１の電力制御システムが適用された電力指令装置や健康管理機器等
のハードウエアの構成例を示している。この図２において、９Ａは、前記電力指令装置９
の本体で、外形は箱形状をしている。この本体９Ａの内部には、後述する使用限度設定器
９６や、比較器９２、優先順位設定手段９５など、図１７に示す電力指令装置の構成要素
が全て格納されている。但し、使用限度設定器９６の表示画面部１００は、図２に示すよ
うに単体の表示盤として本体９Ａから取り外し自在に構成してあり、装着時には本体１の
前面に形成した凹部９Ｃの中に格納されるようになっている。１００Ａはその表示盤の表
示画面。１０９はＴＶ受像機７に内蔵された大容量メモリーで、例えばＤＶＤや各種半導
体メモリー、又はハードディスクドライブ装置（ＨＤＤ）等である。
【００２５】
　図２において、７５ＲはＴＶ受像機７５を操作するリモコン、４１０Ａは前記健康管理
機器４１０の一種である血圧測定器（以下、「血圧計」という）である。８７は小型のマ
イクロコンピューターを内蔵した高速デジタル通信のできる高機能の携帯電話であり、通
信回線を介して電話できることは勿論、電話会社等の通信サービス業者７８Ｃが提供して
いるサーバーに接続でき、他人とのメール交換も可能であり、また各種の映像や音楽、コ
ンテンツ、情報等をダウンロードすることもできる。この携帯電話は歩数計を内蔵してお
り、使用者がこの携帯電話を携帯して歩くことで、その歩数をカウントすることができる
。またその歩数情報は内蔵された赤外線等の送信手段を介して前記電力指令装置９の健康
管理処理部１１７にインプットすることができる。これについては後で詳しく述べる。
【００２６】
　１１８は、前記電力指令装置９の本体９Ａの前面で、凹部９Ｃの上部に設置した確認ボ
タンである。表示盤１００を本体９Ｃから取り外した状態で、確認ボタンを押すと、本体
９Ｃ側から所在確認信号が無線で発信され、これを受信した表示盤１００の受信回路（図
示せず）が起動し、電子ブザー（図示せず）にて特定の音を発するようになっており、仮
に表示盤１００の所在が居住空間ＨＭの中で不明でも、前記確認ボタン１１８によって容
易に探し出すことができる。
【００２７】
　１１９Ａは緊急遮断ボタンであり、これを押すと、電力指令装置９、照明器具及び前記
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ＴＶ受像機７５以外の全ての（使用中の）電気機器（キッチン内電気機器ＫＰを含む）の
電源を速やかに遮断できる。従って表示盤１００が本体９Ａに取り付けられていない場合
に、ＴＶ受像機７５などの電気機器で緊急地震情報等の発令を知り、直ぐに電気を切りた
い場合に便利である。なお、表示盤１００自体には、内部に充電池（図示せず）が内蔵さ
れている。その充電池は、前記電力指令装置９の本体９Ａ前面の凹部９Ｃ壁面に対応して
、その本体の内部に非接触充電装置（図示せず）が設置されているので、前記表示盤１０
０を電力指令装置９の本体９Ａ前面の凹部９Ｃに挿入して保持させておけば、その状態で
充電が自動的に行われる。
【００２８】
　１１９Ｂは、使用限度設定器９６の表示画面（表示盤）１００側に設けた緊急遮断ボタ
ンであり、前記緊急遮断ボタン１１９Ａと同じ機能を有し、これを押すと、電力指令装置
９、照明器具及び前記ＴＶ受像機７５以外の全ての（使用中の）電気機器（キッチン内電
気機器ＫＰを含む）の電源を速やかに遮断できる。
【００２９】
　図３は、前記ＴＶ受像機７５と電力指令装置９の内部構成を示すブロック図である。
ＴＶ受像機７５は、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）７５Ａと、ＲＡＭ（Ｒ
ａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）７５Ｂと、画像処理部７５Ｃと、液晶表示画
面７５Ｄと、マイクロコンピューターで構成されたシステム制御部７５Ｅと、商用電源Ｅ
Ｐに前記ブレーカーＢＫを介して接続された電源供給部７５Ｇと、４つの入出力機能デバ
イス７５Ｊ、７５Ｋ、７５Ｌ、７５Ｍと、これら入出力機能デバイスと電源供給部７５Ｇ
との間へ介挿される電力制御用半導体素子の１種としての、パワーＦＥＴ（Ｆｉｅｌｄ　
Ｅｆｆｅｃｔ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）７５Ｓと、外部ネットワーク通信デバイス７５Ｎ
、とで構成されている。
【００３０】
　前記システム制御部７５Ｅは、前記ＲＯＭ７５ＡとＲＡＭ７５Ｂに格納された制御プロ
グラムに従って、ＴＶ受像機各部分の信号処理演算及び前記した４つの入出力機能デバイ
ス７５Ｊ、７５Ｋ、７５Ｌ、７５Ｍの制御を行う。
【００３１】
　前記４つの入出力機能デバイス７５Ｊ、７５Ｋ、７５Ｌ、７５Ｍについて説明する。
７５Ｊは、前記室外アンテナ７７から地上波、衛星波等の放送波を受信するチューナー・
デバイスである。７５Ｋはビデオ再生・録画のためのビデオ・デバイスである。
７５Ｌは、ＬＡＮ接続した機器からの情報を処理するＬＡＮ接続デバイスである。７５５
Ｍは、パーソナルコンピュータ（以下「パソコン」という）が接続されるＰＣ接続デバイ
スである。なお、この他の種類の入出力機能デバイスをさらに設けても良い。例えばＳＤ
カード等の半導体記録媒体であるカード型メモリーが使用される場合に備えて、カードデ
バイスを設けても良い。
【００３２】
　前述したように、電源供給部７５Ｇの出力端子と４つの入出力機能デバイス７５Ｊ、７
５Ｋ、７５Ｌ、７５Ｍの各電源入力端子との間に、パワーＦＥＴ７５Ｓがそれぞれ挿入さ
れている。そして、パワーＦＥＴ７５ＳのＯＮ・ＯＦＦ制御をシステム制御部７５Ｅの出
力信号で制御する構成となっている。前記４つの入出力機能デバイス７５Ｊ、７５Ｋ、７
５Ｌ、７５Ｍの各電源を使用者が任意に遮断できるようになっている。具体的にはＴＶ受
像機７５の特定部分に、各入出力機能デバイス７５Ｊ、７５Ｋ、７５Ｌ、７５Ｍを個別に
電源遮断できる選択スイッチ（図示せず）を設けるか、又は液晶表示画面７５Ｄに、いわ
ゆるオンスクリーン・スイッチを設けて、前記したリモコン７５Ｒで選択できるようにな
っている。
【００３３】
　前記外部ネットワーク通信デバイス７５Ｎと電源供給部７５Ｇとの間には、前記したパ
ワーＦＥＴ７５Ｓは介在していない。つまり、システム制御部７５Ｅが、使用者の操作に
よって前記外部ネットワーク通信デバイス７Ｎの電源供給を任意に遮断できないようにな
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っており、ＴＶ受像機７５の主電源が入れられている場合は、仮に液晶表示画面７５Ｄが
駆動されずに、何も映像が表示されない状態においても常にＴＶ受像機７５は前記外部ネ
ットワーク通信デバイス７５Ｎによって、家屋の外部にある広域回路網９８を介して外部
機関７８Ｂに接続されていることになる。これにより外部機関７８Ｂから緊急的な情報、
例えば夏場の日中において、この家庭の総電力量を早急に削減（ピークカット）して欲し
いという要請情報がＴＶ受信機７５に届いた場合、あるいは緊急地震情報が気象庁や居住
地域を担当する地域の防災センターや地震警報センター等から届いた場合等に、それら情
報をこの居住空間ＨＭにいる居住者が早期に知ることができる。なお、ＴＶ受像機７５を
視聴していない場合であっても、緊急遮断情報が発信された場合、当該情報で起動され、
情報を報知するようにしたＴＶ受像機は従来から色々提案されているので、ここでは具体
的な説明を省略する。
【００３４】
　前記した４つの入出力機能デバイス７５Ｊ、７５Ｋ、７５Ｌ、７５Ｍのように、入出力
信号の機能毎に、最新のデジタル信号処理技術や半導体技術を適用して専用回路がＬＳＩ
で構成されるようにして、高機能でありながらも比較的安価にＴＶ受像機を構成できるよ
うにしているが、高機能を搭載したＬＳＩを多用しているため、ＴＶ受像機が消費する電
力も大きくなるという懸念がある。そこで、この実施の形態１においては、使用者がＴＶ
受像機７５に搭載された入出力機能デバイス７５Ｊ、７５Ｋ、７５Ｌ、７５Ｍを常にすべ
て使用することはないとの観点から、使用せずに電力供給が不要な入出力機能デバイス７
５Ｊ、７５Ｋ、７５Ｌ、７５Ｍの電源をＯＦＦにすることができるようにしている。つま
り使用者が各入出力機能デバイス７５Ｊ、７５Ｋ、７５Ｌ、７５Ｍの電源供給のＯＮ／Ｏ
ＦＦ制御を行うことができるため、使用者で積極的な消費電力削減が可能となる。その電
源ＯＮ／ＯＦＦ制御をするために前記パワーＦＥＴ７５Ｓを各入出力機能デバイス７５Ｊ
、７５Ｋ、７５Ｌ、７５Ｍの電源回路に挿入している。
【００３５】
　　この構成であるから、電力指令装置９の電力関連情報、例えばその時点における家庭
内の総電力使用量や、外部から電力削減要請を受けていることを示す情報等を、前記電力
指令装置９の表示画面部（表示盤）１００で表示するのではなく、家族が集まっている居
間等にあるＴＶ受像器７で表示させる場合も、ＴＶ受像機７ではチューナー・デバイス７
５Ｊやビデオ・デバイス７５Ｋ等の入出力機能デバイスへの電源はＯＦＦにしたままで良
い。このためＴＶ受像機７５を電力制御に利用する場合でもＴＶ受像機７５の消費電力を
最小限度に抑制できるという利点がある。
【００３６】
　図３、図４において、１２４は、ＴＶ受像機７５のＰＣ接続デバイス７５Ｍに電力指令
装置９を接続する入出力部、１２５は電力指令装置９の制御部であり、電力指令装置９の
使用限度設定器９６や、比較器９２、優先順位設定手段９５など各構成要素を集中的に制
御し、家電機器に対して電力削減指令信号の送信を指令する。１４９は記憶装置であり、
電力制御のための後述する２つの半導体メモリー９５Ａ、９６Ａを含んだものであり、電
力制御関係情報と健康管理情報は別のアドレスで別々に記憶されている。
【００３７】
　図３、図４において、２０２は、前記温度・湿度センサー２０４、２０５，２０６で測
定された温度や湿度の情報を受け取る環境検知部である。２０３は人感知センサー２０７
、２０８の人感知情報を受け取る人感知部である。なお、図示していないが、前記した各
居住区間には、その空間における塵埃飛散度と、花粉飛散量と、光量（可視光線量）をそ
れぞれ検知するセンサーを設置しており、それらセンサーの検知情報を前記環境検知部２
０２が受け取る構成になっている。なお、光量は、居住空間が明るいか暗いかを見分ける
ためのものであり、例えば前記人感知部２０３がある居住空間に人がいないと判断してい
る状況で、光量のセンサーが明るい状態であることを示している場合、居住者が照明器具
７６を点灯したままの状態であることを忘れている可能性が考えられる。そこでこのよう
な場合は、電力指令装置９の制御部１２５は、その時点での総電力使用量が使用限度設定
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器９６で設定された上限値よりも十分に余裕のある少ない量であったとしても、電気エネ
ルギーの無駄を無くすという観点から照明器具７６の消灯を使用者に（表示盤１００やＴ
Ｖ受像機７５の表示画面７５Ｄを通じて）勧告する。その後、電力指令装置９の制御部１
２５は消灯指令信号を当該照明器具に発する（但し、当該照明器具を電力指令装置９の電
力削減対象機器になるように、接続しておくことが必要）。
【００３８】
　図５において、９Ａは前記した前記電力指令装置９の本体。１４８Ａは、凹部９Ｃの中
の上部と下部にぞれぞれ２個以上形成した凸部、１４８Ｂは、その凸部１４８Ａと対向す
る位置にそれぞれ設けた凹部であり、前記表示盤１００が凹部９Ｃの中の所定位置に挿入
されると、これら凸部１４８Ａと凹部１４８Ｂが嵌り合い、表示盤１００を簡単には抜け
ないように保持する。またこの凸部１４８Ａと凹部１４８Ｂが嵌り合ったことは、凸部１
４８Ａと凹部１４８Ｂに設けた感知スイッチ（例えば磁石と、その磁力を感知して信号が
出るスイッチの組み合わせ）によって、前記制御部１２５によって検知される。なお、制
御部１２５は、表示盤１２５の表示画面にて表示すべき表示信号と、表示盤に内蔵した音
声ガイド装置（図示せず）に対する音声指令信号を無線によって出しているので、表示盤
１００が前記電力指令装置９の本体から離れたとしても、居住空間ＨＭの内部であれば、
十分に表示信号と音声指令信号が到達する。なお、図５に示すように、電力会社等の外部
機関７８Ａから広域通信回路網９８と前記ルーター９９Ａを介して当該家屋のある地域の
電力使用状態、特に電力が逼迫している情報等が提供され、また電力会社やその他公共機
関からの電力削減要請の信号等を自動的に受信できるようになっている。
【００３９】
　図６において、１２６は、前記健康管理処理部１１７に対して使用者が各種情報や指令
を入力する操作部である。例えば、後述する健康管理機器の計測データを読み込ませる場
面では、図１４に示すように表示画面１００Ａにオンスクリーン・スイッチ（後述する「
アイコン」と同じ）を表示し、このスイッチを選択することで入力操作を行えるようにし
ている。なお、そのスイッチは、表示画面に使用者が触れることで入力ができるタッチ式
のキーに代えても良い。
【００４０】
　図６において、１２７は、後述する健康管理機器の計測データを処理するデータ処理部
であり、被測定者別にメモリー(ＲＡＭ)１３９に記憶し、またメモリー１３９から読み出
した計測データを処理して所定値以上の計測値がある場合には、注意情報などを付加し、
またその計測データを表やグラフ等の図形信号にする。ＲＯＭ１３８には計測データの処
理形式や統計のための計算プログラム等の処理プログラムが格納されている。なお、デー
タ処理部１２７では、図１０に示すように、使用された健康管理機器を特定するコードや
、計測した代謝データの種類（例えば血圧）、被測定者を特定する情報、測定日時、計測
値、異常有無等の情報がマトリックス状のデータになるように処理し、メモリー１３９に
一時的に保存し、また電力指令装置９の大容量メモリー１０９にもデータを移して記憶さ
せておける。なお、データ処理部において、例えば血圧計のデータの場合は、正常域を１
３５～８５ｍｍＨｇと規定しておき、この範囲を超えた血圧データが健康管理機器側から
提供された場合は、そのデータに注意情報（注意コード）を付帯情報として付ける方法で
あるが、健康管理機器側で同様に使用者が正常域や正常値を設定しておき、それを超えた
場合又はそれ以下である場合には、健康管理機器側から何らかの付帯情報を付けてデータ
処理部に送信しても良い。これらは事前にデータ処理部１２７と健康管理機器側のデータ
処理の方法を統一しておけば良いので詳しい説明は省略する。
【００４１】
　１３６は、電力指令装置９との入出力部、１２９は健康管理機器の計測データを受信す
る情報入力部である。図６において、健康管理機器は、以下の７つの代謝データを測定す
るものである。４１０Ａは前記した血圧計であり、使用者の手首や腕等に計測帯を巻いた
り、計測筒の中に腕を挿入したりして動脈の血圧を測るものである。血圧とは、心臓の収
縮期と拡張期の血圧をいい、それぞれ収縮期血圧（または最高血圧）、拡張期血圧（また



(19) JP 2016-214080 A 2016.12.15

10

20

30

40

50

は最低血圧）と呼ぶ。そして測定結果は、１４０ｍｍＨｇ（水銀柱ミリメートル）のよう
に表示される。なお、単位の「ｍｍＨｇ」を省略し、最高血圧値と最低血圧値を同時に表
示し、１４０－８０のように表示するものでも良い。また血圧の測定結果を数字で表示す
る液晶表示部などの表示部（図８参照）２１３が備えられている。
【００４２】
　４１０Ｂは心電計である。心電図は心臓の電気的な活動の様子をグラフの形に記録する
ことで、心疾患の診断と治療に役立てることができ、医療機関等の日常診療で広く利用さ
れている。この心電計にも測定結果をグラフで表示する液晶表示部などの表示部が備えら
れている。
【００４３】
　４１０Ｃは心拍数計である。心拍数は、一定の時間内に心臓が拍動する回数をいう。通
常は１分間の拍動の数をいう。心臓が血液を送り出す際に、動脈に脈拍が生じるので、こ
の回数を数えると脈拍数あるいは単に脈拍と呼ぶ場合がある。前記血圧計で同時に測定で
きるので、実際には血圧計と一体構造になっている場合が多い。またこの心拍数計にも測
定結果を数字で表示する液晶表示部などの表示部が備えられている。
【００４４】
　４１０Ｄは体温計である。この体温計にも測定結果を数字で表示する液晶表示部などの
表示部が備えられている。
　４１０Ｅは体重計である。この体重計にも測定結果を数字で表示する液晶表示部などの
表示部が備えられている。
【００４５】
　４１０Ｆは体脂肪計である。この体脂肪計にも測定結果を数字で表示する液晶表示部な
どの表示部が備えられている。なお、体脂肪計は、人体に占める脂肪の割合（体脂肪率）
を測定する計器であり、体内の脂肪の量（あるいは体重にしめる脂肪の比率）を測定する
機器であり、脂肪とそれ以外の人体構成成分ではインピーダンスが異なることを用いた測
定法で手軽に体脂肪率を測ることができるものが市場に提供されているなお、人体のイン
ピーダンスを求めるための電極板に体重を検知する素子を取り付けて体重も同時に測定で
きるようにしたものも知られている。なお、またこの体脂肪計にも測定結果を数字で表示
する液晶表示部などの表示部が備えられている。
【００４６】
　４１０Ｇは、尿検査機器である。一般に尿検査では、大きく、色や比重など尿をそのま
ま調べる尿検査法と尿中の成分を調べる方法があるが、この実施の形態１においては、尿
の成分検査の内、酸性かアルカリ性かを測定する。尿が酸性・アルカリ性のどちらに偏っ
ていてもよくないと言われているためである。なお、食生活で、野菜不足の人の尿は酸性
になりやすいと言われているが、本発明によれば、このような健康管理情報を家庭で調理
する主婦等が電力指令装置９を通じて知ることができる。なお、この尿検査機器４１０Ｇ
は、例えばトイレの便器に予め一体に組み込んでおくと便利である。なお、またこの尿検
査機器にも測定結果を数字で表示する液晶表示部などの表示部が備えられている。
【００４７】
　前記７つの計測機器４１０Ａ～４１０Ｇを総称して健康管理機器４１０という。またこ
れ以外の計測機器を利用しても良い。各機器は複数のものが合体し、複合機能を有する形
態であっても良い。なお、この尿検査機器４１０Ｇは前記したようにトイレの便器に取り
付けられているため、血圧計４１０Ａのように使用者が自由に持ち運びできないので、計
測データを電力指令装置９の表示盤１００に内蔵された健康管理処理部１１６に向けて無
線で伝送する発信部（図示せず）を内蔵している。
【００４８】
　図７において、運動機器１４５は、室内ランニングマシン１４５Ａと、走行カロリー消
費計測器１４５Ｂの２つから構成されている。室内ランニングマシン１４５Ａは、居住空
間ＨＭに置かれてあり、被測定者（使用者）がランニングした時間と、被測定者の体重と
の積によって計算されるようになっている。例えば体重６５ｋｇの人が毎分１２０ｍの速
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度で１時間ジョギングした場合は、約４８０キロ・カロリーを運動によって消費すると言
われているので、このようなカロリー消費計算プログラムが内蔵されており、体重データ
を被測定者が入力して運動開始すると、運動終了後に自動的に消費カロリーを算出するも
のである。
【００４９】
　走行カロリー消費計測器１４５Ｂも、室内ランニングマシン１４５Ａと同様の原理を使
って被測定者の消費カロリーを算出する。なお、体重測定機能を有している場合には、被
測定者が体重の数値をインプットしなくとも自動的にカロリーを計算できる。なお、これ
ら室内ランニングマシン１４５Ａと、走行カロリー消費計測器１４５Ｂにも、運動した結
果で消費したカロリーを数字で表示する液晶表示部などの表示部がそれぞれ備えられてい
る。
【００５０】
　図７において、３１２は電気掃除機であり、この掃除機には本来の吸塵機能の他に、移
動計測機能があり、結果的に消費カロリーを算出できるようになっている。この掃除機は
、図１６に詳細を示している。
【００５１】
　図１６において、電気掃除機３１２は、掃除機本体３１２Ａと、ホース体３１２Ｂと、
床面吸込具３１２Ｃとにより構成され、被清掃面ＦＬから床面吸込具３１２Ｃを、矢印で
示す進行方向に進めたり、逆に後退させたりすることによって塵埃を吸引して掃除をする
。掃除機本体３１２Ａ内には被清掃面ＦＬから塵埃を吸引するための吸引風を発生させる
ための電動送風機３１２Ｄが設けられている。
【００５２】
　さらに掃除機本体３１２Ａ内には吸引した塵埃を捕集するための集塵室３１２Ｅが設け
られている。電気掃除機の塵埃の捕集方法については、集塵室に紙パックと呼ばれる袋状
フィルターを装着して捕集する紙パック式のものや、旋回流にて塵埃を分離して捕集する
サイクロン式のものがあるが、本実施の形態１においては、何れの捕集方法であっても良
い。
【００５３】
　ホース体３１２Ｂは例えば蛇腹のような可撓性を有する軟質管部３１２Ｆと、電気掃除
機３１２を操作するための入力を行う操作部（図示せず）を備えた持ち手部３１２Ｇと、
伸縮構造を有する硬質延長管部３１２Ｈとで構成されていて軟質管部３１２Ｆの持ち手部
３１２Ｇと接続されている反対側の端部が掃除機本体３１２Ａの吸込口に着脱自在に接続
されるようになっている。
【００５４】
　ホース体３１２Ｂの硬質延長管部３１２Ｈの持ち手部３１２Ｇと接続されている反対側
の端部には、床面吸込具３１２Ｃが着脱自在に接続されるようになっている。
　前記掃除機本体３１２Ａの天井部には、この本体を持ち運びするときに使用者が掴むハ
ンドル３１２Ｊが一体に形成されている。また掃除機本体３１２Ａの後部左右には、１対
の走行車輪３１２Ｋがそれぞれ取り付けられている。また掃除機本体３１２Ａの前方底面
には、水平方向に３６０度回転自在に取り付けられた補助車輪３１２Ｌがある。これら補
助車輪３１２Ｌと走行車輪３１２Ｋで掃除機本体３１２Ａは前後方向に自由に移動可能で
あり、また左右一方の走行車輪３１２Ｋを中心として旋回できるようにもなっている。
【００５５】
　前記掃除機本体３１２Ａの内部には、前記走行車輪３１２Ｋの前方への回転数と、後方
への回転数を積算する移動量計測計３１２Ｍと、この計測計による移動距離と前記掃除機
本体３１２Ａの重量との情報に基づいて運動によって消費されるカロリーを算出する演算
部（図示せず）と、がそれぞれ内蔵されている。
【００５６】
　前記移動量計測計は、電気掃除機の主電源を入れ、電動送風機３１２Ｄが運転開始され
た時点から計測が開始される。使用者が電気掃除機を掃除のために使用すると、通常はホ
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ース体３１２Ｂによって掃除機本体３１２Ａを牽引する形になり、居住空間ＨＭの中の床
面上を掃除機本体３１２Ａが移動することになる。そこで前記演算部は、この掃除機本体
３１２Ａを移動させる運動エネルギーを求めるために、前記走行車輪３１２Ｋの前方への
回転数と、後方への回転数を積算したデータを利用して、掃除をする使用者の消費カロリ
ーを算出するものである。
【００５７】
　掃除機本体３１２Ａの内部には、電動送風機３１２Ｄの運転が止められた時点で、前記
演算部で算出した消費カロリーのデータを、前記電力指令装置９の健康管理処理部１１７
に対し、自動的に無線で送信する機能がある。なお、電気掃除機の本体３１２Ａにも、消
費カロリーのデータを数字で示すような液晶表示部等の表示部が備えられているが、その
表示部は電気掃除機本来の機能や運転状態も表示するものであり、集塵室３１２Ｅに塵埃
が溜まったことを示すことにも利用されている。
【００５８】
　図７は、健康管理機器４１０の代表例として血圧計４１０Ａの構成を示したブロック図
である。図７において、２１４は血圧の測定部、２１３は測定された血圧を数字等で表示
する表示部、２１５は血圧の測定開始等を指令する操作部で、被測定者を特定できるよう
に、測定前に被測定者の識別データ（例えば３桁の数字）をインプットする入力キー（図
示せず）を備えている。
【００５９】
　２１７は、前記測定部２１４で測定された血圧データに、前記識別データ（コード）と
、時計回路１４７から送られた血圧測定日時のデータとをセットにしてメモリー２１６に
記録する制御部である。３１４Ａは、例えば赤外線信号や特定小電力無線信号等によって
外部に対して、前記メモリー２１６内部に蓄積した血圧測定データを送信する受信部であ
る。３１４Ｂは、同様に他の機器から赤外線又は無線で送信された血圧測定データを受信
する受信部であり、この受信した測定データは前記操作部２１５で、被測定者の識別デー
タを付けてから前記メモリー２１６に記憶される。なお、メモリーは電源を切った場合で
も記憶内容が消えないタイプの半導体メモリーである。以下、メモリーとは特に明記しな
い限り、このように電源を切った場合でも記憶内容が消えないタイプの半導体製メモリー
を指すものとする。
【００６０】
　健康管理機器４１０の代表例として血圧計４１０Ａの構成を説明したが、前記した心電
計４１０Ｂ、心拍数計４１０Ｃ、体温計４１０Ｄ、体重計４１０Ｅ、体脂肪計４１０Ｆ、
尿検査機器４１０Ｇも基本的な構成は同じである。なお、これら各種健康機器の測定デー
タをＵＳＢコードやＵＳＢメモリー、ＳＤカードなどのような相互接続性の良い接続手段
や記録カードで外部に情報を伝達するようにしても良い。図１４に示した表示画面１００
Ａでは、健康管理計測データの新規データ登録を行う場合、赤外線と、ＵＳＢメモリーと
、無線で測定データを読み込めることを示している。
【００６１】
　図９は、テレビ用ポータルサイトをＴＶ受像機に表示した状態を示す正面図である。
前記リモコン７５Ａに設けられた特定の電源ＯＮ用ボタンを１回押圧すると、ＴＶ受像機
７５が起動され、システム制御部７５Ｅは液晶表示画面７５ＤにＴＶ用ポータルサイトを
表示する。ここで、ＴＶ用ポータルサイトとは、主にインターネットへの接続機能を持っ
たＴＶ向けに様々なサービスを提供することを目的としたポータルサイトのことをいう。
【００６２】
　図９に示したように、ＴＶ用ポータルサイトには、例えば「ニュース」、「天気予報」
、「交通情報」、「地震・津波情報」などの略方形の枠で囲まれたアイコン（オンスクリ
ーン型の入力スイッチ）４１１によるポータルサイトのメニューが表示される。また、別
のアイコンとして、「健康管理情報」と表示された特別アイコン４１２と、「電気エネル
ギー管理」と表示された特別アイコン４１３と、「すまいの環境情報」と表示された特別
アイコン４１９が、それぞれ表示されている。これら３つの特別アイコンは、他の通常の
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アイコンよりも特別に目立つように大きく、また目立つ色で表示しても良い。なお、ここ
でいうアイコンとは、表示画面上に表示され、特定の機能の選択が行われるものであり、
図形だけではなく、文字でその特定機能を表現している場合も含む。また図１０の例のよ
うに、「健康管理情報」というように、文字で目的・機能を表示しただけの入力表示部も
アイコンに含むものとする。
【００６３】
　ここで、図９に示したように、液晶表示画面７５Ｄに「電気エネルギー管理」と表示さ
れた特別アイコン４１３方向に向けて、リモコン７５Ａの特定のボタン（入力決定ボタン
）を押すと、リモコンが赤外線信号を発信し、それをＴＶ受像機７５が検知して「電気エ
ネルギー管理」の画面を選択したことになるので、液晶表示画面７５Ｄには「電気エネル
ギー管理」と表示された専用の画面が表示される。なお、リモコンからの赤外線信号が特
定のアイコンのみに照射されて入力信号が発生するのではなく、リモコンで特定のアイコ
ンを選択した上で、リモコンが赤外線信号を発したことが検知され、その選択されていた
アイコンが選択されたことになる。このようなアイコン自体は周知であるので、詳しい動
作原理の説明は省略する。
【００６４】
　一方、液晶表示画面７５Ｄに「健康管理情報」と表示された特別アイコン４１２に向け
て、リモコン７５Ａの特定のボタン（入力決定ボタン）を押すと、液晶表示画面７５Ｄに
は「健康管理情報」と表示された専用の画面が表示される。そこでさらにリモコン７５Ａ
を操作すると、図１０に示したような健康管理情報の一種として、被測定者のある日時の
血圧測定データが表示される。被測定者が事前に設定した目標範囲を超えていた場合、あ
るいは最高血圧値が１３５ｍｍＨｇを超過し、又は最低血圧値が８５ｍｍＨｇを下回った
場合には、注意喚起のために、血圧を改善するためのアドバイスや注意文が同時に表示さ
れる。この注意文やアドバイスは、健康管理部１１６のＲＯＭ１３８に事前に格納されて
いる場合と、健康管理機器側のメモリー２１６に事前に格納されている場合の何れでも良
い。携帯電話８７で外部の医療専門機関の参考情報などを入手し、健康管理処理部１１６
に格納して、適時当該情報が読み出されるように設定しておいても良い。
【００６５】
　さらに、リモコン７５Ａを操作すると、図１１に示したように、特定の期間中に測定し
た家族全員（家族は、被測定者ＡとＢの２名の場合）の測定結果が一覧表形式で液晶表示
画面７５Ｄに表示される。
【００６６】
　図１１において、ＬＳ１は、健康管理機器を特定するための機器コードを表示した欄、
ＬＳ２は、測定の種類を示す欄、ＬＳ３は被測定者を特定する欄であり、アルファベット
や数字、あるいは愛称など被測定者が特定できればどういう形式でも良い。ＬＳ４は健康
管理機器で代謝データを測定した日時の欄、ＬＳ５とＬＳ６は計測値の欄であり、これは
代謝データの種類によっては１つ又は３つ以上になる場合がある。ＬＳ７は、測定データ
が正常範囲を超えるような異常値、あるいは異常値に近い注意段階にある場合、それに応
じて所定記号が付けられる欄である。
【００６７】
　図１１に示しているように、計測結果で異常範囲にある場合には、「異常有無」の欄（
ＬＳ７）に「Ｅ」という記号が示される。この記号が付された情報は、本発明では、以下
「注意データ」と呼ぶ。なお、リモコン７５Ａを操作して特定の被測定者だけのデータを
表示させることも可能である。
【００６８】
　一方、図１０に示した液晶表示画面７５Ｄに「すまいの環境情報」と表示された特別ア
イコン４１９側に向けて、リモコン７５Ａの特定のボタン（入力決定ボタン）を押すと、
液晶表示画面７５Ｄには、図１２に示したような環境情報専用の画面が表示される。
【００６９】
　この図１２において、４７０は、居間の環境情報を表示するエリア、４７１は、キッチ
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ンの環境情報を表示するエリア、４７２は、寝室の環境情報を表示するエリア、４７３は
、浴室の環境情報を表示するエリアであり、このすまいの環境情報の表示画面を表示した
際に、ＴＶ受像機７５のシステム制御部７５Ｅによって仮想的に形成される。仮想的とは
エリア個々が物理的に独立したものではなく、システム制御部７５Ｅの制御プログラムに
よって液晶表示画面部７５Ｄの画像表示エリアが、区分けされた状態をいう。なお、各表
示用エリア４７０～４７３には、対応する居住空間の名称が「居間」、「キッチン」等の
文字で表示される。
【００７０】
　４７４は、室内の気温または湿度の少なくも何れか一方を文字で表示した温度・湿度表
示部、４７５は、居住空間が使用者の予め定めた室温と気温の範囲にある場合に現れる快
適マークで、星型マークの３つが最高、２つが中程度の快適、１つは３段階の快適度の内
の最も低い場合を示す。このマークに代えて文字で表示しても良い。このマーク４７５は
快適性を示す情報の一種である。なお、この快適度は、使用者が何時での変更可能であり
、例えば冬と夏、あるいは居住している地方の実情に合せて居住者が自由に決めることが
できる。なお、初期設定では気温２６℃、湿度５０％未満に快適（３段階）の範囲のデフ
ォルト値が設定してある。
【００７１】
　４７６は、前記快適条件を外れるような気温と湿度であって、不快状態又はそれに近い
状態にある場合に表示される注意マークである。三角形のマーク１つは、「やや不快」、
三角形のマーク２つは「不快」を意味する。このマーク４７６も快適性を示す情報の一種
である。なお、日本では、気温と湿度で算出する不快指数を用いる場合がある。例えば、
気温２９℃、湿度７０％で不快指数８０である。この不快指数が７５を越えると人口の１
０％が不快に感じ、８０を越えると全員が不快になると言われているが、注意マーク４７
６を１つ表示する場合は不快指数７５未満、２つ表示する場合は不快指数７５以上、と定
義して表示させるようにしても良い。
　４７７は、その注意マークの近傍に文字で暑さ又は寒さを表示する寒暖表示部である。
図１２では、寝室と浴室には、それぞれこの寒暖表示部として「暑い」と表示されている
。
【００７２】
　４７８は、前記電力指令装置９の人検知部２０３によって人がいないと判定された場合
に表示される不在マークである。図１２では、寝室と浴室には誰も居ないことがこの液晶
表示画面７５Ｄによって容易に分かる。
【００７３】
　４７９は、居住空間の空気に影響を与え、快適性を維持・改善できる機能を備えた電気
機器ＥＥ、例えば空気調和機や、空気清浄機等の運転の状況を示す第１の特定電気機器Ｓ
Ｐ１の運転表示部である。なお、空気清浄機は図示していないが、一般的には、吸気口と
排気口を備えた箱状の本体と、この本体の内部に設置され、前記吸気口から室内の空気を
吸引し、前記排気口から排出する電動送風機（ファン）と、前記吸気口から排気口に至る
通風路を横切るように設置された塵埃除去用のフィルターとから構成されている。通風路
を通過する空気に、マイナスイオンを放出したり、水の粒子から作られ、カビ菌やアレル
物質、臭いの抑制に効果があると言われる微粒子イオンを放出したりする機能を備えたも
のなら、さらに好適である。
【００７４】
　４８０は、居住空間が快適性高く、室内の運動に適しているかどうかを文字で表示する
運動注意マークである。このマークは全ての居住空間の表示エリア４７０～４７４に表示
させても良いが、少なくとも居住空間に前記電力指令装置９の健康管理処理部１１６に無
線又は有線で情報を送信した健康計測機器、例えば前記室内運動計測機器３１１Ａ、３１
１Ｂががある場合には、その機器のある居住空間の表示エリアには、前記運動注意マーク
４８０が表示される。なお、この場合、運動計測機器も兼ねている電気掃除機３１２も対
象であるので、寝室では電気掃除機３１２を運転することは適当でないことを図１２では
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示している。
【００７５】
　前記図１０～図１４に示した表示画面の構成、つまり表示される情報とその配置等は、
表示盤１００の表示画面１００Ａでも同様に表示される。但し、２０～６０インチの画面
サイズの液晶表示画面７５Ｄの有効表示面積に比較して、１０～１５インチの画面サイズ
の表示画面１００Ａでは、数分の１以下と狭いので、全く同じ内容が同じ大きさで表示さ
れる訳ではない。当然ながら表示される文字のサイズは小さくなるが、前記した温度・湿
度表示部４７４、快適マーク４７５、注意マーク４７６、運動注意マーク４８０、後述す
る変動表示部４８３、不適環境表示部４８４、花粉飛散量表示部４８５、運転表示部４８
２は、何れも表示される。これによりＴＶ受像機７５の液晶表示画面７５Ｄと表示盤１０
０の表示画面１００Ａとの間で、表示される情報の格差が生じないようにして、キッチン
でも居間でも同じ情報を確認できるようにしている。なお、これら各種情報の表示画面１
００Ａでの表示は、前記制御部１２５の表示用制御プログラムによって実行される。
【００７６】
　図１３は、図１２に示したような環境情報の画面構成の変形例である。
　図１３において、特徴的な構成は、詳細な情報を見るためのアイコン４８１Ａ～４８１
Ｄを、各表示エリア４７０～４７３毎に設けていることにある。また前記第１の特定電気
機器ＳＰ１の運転表示部４７９に加え、居住空間の空気に放熱してそれを高温化する可能
性があるなどのマイナス的影響を与える可能性のある第２の特定電気機器ＳＰ２、例えば
電気炊飯器の運転の状況を示す運転表示部４８２を設けたことである。
【００７７】
　４８３は、温度又は湿度が所定の変化率以上変化（上昇又は下降）していることを示す
変動表示部である。例えば２分間に気温が１℃以上上昇している場合、又は下降している
場合には「上昇中」又は「下降中」とそれぞれ表示される。
【００７８】
　４８４は、居住者の健康に適当ではなく、前記第１の特定電気機器ＳＰ１の運転によっ
て改善できるような物理的環境にあることを示す不適環境表示部である。図１３では、空
気中１リットル中に含まれる所定直径以上の塵埃が所定数以上ある場合を示している。例
えば、起床後に寝具を移動させたり、叩いたりした場合には一時的に埃が空気中に舞い上
がって滞留している状態になるので、このような場合にはこの不適環境表示部に何らかの
文字や記号等が現れる。この不適環境表示部４８５も、特定の居住空間の快適性を示す情
報の一種である。
【００７９】
　４８５は、家屋の外の空気中に飛散している花粉の量が多いかどうかを表示する花粉飛
散量表示部であり、花粉アレルギーの人にとっては外出を控えたりする判断材料にもなり
、有益な情報である。なお、この花粉飛散量表示部の基礎データは、日本の気象庁やその
他気象専門機関、ＴＶ放送局などから提供されるので、それを利用すれば良い。そのよう
な外部情報は電気外部機関７８Ａ、７８Ｂから電力指令装置９又はＴＶ受像機７５が取得
する。
【００８０】
　次に、図１３の表示画面の状態で、さらにリモコン７５Ａを操作して、例えば前記アイ
コン４８１Ｂを選択すると、図１４に示すように画面構成が切り替わる。
　図１４において、４８６は、キッチンに設置された換気扇（図示せず）が運転されてい
るかどうかを示す表示部、４８７は、同じくキッチンに設置された電気冷蔵庫（図示せず
）の冷蔵運転モードが「強」、「中」、「弱」の３段階の何れにセットされているかどう
かを示す運転強度表示部である。この運転強度は、冷蔵庫の消費電力量に大きく影響を与
えることは既に周知であるので、詳しい説明は省略する。
【００８１】
　図１４に示すように、前記キッチン用の表示エリア４７１は、その面積が自動的に最大
限度まで拡大される。このような拡大表示は前記システム制御部７５Ｅの制御プログラム
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によって液晶表示部７５Ｄの表示形態が変更された結果である。４８８は、前記表示エリ
ア４７１の右側周辺に確保した余白部であり、ここには、居間の環境情報を見ることを選
択するアイコン４９０、寝室の環境情報を見ることを選択するアイコン４９１、は及び浴
室の環境情報を見ることを選択するアイコン４９２が、それぞれ表示されているので、そ
れらアイコンのどれか１つを選択すれば、居間や寝室、浴室の環境情報も詳しく液晶表示
画面７５Ｄに表示させることができる。
【００８２】
　４８９は、アドバイス部であり、ここには電気機器、特に第１の特定電気機器ＳＰ１の
運転可否やその運転条件などが、居住空間の現在の状況に応じて文字で表示される。図１
４は、キッチンの湿度上昇している事態を改善するアドバイスとして、換気扇の運転を勧
めている例である。
【００８３】
　これらのアドバイスの基礎データは、前記管理処理部１１６の記憶手段である記憶装置
１４９に格納されている。またＴＶ受像機７５の大容量メモリー１０９にも同じものが格
納されているので、ＴＶ受像機７５で環境情報を見る場合には、大容量メモリー１０９か
らシステム制御部７５Ｅが情報を引き出して液晶表示画面７５Ｄに送り、表示させる。こ
の際に、電力指令装置９の制御部１２５が、各電気機器ＥＥの運転情報を一括してリアル
タイムで収集しているので、この制御部からの情報が液晶表示画面７５Ｄの表示に利用さ
れる。
　一方、電力指令装置９の液晶表示盤１００で環境情報を見る場合には、記憶装置１４９
から制御部１２５が情報を引き出して液晶表示盤１００に送り、表示させる。なお、電気
機器ＥＥの運転状態の情報は、電力指令装置９の制御部１２５が一括してリアルタイムで
収集しているので、この制御部からの情報が液晶表示画面１００の表示に利用される。
【００８４】
　図９に示したように、ＴＶ用ポータルサイトに「地震・津波情報」のアイコン４１１が
表示されている場合、及び一般のテレビ番組を視聴している場合に、突然に前記「地震・
津波情報」のアイコン４１１が表示された場合、リモコン７５Ａでそのアイコンを選択す
ると、図１５に示すように、「電気緊急遮断」という特別アイコン４１４と、「緊急地震
・津波情報受信」という特別アイコン４１５が表示される。この場合、「電気緊急遮断」
のアイコン４１４を選択すると、電力指令装置９の本体９Ａの場所まで使用者が行かなく
とも、緊急遮断指令がＴＶ受像機７５から電力指定装置９に送信され、数秒以内に所定範
囲の電気機器の電力供給は遮断される。
【００８５】
　なお、前述したように、この電気緊急遮断では、避難通路になる廊下や各部屋、浴槽な
どの照明器具７６と、ＴＶ受像機７５、及び電力指令装置９の電力遮断は行われない。ま
た、２つの特別アイコン４１４、４１５は、特別アイコン４１２，４１３、４１９と同様
に、他の通常のアイコンよりも特別に目立つように大きく、また目立つ色で表示しても良
い。
【００８６】
　図１６は、ＴＶ受像機７５で、一般のテレビ番組を視聴している場合の液晶表示画面７
５Ｄの正面図を示したものである。この図１３のように、一般の視聴中でも、液晶表示画
面の右下隅には、「電気エネルギー管理」という特別アイコン４１８が常に表示される。
なお、この表示を使用者が消すこともできる。
【００８７】
　図１０と図１３において、４１７は健康管理情報の専用画面に切り替えるためのアイコ
ンであり、タブ形状で示されている。４１８は前記したように、電気エネルギー管理の専
用画面に切り替えるためのアイコンであり、四角形な枠形状で示されている。
２３２は、図９に示したＴＶ用ポータルサイトの初期画面に戻るためのアイコンである。
【００８８】
　図１７は、電力指令装置９の表示盤１００の正面図である。この図１７の場面で、４２
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０は、インフォーメーション・キーであり、使用者がこれに触れると、その場面で使用者
に参考になる健康関連情報や、健康管理を効果的に進めるための情報がこの表示画面１０
０Ａの中にその都度表示される。その場合、表示面積を確保するため、前記血圧などの計
測データは表示しないようになっている。
【００８９】
　４２１は、ヘルプモードキーであり、使用者がこれに触れると、その場面で使用者の操
作に参考になる情報が表示されるとともに、別途設けた音声ガイド装置（図示せず）によ
って、正しい操作方法が音声で報知される。例えば血圧データが表示されている場合も、
その周辺位置にこのキーが表示されるので、そのキーを押した場合、血圧データの見方や
、正常な範囲の解説などが模式図や文字で表示画面１００Ａに表示される。
【００９０】
　図１７において、４２５は、既存データを表示させるためのアイコンであり、これは電
力指定装置９の表示盤１００に、血圧計４１０Ａや心電計４１０Ｂ、心拍数計４１０Ｃ、
体温計４１０Ｄ、体重計４１０Ｅ等の健康管理機器４１０や運動機器（室内ランニングマ
シン１４５Ａ、走行カロリー消費計測器１４５Ｂ）、電気掃除機１４６、携帯電話８７等
の各種機器から、健康管理の計測データや運動データ、消費カロリーデータ等を読み込ま
せる際に選択操作される。
【００９１】
　図１０、図１３におけるアイコン４１７を選択すると、図１４に示すように、新規デー
タ登録というアイコン（入力キー）４２６と、既存の計測データを読み出して表示させる
というアイコン（入力キー）４２５が表示される。
【００９２】
　そこで新規登録のアイコン４２６を選択して、例えば血圧計４１０Ａを表示盤１００に
接近させて、血圧計４１０Ａの方の送信ボタンを押すと、血圧計４１０Ａのメモリー２１
６に格納されていた計測データが、健康管理処理部１１７の受信部１２９からＲＡＭ１３
９に移され、記憶される。なお、前に述べたように、これら各種健康機器の測定データは
、図１４に示しているように、赤外線送信と、ＵＳＢメモリーと、無線送信の何れでも健
康管理処理部１１７は読み込める。なお、ＵＳＢメモリーを挿入するための接続口が、電
力指令装置９の本体９Ａの前面や側面に設けてある。
【００９３】
　この際、図１１で説明したように、健康管理処理部１１７は、健康管理機器４１０から
計測データが送り込まれた場合、その都度、データ全体を電力指令装置９に送信する。そ
の際に計測結果で異常範囲にある場合には、健康管理処理部１１７は、異常のあったデー
タ（例えば最高血圧値）と被測定者、測定日時等の図１０に示したデータ全体を電力指令
装置９に送信する際に、特別のコード（以下、「異常値コード」という）を追加して電力
指令装置９に送信する。これにより前記「注意データ」は、途中で消えることなく、その
後も保存される。なお、異常値コードは、健康管理機器４１０の種類に応じて異なってお
り、また１つの健康管理機器４１０、例えば血圧計４１０Ａで、最高血圧値と最低血圧値
の両方に別々のコードを付すなど、健康管理機器４１０の計測対象に応じて複数個用意し
てある。
【００９４】
　なお、健康管理処理部１１７は、ＰＣ接続デバイス７５Ｍを介してシステム制御部７５
Ｅに送付し、最後には大容量メモリー１０９（図４参照）に格納される。大容量メモリー
は、計測された健康管理データが毎日１０件以上送信されても、最低１年間のデータを十
分格納できるように例えば数十ギガ程度の記憶容量を有している。なお、この大容量メモ
リーにはＴＶ受像機７５で受信した放送番組の記録映像・音声も格納されるが、ＴＶ受像
機７５の側からの情報と、健康管理処理部１１７からの情報は明確に区分けされて格納し
てあり、双方は独立して記録更新したり、削除したりすることが可能になっている。また
この大容量メモリーを物理的に分離できる２つの部分から構成し、第１の大容量メモリー
部分にはＴＶ受像機７５の側からの映像情報を、また第１の大容量メモリー部分には健康
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管理処理部１１７からの情報を格納するようにしても良い。このようにすれば、第１、第
２の大容量メモリーの何れか一方を修理や交換する場合に、他方への影響を最小限度にで
き、便利である。
【００９５】
　次に、誘導加熱調理器や電気炊飯器を含む家電機器の電力制御システムについて説明す
る。最初に、図２１に示した、１つのキッチン内にて使用されるシステムキッチン（流し
台）１を中心に説明する。
【００９６】
　前記システムキッチン（「流し台」、「厨房家具」ともいう）１の外殻を構成する筐体
１Ａの内部には、以下に説明する５つの電気機器を組み込んで構成されている。すなわち
、そのキッチン内電気機器として、左右２つの加熱口２Ｌ，２Ｒを有する誘導加熱調理器
２と、電気ジャー炊飯器３と、グリル調理器（電気魚焼き器）４と、電気ヒーター付きの
電子レンジ（以下「オーブンレンジ」という）５と、食器洗い乾燥機６を備えている。な
お、前記した「キッチン内電気機器」ＫＰは、これらキッチン内にある各機器３，４，５
を総称したものである。また電気ジャー炊飯器３は、以下では単に「炊飯器」と呼ぶ。グ
リル調理器４は単独で構成されている場合もあるが、この実施の形態１では前記誘導加熱
調理器２の中に一体的に組み込まれ、電熱と誘導加熱方式を併用した複合式の誘導加熱調
理器の１つの加熱部として構成されている。従って、誘導加熱調理器２の主電源回路を遮
断すると、前記グリル調理器４に対する電源供給も同時に遮断される構成になっている。
なお、ここでは、冷蔵庫や換気扇等のその他の電気機器は記載していない。
【００９７】
　本発明の実施の形態１でいう「時間帯別の電気料金区分情報」について説明するが、そ
の前に、家庭用電気料金制度について実例を説明する。
　２０１２年６月１日時点の、東京電力株式会社の個人向け（家庭用）電気料金制度では
、電力量料金単価を２つの季節と３つの時間帯に分けて設定している。これにより、季節
や時間帯によって料金単価が異なるため、熱効率の高い家電機器を朝晩時間に使用するこ
とや、昼間に使用する家電機器を夜間時間や朝晩時間に移して使用するという工夫で、電
気料金の低減が可能になると推奨している。
　ここで、「季節料金」とは、「夏季」と、「その他の季節」とに分けてあり、「夏季」
は毎年７月１日から９月３０日、「その他の季節」は毎年１０月１日から翌年６月３０日
までである。
　一方、３つの時間帯に分けた「時間帯別料金」制度は、次の通りの時間帯で区分されて
いる。
　「昼間時間」：毎日午前１０時から午後５時まで。１ｋＷｈあたりの電力量料金単価（
税込）は、「夏季」で３３．３７円、「その他季節」で２８．２８円。
　「朝晩時間」：毎日午前７時から午前１０時までと毎日午後５時から午後１１時までの
２つ。１ｋＷｈあたりの電力量料金単価（税込）は２３．１３円。
　「夜間時間」：毎日午後１１時から翌朝の午前７時まで。１ｋＷｈあたりの電力量料金
単価（税込）は９．１７円。
　つまり、電気料金単価を見ると、夜間時間が最も安く、その次に朝晩時間が安い。最も
高いのは昼間時間であることが分かる。
　本発明でいう「時間帯別の電気料金区分情報」とは、上記のような「時間帯別別料金」
制度の情報であり、その一種としては、上記のような１ｋＷｈあたりの電力量料金単価で
ある。また他の一種としては、「夜間時間が最も安い、その次に朝晩時間が安い。最も高
いのは昼間時間である」という情報である。つまり、例えば上記電気料金制度で言えば、
「毎日午後１１時から翌朝の午前７時までの夜間時間までは、１日の内で最も安い」とい
う情報が時間帯別の電気料金区分情報になる。必ずしも１時間あたりの電気料金自体を具
体的に示したものでなくとも良く、一定の基準（たとえば昼間時間の料金）と比較して、
安い時間帯であるのか高い時間帯であるのかが使用者に容易に判断できる情報で良い。
【００９８】



(28) JP 2016-214080 A 2016.12.15

10

20

30

40

50

　また、この実施の形態１で説明する誘導加熱調理器２では、加熱手段が通電される開始
時間を使用者が設定するが、通電終了時間を設定しない場合があるので、厳密にいうと時
間帯を設定しない場合がある。しかしながら、この実施の形態１で説明する誘導加熱調理
器２では、
　（１）最大連続加熱時間を６０分に自動設定してあり、調理の途中で特定の操作をしな
い限り６０分経過すると、自動的に加熱動作終了するという制御を採用しているので、加
熱開始時刻を設定すれば、時間帯を設定したことになる。
　（２）誘導加熱の調理メニュー（例えば、「揚げ物」、「茹で」、「煮込み」、「湯沸
し」など）の中には、経験上、１５分～３０分未満で終わるもの（例えば「湯沸し」）と
、そうではなく１時間以上も加熱継続するものがあり、また使用する電力も大小色々ある
ので、使用される電力値が５００Ｗ以上で、かつ３０分以上加熱継続されると推定される
調理メニュー（以下、「特定メニュー」という）を事前に選定し、その特定メニューを実
施する場合に、上記した時間帯別電気料金の情報が表示されるようにしている。
　前記のように構成している理由は、短時間で、かつ使用する電力が小さい調理メニュー
の場合には、その都度時間帯別電気料金の情報を表示させても、実際にそれを利用する頻
度は少なく、表示させる意義が小さいからである。これによって、加熱調理器の制御プロ
グラムを簡略化し、使用者の操作も複雑化しないという利点が期待できる。なお、特定メ
ニューとしては「茹で」や「煮込み」、「炊飯」が選定されているが、本発明はこれに何
ら限定されるものではない。
【００９９】
　７は、家庭用の空気調和機で、上記キッチン内電気機器ＫＰが設置された台所に設置さ
れる場合もあるが、この実施の形態１では、他の部屋（例えば居間）に設置されている例
で説明する。なお、空気調和機は１台であるとは限らず、複数の部屋にそれぞれ設置され
、合計数台の場合もあるが、以下の説明では１台の場合で説明する。なお、この空気調和
機には、電力指令装置９の使用電力制御手段８Ｅが組み込まれている。これにより電力指
令装置９との間で、要求電力、各調理器の調理状況や使用許可電力等の情報伝達が行われ
、電力指令装置９が許可した使用電力内で使用電力制御手段８Ｅが空気調和機７の電力を
制御するようになっている。
【０１００】
　また、前記空気調和機７と、食器洗い乾燥機６及び電気ヒーターによる温風を供給して
衣類を強制的に回転させながら乾燥させる洗濯乾燥機（乾燥機と洗濯機が一体になったも
の）又は衣類乾燥機（何れも図示せず）は、以下の説明では「第２の家電機器」という。
これらは、それぞれ電気エネルギーを消費するモーター部を有し、かつ互いに独立して電
源が投入・遮断可能であり、後述する電力指令装置９から電力削減指令を受け取る構成に
なっている。なお、「第２の家電機器」には、消費電力を消費するモーターに加えて、電
気エネルギーを消費する加熱部があり、その加熱部によって温風を発生させるものも含む
。例えば電気式の衣類乾燥機や洗濯機と兼用した洗濯乾燥機があり、洗濯乾燥機では、洗
濯してまだ乾燥していない衣類を収容する通気性のある籠状の容器と、この容器を回転駆
動するモーターと、前記容器に供給される温風の熱源となる電気ヒーターとを備えている
。なお電動圧縮機を備えたヒートポンプ方式で空気中の熱を回収して温風にする方式もあ
る。
【０１０１】
　前記キッチン内電気機器ＫＰは１つのブレーカーＢＫを介して交流２００Ｖ電源ＥＰと
接続されている。各キッチン内電気機器１～３、５と電力指令装置９は、赤外線又は無線
信号を送信・受信する関係に接続されており、各キッチン内電気機器１～３、５の各使用
電力制御手段８Ａ，８Ｂ，８Ｃ，８Ｄと電力指令装置９との間で、要求電力、各調理器の
調理状況や使用許可電力等の情報伝達が行われ、電力指令装置９が許可した使用電力内で
各使用電力制御手段８Ａ～８Ｄが各キッチン内電気機器１～３、５の電力を制御するよう
になっている。
【０１０２】
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　また、キッチン内電気機器ＫＰには、他にオーブントースターや卓上のホットプレート
、湯沸し器（電気ポット）など、何れも最大定格電力が１０００Ｗ程度の機器があるが、
説明を簡略化するため、具体的には図示しない。また各キッチン内電気機器１～３、５と
前記電力指令装置９との間は、電力線搬送技術を利用して電力線兼ねた信号線で接続し、
制御するようにしても良い。
【０１０３】
（誘導加熱調理器２）
　前記誘導加熱調理器２は、図２２と図２３に示すように、互いに独立して動作可能な誘
導加熱部が左右に２つある、いわゆる２口のビルトイン式調理器であり、正面右側にある
操作パネル１３には、主電源スイッチ１１の操作ボタン１１Ａと、左側にある第１の加熱
口２Ｌ、右側にある第２の加熱口２Ｒの、それぞれの電力調整用のダイヤル１２Ｌ、１２
Ｒとを有しており、使用者は、電源スイッチ１１を投入して調理状況にあわせて電力調整
ダイヤル１２Ｌ、１２Ｒを操作して調理を行うようになっている。つまり、この電力調整
ダイヤル１２Ｌ、１２Ｒによって第１の加熱口２Ｌと第２の加熱口２Ｒにおける誘導加熱
時の火力調節が、互いに独立して行える。なお、この誘導加熱調理器２の定格消費電力（
最大消費電力）は５８００Ｗである。
【０１０４】
　前記第１、第２加熱口２Ｌ、２Ｒの上方は耐熱強化ガラス板で形成されたトッププレー
ト１４で覆われ、このトッププレートの下方空間には、前記第１及び第２の加熱口２Ｌ、
２Ｒの加熱源となる円環状の誘導加熱コイル２ＬＣ、２ＲＣが設置されている。
【０１０５】
　２Ｃは、誘導加熱調理器２の本体２Ａ外郭を構成する箱状の本体ケースで、前記トップ
プレート１４は、その周囲が額縁状の金属製フレーム１５で覆われて、このフレームによ
って本体ケース２Ｃの上面部に固定されている。
【０１０６】
　前記本体２Ａの上面前部には、各種の調理条件の設定値、警報や異常情報を表示する表
示手段としての液晶表示基板を備えた等の中央表示パネル１６、同様に誘導加熱時の火力
値や火力レベル（強、中、弱など）等を表示する液晶表示基板を備えた左表示パネル１７
Ｌ及び右表示パネル１７Ｒ、左加熱口２Ｌの加熱時間や油調理時の油温度を液晶文字や複
数の発光ダイオード（発光体）などで表示する左表示部１８Ｌ、同じく右加熱口２Ｌの加
熱時間や油調理時の油温度を表示する右表示部１８Ｒ、並びに、加熱動作の開始等の操作
をするための上面操作部２６が設置されている。
【０１０７】
　前記トッププレート１４の下面に近接して前記中央表示パネル１６、右表示パネル１７
Ｒ、左表示パネル１７Ｒ、左表示部１８Ｌ及び右表示部１８Ｒがそれぞれ設置されている
。
【０１０８】
　前記中央表示パネル１６、左表示パネル１７Ｌ及び右表示パネル１７Ｒ、左表示部１８
Ｌ、右表示部１８Ｒは、図２５に示す表示部駆動回路３５によって表示動作が制御される
。
【０１０９】
　次に図２５に基づいて前記表示部駆動回路３５について説明する。なお、この図２５で
は、表示手段としては前記中央表示パネル１６だけを図示しているが、左表示パネル１７
Ｌ及び右表示パネル１７Ｒ、左表示部１８Ｌ、右表示部１８Ｒも、それぞれ中央表示パネ
ル１６と同様に制御される。
【０１１０】
　この実施の形態１において、前記中央表示パネル１６は、全ての加熱源に共通で用いら
れるものであるため、統合表示手段とも呼ばれる。全ての加熱源とは、第１、第２の加熱
口２Ｌ、２Ｒと、前記グリル調理器４のグリル庫２２内部に複数個設置した輻射式電気ヒ
ーター、例えばシーズヒーター３４Ｈである。
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【０１１１】
　前記中央表示パネル１６を構成している表示画面１２９は、周知のドットマトリックス
型液晶表示画面である。また高精細（３２０×２４０ピクセルの解像度を備えているＱＶ
ＧＡや６４０×４８０ドット、１６色の表示が可能なＶＧＡ相当）の画面を実現でき、文
字を表示する場合でも多数の文字を表示することができる。液晶表示画面は１層だけでは
なく、表示情報を増やすために上下２層以上で表示するものを使用しても良い。また、単
純マトリクス駆動方式を用いたＳＴＮ（ＳＵＰＥＲ　ＴＷＩＳＴＥＤ　ＮＥＭＡＴＩＣ）
液晶によって構成しても良い。
【０１１２】
　この実施の形態１において、表示画面１２９の表示領域は、縦（前後方向）約４０ｍｍ
（又は約８０ｍｍ）、横約１００ｍｍ（又は約１２０ｍｍ）の大きさの長方形である。
【０１１３】
　図２５において、３５は表示部駆動回路である。この表示部駆動回路は前記通電制御回
路３２と接続されている。
　表示部駆動回路３５は、表示用メモリー３５Ａ、表示コントローラー３５Ｂ、インター
フェース３５Ｃ、電源３５Ｄ、コモンドライバー３５Ｅ、およびセグメントドライバー３
５Ｆを備えている。
【０１１４】
　表示部駆動回路３５は、電源３５Ｄからの電力により動作し、インターフェース３５Ｃ
により通電制御回路３２の内蔵メモリー（図示せず）からの画像情報を取得する。
　表示用メモリー３５Ａは、通電制御回路３２から取得した画像情報を記憶する。
　表示コントローラー３５Ｂ、表示用メモリー３５Ａに記憶された画像情報を読み出し、
この画像情報に基づいて、コモンドライバー３５Ｅおよびセグメントドライバー３５Ｆを
継続的に駆動する。コモンドライバー３５Ｅおよびセグメントドライバー３５Ｆは、表示
画面１２９の各画素に対応して設けられた互いに交差する電極に電圧を印加することで液
晶を駆動する。このように、表示駆動回路３５は、表示用メモリー３５Ａに記憶された画
像情報を、必要な都度表示画面１２９に表示させる。また右表示パネル１７Ｒ、左表示パ
ネル１７Ｒ、左表示部１８Ｌ及び右表示部１８Ｒについても表示用の画像情報や発光用の
駆動電流が供給される。
【０１１５】
　表示部駆動回路３５は、通電制御回路３２を構成するマイクロコンピューターとは別の
、専用のマイクロコンピューターによって構成されているが、同じマイクロコンピュータ
ーで構成しても良い。
【０１１６】
（誘導加熱調理器２の基本動作）
　次に、本実施の形態１に係る誘導加熱調理器２の誘導加熱動作について、図２６～図２
８を参照しながら説明する。
【０１１７】
　図２６に示したフローチャートは、加熱調理器２の基本的な動作ステップを示すもので
ある。図２６において、主電源スイッチ１１の操作ボタン１１Ａを使用者がタッチして、
電源を入れる（ＳＴ１）。すると通電制御回路３２に電源が印加され、通電制御回路３２
は、温度検出回路１５０から温度情報を得て、調理器の主要な部分が異常な高温度になっ
ていないかどうかを自己チェックする（ＳＴ２）。
【０１１８】
　異常が発見されない場合、通電制御回路３２は、中央表示パネル１６等の表示手段の駆
動回路３５を起動し、中央表示パネル１６には異常がないので、調理を開始できること、
またこれと同時に、音声合成装置３８によって、中央表示パネル１６で表示した内容と同
様な内容を音声で報知する（ＳＴ３）。また、健康管理情報の内、特定の注意情報（例え
ば、最高血圧値が上限値を超えている）があるか場合には、中央表示パネル１６等の表示
手段でも良いが、図２３に示しているように、専用の注意情報ランプ４３０を点灯させて



(31) JP 2016-214080 A 2016.12.15

10

20

30

40

50

使用者へ報知する。なお、図２４ではこのランプ４３０は図示していない。
【０１１９】
　健康管理情報に前記した特定の注意データが加わった時点、すなわち、健康管理処理部
１１６から電力指令装置９に当該特定データが移された時点から一定期間内は、加熱調理
器２の主電源を入れる度に、上記のように専用の注意情報ランプ４３０を点灯させて使用
者へ報知する。例えば前日に血圧を測定し、最高血圧が上限値を超える状態であった場合
、その当日から７日間は、専用の注意情報ランプ４３０を点灯させて使用者へ注意データ
のあること報知するというように設定してあるが、この注意喚起期間は使用者が適宜長く
、あるいは短く設定できることでも良い。前記注意情報ランプ４３０は、押しボタン式の
スイッチと、そのスイッチの押しボタン部を下方から光で照らす発光ダイオード（ＬＥＤ
）等の光源とから構成されており、点灯している状態から、さらに押しボタン部が使用者
で押されると、前記中央パネル１６には、注意情報の概要が示される。例えば、被測定者
Ａで、最高血圧値が１４０ｍｍＨｇを超えた計測結果が、昨夜と一昨日の２日連続してい
ることが表示される。この表示は一定時間（例えば１０秒以内）で自動的に消え、次のス
テップＳＴ４に進む。
【０１２０】
　その後、中央表示パネル１６は、金属製鍋等の被加熱物Ｎを使用したい加熱口２Ｌ、２
Ｒの上に置くように、使用者に動作を促す文字を表示する（ＳＴ４）。
【０１２１】
　この状態で、中央表示パネル１６の表示画面には、前記した第１の表示部２１０Ａが現
れ、「電力削減対象」という文字が表示され、この加熱調理器２の運転中に後述する電力
削減要求信号を受ける可能性のある対象機器であること示す。
　ここで使用者が、左加熱口用操作部８１における、入／切ボタン８１ｃを押すと、左側
の第１の加熱口２Ｌを選択したことになる。
【０１２２】
　また右側にある入／切ボタン８２ｃを押すと、右側の第２の加熱口２Ｌを選択したこと
になる（ＳＴ６）。そこで誘導加熱のメニューを選択するステップ（ＳＴ７）に進むこと
になる。例えばその後揚げ物ボタン８１ａを押せば揚げ物調理を選択したことになり、ま
た３ｋＷボタン８１ｂを押せば、最大火力（３ｋＷ）で湯沸しを行うことができる。
【０１２３】
　一方、中央部にある入／切ボタン８３ｂを押すと、グリル調理器４を選択したことにな
る（ＳＴ５）。つまり、電気輻射熱の加熱源を利用した加熱調理を選択したことになる。
電気輻射熱の加熱源を利用した加熱調理を選択したあとは、ロースター調理、グリル調理
又はオーブン調理の何れかを選択するステップ（ＳＴ９Ａ、ＳＴ９Ｂ、ＳＴ９Ｃ）に進む
。
【０１２４】
　また、使用者が本体２Ａの前面操作部４２に設置された左加熱口操作ダイヤル１２Ｌを
回転操作させることによって、その回転操作信号が、通電制御回路３２に送信される。通
電制御回路３２は、受信した回転操作信号に基づいて、インバーター回路３３Ｌの出力を
調節し、使用している第１の加熱口２Ｌの加熱コイル２ＬＣによる誘導加熱の火力を調整
させる。その際、通電制御回路３２は、その火力の強弱を、左加熱口２Ｌ用の表示部１７
Ｌに例えば火力値をそのまま示して表示させる。
【０１２５】
　そして、使用者は、加熱調理終了後、再び入／切ボタン８１ｃを押下することによって
、誘導加熱動作を終了させることができる。入／切ボタン８３ｂを押せばグリル調理器４
の電気輻射熱による加熱動作を終了させることができる。
【０１２６】
　また、使用者によって、被加熱物Ｎが第２の加熱口２Ｒの上方に設置された場合も、同
様に、加熱口２Ｒの下部の本体ケース２Ｃ内部に設置された加熱コイル２ＲＣによって誘
導加熱を実施することができる。その際、使用者による入／切ボタン８２ｃ及び操作ダイ
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ヤル１２Ｒの操作、並びに、表示部１７Ｌの表示動作については、前述の入／切ボタン８
１ｃ及び操作ダイヤル１２Ｌの操作、並びに、前記第１の加熱口２Ｌ用の表示部１７Ｌの
表示動作と同様である
【０１２７】
　図２７に示したフローチャートは、誘導加熱調理を行う場合の基本的な動作ステップを
示すものである。図２７において、ＳＴ７は誘導加熱のメニューを選択するステップで、
図２６で説明したとおりである。
　誘導加熱調理では、最初に加熱調理メニューの選択が行われる。加熱調理メニューとし
ては前記したように例えば、「揚げ物」、「茹で」、「煮込み」、「湯沸し」などである
。ここで調理メニューの選択が行われると、後述する電力指令装置９に対して、所定の起
動情報が送信され、電力指令装置９では加熱調理器２によって誘導加熱調理が開始される
段階にあることが分かる（ＳＴ１０）。すると加熱調理器２は電力指令装置９から時間帯
別電気料金の情報を取得し(ＳＴ１１)、その情報を内部のメモリーに格納する。なお、こ
のような時間帯別電気料金は、毎日変更されるものではないので、数日置きに取得しても
良く、その数日間は内蔵メモリーに記憶した情報をその都度利用するようにしても良い。
　次に加熱調理器２は、中央表示パネル１６の表示画面に時間帯別電気料金の情報を表示
し、また後述する音声合成装置３８によって、次の操作方法が音声で報知される。具体的
には加熱調理器を使用する時間に変更がなければ、後述するスタートキー２１２を押すよ
うに音声でガイドされる（ＳＴ１２）。
【０１２８】
　次に加熱調理器２で使用時間帯に変更がなければ、その後、設定取消操作があったかど
うかのチェックが行われ（ＳＴ１５）、取消の入力操作が無ければ誘導加熱動作開始のス
テップ（ＳＴ１６）に進む。使用時間帯の変更があった場合は、電力指令装置９に対して
、新たな使用時間帯の情報が送信される（ＳＴ１４）。そしてその変更後の使用時間帯に
対応した電気料金情報が中央表示パネル１６の表示画面に表示される。なお、前記ステッ
プ（ＳＴ１０）では、例えば「茹で」調理の場合は４５分間というように、予め定めた標
準時間が電力指令装置９に送信されるが、使用者が使用開始時刻と終了時刻の両方を入力
し、例えば特定の時間帯（３０分間）に設定した場合は、前記ステップ（ＳＴ１４）で電
力指令装置９に使用予定の時間帯情報が送信される。
【０１２９】
　図２８に示したフローチャートは、誘導加熱調理を行う場合の基本的な動作ステップを
示すものである。図２８において、ＳＴ２０は誘導加熱のメニューを選択する最初のステ
ップで、図２３で説明した選択ステップＳＴ７と同じである。前記したように「茹で」や
「煮込み」などの「特定メニュー」を選択した場合は、次に中央表示パネル１６の表示画
面に時間帯別電気料金の情報が表示される（ＳＴ２２）。次に加熱開始時間又は加熱終了
時間の設定が行われ（ＳＴ２３）、火力や温度が必要な場合はそれらを設定し（ＳＴ２４
）、使用する時間帯に適用される時間帯別電気料金の情報を最終的に確認し（ＳＴ２５）
、それで良ければスタートキー２１２を押すことで調理条件の確定が行われ、誘導加熱動
作が開始される（ＳＴ２６）。
【０１３０】
　一方、図２８に示したフローチャートのように、非特定メニューを実施する場合には、
上記した時間帯別電気料金の情報が表示されないようになっており、具体的には火力や温
度が必要な場合はそれらを設定し（ＳＴ２８）、それで良ければスタートキー２１２を押
すことで調理条件の確定が行われ、誘導加熱動作が開始される（ＳＴ２９）。なお、誘導
加熱動作が開始される前に、誘導加熱の終了時間を予約しても良い。これは一般にタイマ
ー調理と呼ばれており、調理開始前にタイマーを設定（例えば１５分間）すると、誘導加
熱開始時点から上記１５分間が減算され、１５分経過時点で自動的に誘導加熱が終了する
。
【０１３１】
　図２９～図３３は、前記表示画面１２９の表示例を示したものである。
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　主電源スイッチの操作ボタン１１Ａを押した場合、最初に図２９の画面が表示される。
つまり、誘導加熱とグリル庫２２による調理メニューの選択用として、左の誘導加熱選択
キー１２８Ｎ１Ｌ、右の誘導加熱選択キー１２８Ｎ１Ｒ、グリル調理選択キー１２８Ｎ２
、オーブン調理選択キー１２８Ｎ３の各キーが一斉に（一覧状態に）表示される。オーブ
ン調理とは前記グリル庫２２内部の雰囲気温度を所定温度に高め、調理することをいう。
例えばケーキを焼くことが一例である。この後、左側の誘導加熱選択キー１２８Ｎ１Ｒを
押せば誘導加熱が、グリル調理選択キー１２８Ｎ２を押せばグリル調理のメニュー画面に
切り替わる。なお、左側の誘導加熱選択キー１２８Ｎ１Ｒを押す代わりに、左加熱口用操
作部８１の、揚げ物ボタン８１ａや３ｋＷボタン８１ｂを押しても良い。
【０１３２】
　図２９～図３３において、前記４つのキー１２８Ｎ１（Ｌ、Ｒ）、１２８Ｎ２～Ｎ３は
、使用者が指などを触れることで静電容量が変化する接触式の入力キーを採用しており、
使用者がキー表面に対応した位置の、表示画面１２９の上面を覆うガラス製トッププレー
ト２１の上面に軽く触れることで通電制御回路３２に対する有効な入力信号が発生するも
のである。図９等に示したアイコン４１１～４１３とは異なったものである。なお、キー
１２８Ｎ１Ｌと１２８Ｎ１Ｒの２つを指す場合、符号として１２８Ｎ１を用いる。
【０１３３】
　すなわち、前記各種入力キー１２８Ｎ１～１２８Ｎ３の部分（区域）を構成する前記ト
ッププレート２１表面には、キーの入力機能を示す文字や図形などが印刷や刻印等で何ら
表示されていないが、これらキーの下方の表示画面１２９には、それら入力キーの操作場
面毎に、キーの入力機能を示す文字や図形をその都度表示する構成し、その表示画面１２
９に触れた場合、その触れた位置にあるキーが選択されたことになる。
【０１３４】
　３６Ａは、メニュー選択表示部、３６Ｂは、使用者にメニューの選択を促すことを文字
で知らせる表示部である。これらメニュー選択表示部３６Ａ、表示部３６Ｂは、入力キー
機能は有していないので、これら表示部にタッチしても通電制御回路３２には何の入力も
されない。
【０１３５】
　１１１は、ヘルプモードキーであり、使用者がこれに触れると、その場面で使用者の操
作に参考になる情報が表示されるとともに、別途設けた音声合成装置３８によって、正し
い操作方法が音声で報知される。なお、何度もこのキーを押した場合、この表示画面１２
９の見方や操作方法が、模式図と文字で表示画面１２９全体に表示される。１１２は、イ
ンフォーメーション・キーであり、これにタッチした場合、その都度、使用する被加熱物
Ｎの情報や調理方法、上手に調理する注意点などを詳しく表示画面１２９に文字で表示す
る。３６Ｃは、図３３示すように、電力削減が強制的に行われたことを表示画面１２９の
上に文字で示す削減表示部である。
【０１３６】
　図２９において、２１０Ａは、加熱調理器２で非特定メニューの一種である「湯沸し」
を実行中に後述する電力削減要求信号を受ける可能性のある対象機器であること示す第１
の表示部であり、図２９の例では表示画面１２９の中に長方形の枠で、白抜き文字等によ
って「電力削減対象」と表示されているが、この表示は非特定メニューの一種である「湯
沸し」を選択した直後に表示され、「湯沸し」を選択する前は表示されていない。その後
、この「湯沸し」を実行中に、実際に電力が削減された場合には後述する第３の表示部２
１０Ｃとなり、「電力削減中」と表示しても良い。何れにしても使用者がこの第１の表示
部２１０Ａを見ることによって、この加熱調理器は電力が強制的に削減される可能性のあ
ることを知ることができる。
【０１３７】
　図３０において、２１０Ｂは、加熱調理器２で「湯沸し」の誘導加熱調理を開始する直
前の前記表示画面１２９の表示例を示したものである。段階における中に、その外部から
所定の電力削減要請信号を受けている状態を示すための第２の表示部であり、この図３０
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の例では前記表示画面１２９の中に表示された第１の表示部が消え、代わりにそれと同一
位置に「電力削減要請受信中」と白抜きの文字で表示されたものである。
【０１３８】
　図３０において、２１１Ｒは、前記表示画面１２９の上面を覆うガラス製トッププレー
ト２１に形成された入力キーであり、これを押すと図９の表示画面１２９の表示状態まで
戻る。２１１Ｎは、同じく入力キーであり、この部分にタッチすると図２８の表示状態ま
で進む。
【０１３９】
　図３１において、２１２は、前記表示画面１２９の上面を覆うガラス製トッププレート
２１の形成された入力キー（「スタートキー」とも言う）であり、これにタッチすると第
１の加熱口２Ｌにて誘導加熱調理が開始される。図３２は湯沸し動作が開始されたあとの
表示画面１２９の表示状態を示している。２１３は停止用の入力キーである。
【０１４０】
　前記各種入力キー２１１Ｒ、２１１Ｎ、２１２、２１３は、使用者が指などを触れるこ
とで静電容量が変化する接触式の入力キーを採用しており、使用者がキー表面に対応した
位置の、表示画面１２９の上面を覆うガラス製トッププレート２１の上面に軽く触れるこ
とで通電制御回路３２に対する有効な入力信号が発生するものである。すなわち、前記各
種入力キー２１１Ｒ、２１１Ｎ、２１２、２１３の部分（区域）を構成する前記トッププ
レート２１表面には、キーの入力機能を示す文字や図形などが印刷や刻印等で何ら表示さ
れていないが、これらキーの下方の表示画面１２９には、それら入力キーの操作場面毎に
、キーの入力機能を示す文字や図形をその都度表示する構成になっている。
【０１４１】
　図３３において、２１０Ｃは、加熱調理器２で「湯沸し」の誘導加熱調理メニューを実
行している運転中に、その加熱調理器２の外部から所定の電力削減要求信号を受けて実際
に電力が削減された状態であること示す第３の表示部であり、この図３３の例では前記表
示画面１２９の中に表示された第１の表示部２１０Ａ（図２９参照）又は第２の表示部２
１０Ｂ（図３０、図３１参照）が消え、代わりにそれと同一位置に「電力削減」と白抜き
の文字で表示されたものである。
【０１４２】
　図３４において、２１０Ｄは、電力削減が回避されていることを示す第４の表示部であ
り、前記第１の表示部２１０Ａが消えた後、ほぼ同じ位置に「電力優先」と白抜きの文字
で表示されるものである。使用者がこの第４の表示部２１０Ｄを見ることによって、この
加熱調理器では現在行なっている加熱調理中に電力が強制的に削減されることなく、電力
量が維持されていることを知ることができる。つまり、この加熱調理器には、後述する優
先加熱工程としての「優先調理メニューの実行時間帯」があるので、その時間帯にある場
合、「電力優先」という第４の表示部２１０Ｄが表示画面１２９の右側位置に現れる。図
３４では「茹で」の調理メニューが実施されている場合である。
【０１４３】
　図２９～図３６において、１２８Ａ２は前記表示画面１２９に表示される「湯沸し」動
作を選択するキー、１２８Ａ３は「茹で」動作を選択するキー、１２８Ｂ１は「予熱」動
作を選択するキー、１２８Ｂ３は「煮込み」動作を選択するキー、１２８Ｃ２は「揚げ物
」動作を選択するキーである。これら５つのキーは、使用者が指などを触れることで静電
容量が変化する接触式の入力キーを採用しており、表示画面１２９の上面を覆うガラス製
トッププレート２１の上面に軽く触れることで、前記通電制御回路３２に対する有効な入
力信号が発生するものである。言い換えると、前記５つのキー１２８Ａ２，１２８Ａ３、
１２８Ｂ１、１２８Ｂ３、１２８Ｃ２は、表示画面１２９の所定位置に「湯沸し」等のよ
うなキーの入力機能を示す文字の真上の前記トッププレート２１の下面に接着又は蒸着さ
れた透明電極等で入力電極が形成されている。前記５つのキーに対応した表示画面１２９
の所定位置に「湯沸し」等のようなキーの入力機能を示す文字が表示されていない場合は
、そのキーは入力機能が無効になっているので、仮に使用者がその部分に触れても入力動



(35) JP 2016-214080 A 2016.12.15

10

20

30

40

50

作は全く行えない。なお、図３３や図３４のように、加熱動作が開始されたあとも、その
選択された調理メニューの入力キー１２８Ａ２、１２８Ａ３は表示されたままになってい
るが、この時に再度これらキーに触れても、表示画面が不用意に別の画面に変化しないよ
うに通電制御回路３２で制御される。
【０１４４】
　次に、時間帯別電気料金情報と加熱調理器の使用時間帯の情報の表示例について、図３
４～図３６を参照して説明する。
　図３４において、２１５は茹で調理メニューを選択した場合に中央表示パネル１６の表
示画面１２９に現れる加熱開始時刻表示部である。この時刻は後述する時計回路２４０か
らの現在時刻を前記通電制御回路３２が読み出して表示する。２１６は茹で調理を開始す
る時間を表示する時刻表示部であり、特に使用者が変更しない限り、その時点の時刻が選
択されて表示されるようになっている。この時刻も後述する時計回路２４０からの情報に
基づいて前記通電制御回路３２が表示画面１２９に表示する。２１７は、時間帯別電気料
金区分の表示部である。この図３４の例では、適用される電気料金が中程度の時間は２３
時までという表示部２１８Ｍと、適用される電気料金が安い（低い）の時間は２３時以降
という表示部２１８Ｌと、の２つが表示されている。
【０１４５】
　三角形のマーク２１９は、現在使用開始した場合に、前記電気料金区分のどこが適用さ
れるのかを表示したものであり、この図３４の例では、現在２２時５０分であるので、２
３時からの「夜間時間」に近いが、まだ夜間時間に入っていないので、１ｋＷｈあたりの
電力量料金単価（税込）は相対的に高い（２３．１３円）が、２３時になると「朝晩時間
」が適用されて１ｋＷｈあたりの電力量料金単価（税込）は安くなる（９．１７円）こと
が、直感的に理解できる。なお、１ｋＷｈあたりの電気料金単価自体を表示しても良いが
、実際に使用している電力量が正確でないと、誤解を招くおそれがあるので、この実施の
形態１では、「高」、「中」、「低」の３段階表示にしている。
【０１４６】
　図３４において、２１１Ｒは１つ前の表示画面に戻る場合にタッチする戻りキー、２３
０は加熱時間を１分単位で遅らせる（後ろへシフトさせる）キーであり、２３１は加熱時
間を３０分単位で遅らせる（後ろへシフトさせる）キーである。
【０１４７】
　これら２つのキーも表示画面１２９を覆うガラス製トッププレート２１に形成された静
電式接触感知式の入力キーである。キーの機能を示す文字（１分シフト、３０分シフト）
は表示画面で表示される。図３４において、例えば加熱開始時刻（２２時５０分）を２３
時にしたい場合は、前記キー２３０に１０回タッチすれば良い。その次に、キー２１１Ｎ
にタッチすれば図３５に示す表示に切り替わり、調理条件を確定させて加熱動作開始した
い場合は、スタートキー２１２にタッチすれば良い。図３４の画面に戻る場合はキー２１
１Ｒに触れれば良い。
【０１４８】
　本体２Ａの上面後部には、後述するグリル調理器４のグリル庫２２内に空気を取り込む
ための吸気口２０、及び、グリル庫２２内の調理物から発生する煙等を排出するための排
気口２１が形成されている。吸気口２０は、本体１の内部空間に送風機（図示せず）で室
内空気を取り込むものであるが、その取り込まれた空気の一部は、前記誘導加熱コイル２
ＬＣ、２ＲＣの冷却用に使用され、冷却後の空気は前記排気口２１から室内へ放出される
。また、図３で示されるように、本体２Ａの内部空間には、誘導加熱調理器２の動作全般
を制御する制御装置（通電制御回路）３２が備えられている。
【０１４９】
（グリル調理器４の構成）
　次に、図２２、図２３を参照しながら、グリル調理器４の構成について説明する。
【０１５０】
　誘導加熱調理器本体２Ａの左下側内部にグリル調理器４が収容されている。このグリル
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調理器４は、少なくとも、本体２Ａの前面部の左側に開閉可能に設置されたグリル扉２８
、そのグリル扉２８で前面開口部が開閉自在に閉鎖された調理空間であるグリル庫２２、
そのグリル庫２２の底部に載置された受け皿２３、その受け皿２３の上に置かれ、上側に
魚等の被調理物２５を載置するグリル網２４によって構成されている。グリル扉２１には
、そのグリル扉を開閉するためにユーザーが手を掛けるための取っ手２９が設置されてい
る。
【０１５１】
　また、グリル庫２２と排気口２１とを連通させ、吸気口２０から取り込まれた空気を調
理物２５から発生する煙と共に、グリル庫２２から排気口２１を介して外部に排気するた
めの排気ダクト（図示せず）が、グリル庫２２の後方に接続されている。
【０１５２】
（上面操作部２６の構成）
　次に、図２３を参照しながら、上面操作部２６の構成について説明する。
【０１５３】
　図２３で示される誘導加熱調理器２の平面視において、上面操作部２６は誘導加熱調理
器２の上面の手前側に、横方向に長く帯状に配置されている。つまり前記トッププレート
１４の前方端部よりも更に手前側で額縁状の金属製フレーム１５の前方辺の直後位置に配
置されている。
【０１５４】
　この操作部８は、左側から、左加熱口２Ｌの加熱動作を操作するための左加熱口用操作
部８１、グリル加熱動作を操作するためのグリル庫用操作部８３、及び、右加熱口２Ｒの
加熱動作を操作するための右加熱口用操作部８２を備えている。この上面操作部２６に、
前記注意情報ランプ４３０が一対設けてある。
【０１５５】
　前記左加熱口用操作部８１は、揚げ物ボタン８１ａ、３ｋＷボタン８１ｂ及び入／切ボ
タン８１ｃによって構成されている。また、右加熱口用操作部８２は、揚げ物ボタン８２
ａ、３ｋＷボタン８２ｂ及び入／切ボタン８２ｃによって構成されている。そして、グリ
ル用操作部８３は、グリルメニューボタン８３ａ、スタート／停止ボタン８３ｂ、左矢印
ボタン８３ｃ、右矢印ボタン８３ｄ、時間マイナスボタン８３ｅ及び時間プラスボタン８
３ｆによって構成されている。
【０１５６】
　また、スタート／停止ボタン８３ｂには、スタート／停止ボタンＬＥＤ８４が備えられ
ている。また、左矢印ボタン８３ｃ及び右矢印ボタン８３ｄには、矢印ボタンＬＥＤ８５
が備えられている。そして、時間マイナスボタン８３ｅ及び時間プラスボタン８３ｆには
、時間ボタンＬＥＤ８６が備えられている。
【０１５７】
　上記の各ボタン及び各ＬＥＤの機能についての詳細については後述する。
　なお、図２３で示される上面操作部２６を構成する各ボタンの種類及び配置は、一例を
示すものであり、これに限定されるものではない。
【０１５８】
（誘導加熱調理器２の制御部）
　図２４において、２７は２００Ｖの商用電源ＥＰにブレーカーＢＫ介して接続された電
源線、１１は使用者によって開閉操作される主電源スイッチ、３１はこの主電源スイッチ
を介して電気エネルギーが供給される電源回路、３２はこの電源回路から所定の定圧電流
が供給されるマイクロコンピューターを中心に構成される通電制御回路である。前記マイ
クロコンピューターは、入力部と、出力部と、記憶部と、ＣＰＵ（演算制御部）の４つの
部分から構成され、その記憶部には、各種調理メニューに対応した通電制御プログラムが
予め記憶（格納）されている。
【０１５９】
　　３３Ｌは、前記左側の誘導加熱コイル２ＬＣに高周波電流を供給するためのインバー
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ター回路である。誘導加熱コイル２ＬＣは共振コンデンサー等が接続された周知の共振回
路の中に接続されている。
【０１６０】
　３３Ｒは、前記右側の誘導加熱コイル２ＲＣに高周波電流を供給するためのインバータ
ー回路である。誘導加熱コイル２ＲＣは共振コンデンサー等が接続された周知の共振回路
の中に接続されている。
【０１６１】
　そしてこれら２つのインバーター回路３３Ｌ、３３Ｒは、前記通電制御回路３２によっ
て互いに独立して駆動されるようになっている。
【０１６２】
　　３４は前記グリル調理器４のグリル庫２２内部に複数個設置した輻射式電気ヒーター
、例えばシーズヒーター３４Ｈを駆動する駆動回路である。前記シーズヒーターは例えば
グリル庫４の内部の天井付近と底面付近にそれぞれ水平に設置されており、前記グリル網
２４を上方と下方から加熱できるように構成されている。
【０１６３】
　３７は、前記グリル庫２２から排気口排気口２１に至る排気ダクト（図示せず）の入口
部又はその途中に設置された触媒（図示せず）を加熱することによって、グリル庫２２か
ら放出される煙の除去作用を促進するための触媒ヒーターであり、触媒（図示せず）を加
熱することで酸化還元作用を促進する。
【０１６４】
　３８は、電子的に作成した音声を合成する音声合成装置であり、使用者に対する操作の
案内や、異常発生時の報知などをスピーカー３９から音声でその都度報知する。
【０１６５】
　１５０は温度検出回路である。この温度検出回路は、前記誘導加熱コイル２ＬＣ、２Ｒ
Ｃによって加熱されるトッププレート１４上の被加熱物Ｎの温度や、そのトッププレート
１４の温度、グリル庫２２内部の雰囲気温度等を検知するための複数個の温度センサー（
図示せず）から温度検知情報を受け取り、温度検出結果を通電制御回路３２に送る。前記
温度センサー（図示せず）は赤外線センサーのような非接触型、あるいはサーミスタのよ
うな接触型の何れであっても良く、それらを単独で、又は組み合わせて使用している。
【０１６６】
　４１は、前記グリル庫２２の内部に高温蒸気を供給する蒸気供給装置であり、高温蒸気
によってグリル庫２２で蒸し調理ができる。４２は前記操作パネル１３に設けた前面操作
部であり、前記主電源スイッチ１１の操作ボタン１１Ａと、２つの電力調整用のダイヤル
１２Ｌ、１２Ｒとをそれぞれ有している。
【０１６７】
　２４０は、リアルタイムクロックとも呼ばれている時計回路であり、制御装置３２とは
電源（内蔵電池）から電源が駆動されている。これは例えば電波時計でも良く、常に制御
装置３２から求めがあれば、現在時刻を秒単位で知らせるものであり、この誘導加熱調理
器の製造段階で正しい日時にセットされている。従って、誘導加熱調理器の主電源を切り
、その後再度主電源を投入しても、この時計回路の時刻情報を影響受けず、常に最新の正
しい時刻を制御装置３２に伝える機能がある。
【０１６８】
　２４１は地震発生時の揺れを検知する感振機器であり、所定の震度（加速度）以上を感
知した場合、振動感知信号を前記制御装置３２に送り、制御装置３２ではその信号を受け
て地震発生と判断し、使用中の全ての加熱手段の電源を瞬時に遮断する動作を行う。なお
、この緊急遮断情報は、後述する電力指令装置９にも瞬時に発信され、運転中の他の家電
機器（特に、電気熱源を内蔵しているもの）がある場合、電力指令装置９が、それら家電
機器の電源も一斉に緊急遮断する。
【０１６９】
　次に、油調理について説明する。油調理とは天ぷら等の揚げ物調理のことである。なお
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、この揚げ物調理は、前記した特定調理メニューとして選定されていない。
　使用者は、食用油が入れられた油鍋を左加熱口２Ｌに置く。そして、使用者が上面操作
部２６に配置された入／切ボタン８１ｃを押下することによって、前述の誘導加熱動作と
同様に、油鍋の加熱動作が開始される。次に、使用者は揚げ物ボタン８１ａを所定回数押
下することによって、油鍋に入れられた油の量を通電制御回路３２にインプットし記憶さ
せる。そして、左側の電力調整ダイヤル１２Ｌを回転操作することによって、目標とする
油温度を設定する。この際、設定された油の量及び油温度は、例えば、左表示部１８Ｌに
数字で表示させるものとすればよい。そして、使用者は、油調理終了後、再び入／切ボタ
ン８１ｃを押下することによって、油調理を終了させることができる。なお、揚げ物調理
は、前記したように目標となる油温度まで自動的に温度上昇するように、通電制御回路３
２によって火力が調節されるが、これを調理メニューでは「自動揚げ物」と呼ぶ。また手
動で火力を調節しながら揚げ物を調理することもできるが、それは「手動揚げ物」という
。以下の説明では特に明示しない限り、揚げ物調理とはこの「自動揚げ物」のことを指す
。
【０１７０】
　また、使用者によって、油鍋が右加熱口２Ｒに設置された場合も、同様に、油鍋の誘導
加熱を実施することができる。その際、使用者による入／切ボタン８２ｃ、揚げ物ボタン
８２ａ及び右側の電力調整ダイヤル１２Ｒの操作、並びに、右表示部１８Ｒの表示動作に
ついては、前述の入／切ボタン８１ｃ、揚げ物ボタン８１ａ及び左側にある電力調整ダイ
ヤル１２Ｌの操作、並びに、左表示部１８Ｌの表示動作と同様である。
【０１７１】
　なお、揚げ物調理の開始時点では、中央表示パネル１６の表示画面には、前記した第１
の表示部２１０Ａが現れていて、「電力削減対象」という文字が表示されている。
【０１７２】
　次に、揚げ物調理における通電制御パターンについて説明する。なお、第１の加熱口２
Ｌの場合で以下説明するが、右側にある第２の加熱口２Ｒでも同じ制御パターンで実行さ
れる。
【０１７３】
（自動）揚げ物調理の調理メニューを使用者が選択すると、通電制御回路３２は、図４７
に示すように、予熱工程、揚げ物調理工程、火力アップ工程を順次実行する。また前記中
央表示パネル１６の表示画面には、前記した第４の表示部２１０Ｄが現れ、「電力優先」
という文字が表示される。このため、この揚げ物調理中には、後述する電力削減要求信号
を受けても電力を優先的に確保する調理器であることが使用者に認識できる。
【０１７４】
　予熱工程では、使用者が設定した目標の油温度が１８０℃である場合、予熱工程では所
定の火力値（最大１５００Ｗ）でインバーター回路３３Ｌが駆動開始され、急速に油の温
度は室温（例えば２０℃）から目標温度Ｔ１の１８０℃まで上昇する。
【０１７５】
　この温度上昇は、前記した温度検出回路１５０によってリアルタイムで監視されている
ので、目標温度Ｔ１（第１の温度）の１８０℃になったことが温度検出回路１５０によっ
て検出されると、通電制御回路３２は、誘導加熱量、つまりインバーター出力を調節して
、目標温度をそのまま維持しようとする（このような温度検出情報に基づいて、目標温度
に近づけようと高周波火力を自動的に調節する動作を以下、「温度フィードバック制御」
という）。
【０１７６】
　またこの「温度フィードバック制御」の工程に入ると、前記中央表示パネル１６の表示
画面では、前記した第１の表示部２１０Ａによる「電力削減対象」の文字が消え、代わり
に第４の表示部２１０Ｄが現れ、「電力優先」という文字が表示される。このため、表示
画面１２９を使用者が見れば、この揚げ物調理の重要な「揚げ物調理工程」は、後述する
電力削減要求信号を受けても電力を優先的に確保する動作が行われることを容易に認識で
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きる。
【０１７７】
　また音声合成装置３８を介して使用者に「油の温度が適温になりました。具材を投入し
てください」というような音声ガイドを行う。
【０１７８】
　使用者が具材、例えば冷凍されていたコロッケを油の中に入れると、その油は冷たい具
材によってその投入時点から急速に冷やされるので、図４７に示すように温度が急降下す
る。しかし、温度検出回路１５０はこのような温度降下の動きを監視しているので、直ち
にインバーター回路３３Ｌの火力を所定の火力１５００Ｗ又は１８００Ｗに上げて駆動す
るので、油の温度は再び上昇する（温度フィードバック制御）。このようにしてして再び
目標温度Ｔ１に至った段階で直ちに（または所定時間経過したら）揚げ物工程から火力ア
ップ工程に移行する。
【０１７９】
　火力アップ工程では、前記目標温度Ｔ１よりも高い第２の温度Ｔ２の２２５℃と、これ
より更に高い上限温度（第３の温度）Ｔ３の２３０℃間に油の温度が維持されるように通
電制御回路３２はインバーター回路３３Ｌを制御する。図４７に示すように火力値は９０
０Ｗ程度で間欠駆動される。この第３の温度Ｔ３になった以降の工程を「揚げ物仕上げ工
程」と呼び、揚げ物をカラッと仕上げるために重要な工程である。このような火力アップ
工程で十分な火力を投入して調理しないと、揚げ物がうまくできないことになる。なお、
揚げ物工程は所定の時間内に制限されていないので、使用者が入／切ボタン８１ｃを押下
すれば、揚げ物調理は全て終了する。
【０１８０】
　図４７に示すように（自動）揚げ物調理の調理メニューにおいて、前記揚げ物調理工程
から火力アップ工程までを「優先調理メニューの実行時間帯」と定義しており、この実行
時間帯には外部からの操作や指令によって電力の削減が行われないようにしている。つま
り、この誘導加熱調理器２の通電制御装置３２は、実行中の調理メニューが、前記「優先
調理メニューの実行時間帯」にあるかどうかを常に把握し、もしその実行時間帯にある場
合には、その旨を外部に報知する機能を有している。また、前記中央表示パネル１６の表
示画面では、第３の表示部２１０Ｃが「電力優先」という文字を表示し続け、電力を優先
的に確保する動作が通電制御回路３２によって自動的に行われることが分かる。
【０１８１】
　次に、お湯沸かし動作について説明する。この「湯沸し」のメニューも前述したように
前記特定調理メニューとして選定されていない。
　使用者は、水が入れられた鍋や、やかん等の被加熱物Ｎを左加熱口２Ｌに載置する。そ
して、使用者が上面操作部２６に設置された入／切ボタン８１ｃを押下することによって
、前述の誘導加熱動作と同様に、加熱動作が開始される。次に、使用者は３ｋＷボタン８
１ｂを所定回数押下することによって、加熱時間を設定する。この際、設定された加熱時
間は、例えば、左表示部１８Ｌに表示させるものとすればよい。そして、加熱動作開始後
、設定された加熱時間が経過した後、自動的に加熱動作が終了する。
【０１８２】
　また、使用者によって、水の入れられた鍋又はやかん等の被加熱物Ｎが右加熱口２Ｒに
置かれた場合も、同様に、誘導加熱を実施することができる。その際、使用者による入／
切ボタン８２ｃ及び３ｋＷボタン８２ｂの操作、並びに、右表示部１８Ｒの表示動作につ
いては、前述の入／切ボタン８１ｃ及び３ｋＷボタン８１ｂの操作、並びに、左表示部１
８Ｌの表示動作と同様である。
【０１８３】
（誘導加熱調理器２のグリル調理器４における加熱動作）
　次に、図２２～図２４を参照しながら、本実施の形態１に係る加熱調理器２のグリル庫
２２における加熱調理動作について説明する。
【０１８４】
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　使用者は、まず、グリル扉２８の取っ手２８Ａを掴んで手前に引っ張り、受け皿２３及
びグリル網２４をグリル庫２２内から外側に引き出す。次に、使用者は引き出したグリル
網２４の上に魚等の被調理物２５を載置する。次に、使用者は、再び、取っ手２８Ａを掴
んで本体２Ａのグリル庫２２奥側に押し込み、受け皿２３及びグリル網２４をグリル庫２
２内に引き込んで、グリル扉２８を閉める。そして、使用者は、上面操作部２６に配置さ
れたグリルメニューボタン８３ａを所定回数押下することによって「姿焼き」、「グリル
」及び「オーブン」等のグリルメニューを選択する。
【０１８５】
　次に使用者によって「姿焼き」のグリルメニューが選択された場合のグリル加熱動作に
ついて説明する。
【０１８６】
　使用者は、左矢印ボタン８３ｃ及び右矢印ボタン８３ｄを所定回数押下することによっ
て、被調理物２５の焼き色を設定する。この焼き色の設定操作信号は、通電制御回路３２
に送信され、通電制御回路３２は、その設定操作信号に基づいて、中央表示パネル１６に
その設定された焼き色を表示させる。そして、使用者は、スタート／停止ボタン８３ｂを
押下することによって、「姿焼き」メニューのグリル加熱動作が実施される。具体的には
、使用者によるスタート／停止ボタン８３ｂの押下操作信号が、通電制御回路３２に送信
され、通電制御回路３２は、その押下操作信号を受信すると、先程受信した焼き色の設定
操作信号に基づいて、被調理物２５の調理時間を計算する。次に、通電制御回路３２は、
ヒーター駆動回路３４（図２４参照）に対し、グリル庫２２内に設置されたヒーター３４
Ｈに通電させ、そのヒーターによって、設定された焼き色となるように被調理物２５を加
熱させる。そして、通電制御回路３２は、加熱動作を開始してから、計算した調理時間経
過後に、加熱動作を終了させる。
【０１８７】
　次に、使用者によって「グリル」のグリルメニューが選択された場合のグリル加熱動作
について説明する。
【０１８８】
　使用者は、左矢印ボタン８３ｃ及び右矢印ボタン８３ｄを所定回数押下することによっ
て、被調理物２５に対する加熱動作の火力を設定する。この火力の設定操作信号は、通電
制御回路３２に送信され、通電制御回路３２は、その設定操作信号に基づいて、中央表示
パネル１６にその設定された火力を表示させる。
【０１８９】
　次に、使用者は、時間マイナスボタン８３ｅ及び時間プラスボタン８３ｆを所定回数押
下することによって、調理物２５に対する加熱時間を設定する。この加熱時間の設定操作
信号は、通電制御回路３２に送信され、通電制御回路３２は、その設定操作信号に基づい
て、中央表示パネル１６にその設定された加熱時間を表示させる。そして、使用者は、ス
タート／停止ボタン８３ｂを押下することによって、「グリル」メニューのグリル加熱動
作が実施される。具体的には、ユーザーによるスタート／停止ボタン８３ｂの押下操作信
号が、通電制御回路３２に送信され、通電制御回路３２は、その押下操作信号を受信する
と、ヒーター駆動回路３４に対し、グリル庫２２内に設置されたヒーター３４Ｈに通電さ
せ、そのヒーターによって被調理物２５を加熱させる。そして、通電制御回路３２は、加
熱動作を開始してから、設定された加熱時間経過後に、加熱動作を終了させる。
【０１９０】
　次に、使用者によって「オーブン」のグリルメニューが選択された場合のグリル加熱動
作について説明する。
【０１９１】
　使用者は、左矢印ボタン８３ｃ及び右矢印ボタン８３ｄを所定回数押下することによっ
て、調理物２５に対する加熱動作の加熱温度を設定する。この加熱温度の設定操作信号は
、通電制御回路３２に送信され、通電制御回路３２は、その設定操作信号に基づいて、中
央表示パネル１６にその設定された加熱温度を表示させる。
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【０１９２】
　次に、使用者は、時間マイナスボタン８３ｅ及び時間プラスボタン８３ｆを所定回数押
下することによって、被調理物２５に対する加熱時間を設定する。この加熱時間の設定操
作信号は、通電制御回路３２に送信され、通電制御回路３２は、その設定操作信号に基づ
いて、中央表示パネル１６にその設定された加熱時間を表示させる。そして、使用者は、
スタート／停止ボタン８３ｂを押下することによって、「オーブン」メニューのグリル加
熱動作が実施される。具体的には、使用者によるスタート／停止ボタン８３ｂの押下操作
信号が、通電制御回路３２に送信され、通電制御回路３２は、その押下操作信号を受信す
ると、ヒーター駆動回路３４に対し、グリル庫２２内に設置されたヒーター３４Ｈに通電
させ、設定された加熱温度の下に、ヒーター３４Ｈによって被調理物２５を加熱させる。
そして、通電制御回路３２は、加熱動作を開始してから、設定された加熱時間経過後に、
加熱動作を終了させる。なお、この「オーブン」のグリルメニューでは、前記グリル庫２
２の内部雰囲気温度が使用者の設定した加熱温度になるように通電制御回路３２はヒータ
ー３４Ｈの火力を自動的に制御する（温度フィードバック制御）。
【０１９３】
（炊飯器３２構成）
　この実施の形態１における炊飯器３は、図２１、図２２、図３７、図３８、図３９に示
すように、箱型の炊飯器本体ケース４１と、蓋体４２と、蒸気処理装置５０から構成され
ている。その蓋体４２又は前記本体ケース４１の表面には、使用者が操作する操作部４３
があり、その操作部には、炊飯開始ボタン４４を有しており、周知のように炊飯開始ボタ
ン４４が押されると自動的に炊飯をスタートし、吸水工程を経て沸騰工程で一気に炊き上
げ、ご飯を炊ける調理器である。なお、炊飯後は一定の時間（例えば７時間）は保温ヒー
ター（図示せず）によってご飯は所定の温度（例えば７０℃）を維持するように保温され
る。炊飯器３は、使用者が自由に持ち運びできるので、システムキッチン１以外の場所で
使用することも可能である。
【０１９４】
　前記炊飯器３の本体ケース４１は平面形状が縦長の長方形又は正方形を有している。本
体ケース４１の内部には、上面が開口した平面形状円形の磁性金属製内釜４０と、この内
釜の上面開口を開閉自在に閉塞するよう前記本体ケース４１の後部の一側縁部にヒンジ機
構で支持された前記蓋体４２と、前記内釜４０を加熱する加熱手段４５を備えている。こ
の加熱手段は、誘導加熱方式のヒーターが用いられ、線径が数十ミクロン程度の細い銅線
を多数束ねて撚り線構造にし、円板（環状）形状にした誘導加熱コイルが実際の加熱体と
なる。この加熱コイルは前記内釜４０の外側底面に広い範囲で密着又は微小間隙を置いて
対面するように設置されている。
【０１９５】
　前記蓋体４２の内側には、その蓋体４２を閉塞した時、内釜４０の上面と蓋体４２の間
から蒸気が外部に漏れなくする為の環状のゴム製蓋シール材を具備した良熱伝導性金属か
らなる円形内蓋４６が着脱自在に固定されている。この内蓋４６の一部には、内釜４０で
発生した蒸気を外部に排出するための蒸気発生口４７が形成されている。
【０１９６】
　前記蓋体４２には、その上面に臨むように液晶表示部４９（図３８～図４０参照）が収
納されている。この液晶表示部の表示画面には、炊飯開始前の各種条件設定情報や、実行
されている炊飯工程の情報などが視覚的に認識できるよう、文字や記号、イラストなどで
表示される。また加熱手段４５の動作状態や炊飯に参考となる関連情報（異常使用を注意
する目的や異常運転状態の発生を知らせる目的のものを含む）も前記液晶表示部４９の表
示画面にて適宜表示される。
【０１９７】
　図３８において、５４Ａは、後述する「炊飯工程」の中の「強火」工程を実行している
状態であることを表示する第６の表示部であり、文字で「沸騰中」と表示される。５４Ｃ
は第７の表示部であり、前記した第４の表示部２１０Ｄと同様に、不用意な電力削減は問
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題があるので、電力を優先的に確保する（炊飯工程の強火加熱）工程に入っていることを
示すためである。なお、誘導加熱調理器２の第１の表示部２１０Ａと同様なお、電力が削
減される可能性のあることを示す第５の表示部５４Ｂ（図示せず），また同じく第３の表
示部２１０Ｃと同様に、電力が削減されたことを示す第８の表示部５４Ｄ（図示せず）が
液晶表示部４９に表示される場合もある。
【０１９８】
　５５は、図３８に示すように炊飯器の操作部であり、炊飯動作を開始したり予約を確定
したりする「炊飯開始ボタン」４４、炊き上がった米飯を一定の所定の温度で保温するモ
ードを開始する「保温キー」５５Ｂ、通常の炊飯やおかゆや炊き込みご飯などの各種炊飯
メニューの選択を行う「メニューキー」５５Ｃ、白米や玄米など炊飯するお米の種類を選
択して入力する「お米キー」５５Ｄ、炊飯器１の状態と次に必要な操作を音声にて報知し
たり報知する音量を調整したり音声モードの入り切りを行う「音声ナビゲージョン用キー
」５５Ｅ、予約炊飯機能の設定を行う「予約キー」５５Ｆ、各種入力操作やモードを取り
消し又は切る「切／取消キー」５５Ｇ、炊き方（炊き加減）の「ふつう」、「かため」、
通常炊飯とは異なる「おかゆ」をそれぞれ選択できる「炊き方キー」５５Ｈを、それぞれ
備えている。これら各キーは、使用者が押すことによって内蔵された電気接点が閉じられ
、入力信号が発生するような機械的スイッチ又は前記した誘導加熱調理器の静電容量式の
タッチ式スイッチの何れでも良く、また組合せて使用しても良い。
【０１９９】
　５６は、一度押すことによって消費電力を所定量だけ減らすことができる節電スイッチ
である。例えば、予熱工程でこの節電スイッチを押すと、最初の数分間だけ消費電力が減
らせるが、その分予熱工程の所要時間が長くなるので、液晶表示部４９の表示画面にはそ
の旨注意事項が表示され、また前記音声ガイド（ナビゲージョン）用キー５５Ｅをその都
度押さなくても「節電モードを選択しました。予熱工程の時間が数分間延びます」という
ような案内を行なわれる。
【０２００】
　４８は、一端が前記蒸気発生口４７に接続され、終端部に蒸気排出口５３が形成された
蒸気ダクトであり、蓋体４２の中を貫通するように設置されている。
【０２０１】
　前記蒸気処理装置５０は、蒸気発生口４７から排出される蒸気を復水する処理を行うた
めの水が貯蔵できる上面が開口した水タンク（図示せず）と、その水タンクの上面開口部
を開閉自在に覆うタンク蓋５１とを有している。
【０２０２】
　５２は、前記タンク蓋５１に、前記蒸気排出口５３に対応する位置に設けた蒸気導入口
である。この導入口の下方には、その導入口に連通した連通管（後述する）を設けている
。前記蓋体４２を閉じた状態では、前記内蓋４６によって内釜４０の上面開口部が密閉さ
れるとともに、前記蒸気導入口５２が前記蒸気排出口４９に密着状態に接触する。
【０２０３】
　前記連通管（図示せず）は、前記タンク蓋５１の下面に上端部が固定され、水タンク（
図示せず）の中の水中に大部分が没するように垂直に設置されている。その連通管の下端
は、水タンクの中に溜めた水の水面から一定深さ（Ｈ）位置に位置するように、その垂直
方向の長さと水タンクの大きさ（高さ）との関係が考慮されている。これにより前記連通
管の下端開口から放出された蒸気が、水タンク内の水に十分に接触させ、水に戻るように
している。
【０２０４】
　従って、前記一定の深さ位置（Ｈ）は、最大火力で加熱手段４５が通電された場合でも
、蒸気発生口４７から発生する蒸気の全てを復水できるように設定されており、高温の蒸
気が前記連通管の下端開口から水中に出た段階で、蒸気気泡が水中を吹き上がる速さと、
蒸気が冷えて水に戻る速さとから決定される。ここでいう「蒸気」とは、後述する「炊飯
工程」と「むらし工程」において内釜４０内部で発生し、連通管に導かれる蒸気のことを
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いうが、この実施の形態では、「吸水工程」～「保温工程」までの蒸気は全て回収可能で
ある。なお、保温工程とは、この実施の形態では、「むらし工程」の終了後７時間までを
いうが、この時間の長短は適宜変更可能である。
【０２０５】
　なお、前記蓋体４２を閉じた状態では、前記蒸気ダクト４８の末端部にある蒸気排出口
４９のシール材が、前記タンク蓋５１の蒸気導入口５２に密着状態に接触し、蓋体４２の
内部を通過する高温の蒸気が途中で外部に連通することなく水タンク（図示せず）の連通
管の内部まで確実に連通するようにしている。
【０２０６】
　予約炊飯機能の設定を行う前記予約キー５５Ｆを押した場合は、図３９に示すように予
約設定用の操作部に変化する。
すなわち、２５０，２５１は、図３９に示すように予約炊飯の時に蓋体４２の上面で、前
記液晶表示部４９の左隣に表示される一対の時間設定キーであり、静電式タッチスイッチ
である。このスイッチは入力機能が有効である場合に、その下方に設けた発光ダイオード
の光でキーの輪郭部と三角図形が浮かび上がって目視できるようになっている。一方のキ
ー２５０は時間を遅らせるもので、他方のキー２５１は時間を遡らせるためのものである
。
【０２０７】
　三角形のマーク２１９は、図３４、図３５に示したものと同様に、現在使用開始した場
合に、前記電気料金区分のどこが適用されるのかを表示したものである。この近傍には「
現在」という文字が一緒に（液晶表示部４９の画面に）表示される。また２５３は、前記
マーク２１９を基点として所定時間後の位置に表示される炊飯完了時刻表示マークであり
、その近傍には「炊飯完了」という文字が液晶表示部４９の画面に表示される。現在時点
のマーク２１９で炊飯を開始すると、炊飯完了時刻表示マーク２５３は約４０分後の位置
に表示される。但し、これは３合のお米を炊いた場合であり、炊飯量の大小によって時間
は変化する。２５４は電気料金区分が変化する境界の時刻表示である。つまり１７時から
２３時までは前記したように「朝晩時間」の料金が適用され、２３時を過ぎると翌朝７時
までは「夜間時間」の料金になり、「低料金」になることが、この時刻表示と表示部２１
８Ｍとによって使用者には容易に理解できる。
【０２０８】
　前記一対の時間設定キー２５０，２５１の内、例えば一方のキー２５０にタッチすると
、炊飯開始時刻を３０分単位で遅らせることができ、それに伴って前記マーク２５３は図
３９に示すように右側へ移動する。２５３Ａはそのマークの位置に応じた時刻表示である
。例えば現在午後１０時（２２時）の時刻表示２５３Ａが出ている状態から、キー２５０
を何回かタッチすると、３０分ずつ炊飯完了時間を３０分ずつ遅らせることができ、午前
６時という時刻表示が出るところまで移動させれば、炊飯開始時刻は明らかではないもの
の、使用者が求める時刻（午前６時）までに炊飯を終えるような予約ができる。なお、５
５Ｋは予約を確定させるキーであり、前記予約キー５５Ｆと同じ位置に入力機能が「予約
確定」に切り替えられて形成される。予約確定後はこのキー５５Ｋは炊飯完了までの間、
ずっと継続して光った状態になる（下方に設置した発光ダイオードの光で照らされるため
）。
【０２０９】
　次に炊飯器３の制御手段６０について図４１を中心に説明する。
　制御手段６０は、電源部６１と制御部６２とから構成されている。制御部６２は１つ又
は複数のマイクロコンピューターを中心に構成されている。マイクロコンピューターは、
入力部と、出力部と、記憶部と、ＣＰＵ（演算制御部）の４つの部分から構成され、前記
電源部６２を介して直流電源が供給され、加熱手段４５と液晶表示部４９とを制御する中
心的な役目を果たすものである。
【０２１０】
　前記制御部６２には、加熱手段４５の動作条件として内釜４０底面の温度と米飯の温度
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との相関テーブル、各炊飯メニュー（白米、無洗米の選択、炊き加減の「ふつう」、「か
ため」、通常炊飯とは異なる「おかゆ」）、がそれぞれ記憶されている。さらに炊飯を行
う工程として「予熱工程」、「炊飯工程」、「むらし工程」及び「保温工程」という４つ
の工程を順次実行するような制御プログラムが記憶されている。なお、ここでいう「動作
条件」の一つとして通電条件があり、この通電条件とは、加熱手段４５の電気的、物理的
な条件を言い、加熱手段４５の通電時間、通電量、通電パターン（連続通電、断続通電、
通電率等）等を総称したものである。
【０２１１】
　図４１において、温度検知手段６３は、圧縮バネ等により内釜４０の底面に下方から圧
接され、内釜４０底面の温度を検知しその検知信号を出力するもので、サーミスタ式温度
センサーを使用している。４３は前記本体１の蓋体３上面前方部に設けた操作手段で、蓋
体４２の表面に形成された複数個の前記押圧式のキー５５Ｄ、５５Ｈ等を操作することに
より、加熱手段４５の動作条件を設定することができる。また前記した操作部４３（図３
８の操作部５５）は、液晶表示部４９の手前に配置されている。前記炊飯開始ボタン４４
は、その液晶表示部４９の斜め右前方位置に設けてある（図３８参照）。
【０２１２】
　図４１において、６５はタイマー等で構成される計時手段（時計回路）で、これが出力
する計時信号が前記制御部６２に入力されるとともに、前記液晶表示部４９に対して現在
時刻や設置時刻情報が出力されるので、それら時刻が液晶表示部４９の表示画面上に表示
される。なお、この計時手段は、炊飯器の電源コードを引き抜いても、炊飯器に内蔵され
た電池によって長期間稼動するようになっている。なお稼動時に電波時計のように外部か
らの時刻情報を得て、現在時刻にズレが無いように自己修正する機能を持たせても良い。
【０２１３】
　図４１において、６６は前記水タンクの中に貯められた水の量を水位で検知する水位セ
ンサーで、水タンクの水を光や重量その他の物理条件で把握するものであり、本体ケース
４１の前方部の水タンクと対向する部分に設けるか、または水タンクが乗せられる底板６
７の前方部上面に設置してある。
【０２１４】
　図４１において、６８は前記水タンクの中に貯められた水の温度を検知する水温センサ
ーで、水タンクの側壁を介して水温を検知するように、本体ケース４１の前方部の水タン
クと対向する部分に設けるか、または図３７に示すように水タンクが乗せられる底板６７
の前方部上面に設置してある。
【０２１５】
　次に、炊飯器３の炊飯動作について説明する。
　この実施の形態１の炊飯器は、図４８に示すように、予熱工程、炊飯工程、むらし工程
及び保温工程という４つの工程を順次実行するように前記制御部６２に制御プログラムを
持っている。
【０２１６】
　まず、本体ケース４１から取り外した水タンクのタンク蓋５１を取外し、水タンクの中
に外部から水を入れる。そして、内釜４０内に米と水を規定量入れ、本体ケース４１の蓋
体３上面にある炊飯開始ボタン４４を押圧して炊飯を開始する。これにより、加熱手段４
５が加熱され炊飯を行う。この最初の段階では、まだ吸水工程であるので、電力が削減さ
れる可能性のあることを示す第５の表示部５４Ｂ（図示せず）が液晶表示部４９に表示さ
れている。これによりこの炊飯器を使用する最初の段階で外部からの指令によって電力削
減動作が行われる電気機器であることが使用者には分かる。
【０２１７】
　図４８において、予熱工程Ｈ１において加熱手段４５は最初強火力となるよう連続通電
パターンで通電が開始されるが、内釜４０内部の温度が所定の温度（５５℃）に達したこ
とを温度検知手段６３が検知すると、この情報が制御部６２に入力され、５５℃を維持す
るように通電量が抑制され、また通電が間欠的になるので、ほぼ蒸気は発生せず、水タン
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クにおける蒸気処理（復水処理）も行われていない。この５５℃維持の状態を一定時間以
上続ける。５５℃になった時点からの経過時間を計時手段６５が計測し、この計時信号が
前記制御部６２に入力されて予熱工程の終了時間が制御される。
【０２１８】
　次に、炊飯工程Ｈ２に入ると、最初の強火工程Ｈ２Ａでは、加熱手段４５の火力が強く
なり徐々に内釜４０内の水温が上昇し内釜４０内の水が沸騰に達する。沸騰が激しくなり
蒸気量が増すと、内釜４０の中は大気圧よりも圧力が上昇し、内釜４０内で発生した蒸気
は、その圧力により押出されて蒸気発生口４７から蓋体４２の内部の蒸気ダクト４８で構
成された密閉空間に入る。その後蒸気ダクト４８から蒸気処理装置となる水タンクへ蒸気
が噴出する。つまり炊飯工程Ｈ２は、最大火力、例えば１３００Ｗで加熱される強火工程
Ｈ２Ａと、その後の、弱火工程Ｈ２Ｂの２つから構成されている。
【０２１９】
　前記炊飯工程に入ると、第５の表示部５４Ｂ（図示せず）が液晶表示部４９から消え、
代わりに第７の表示部５４Ｃが液晶表示部４９に表示される。これにより電力が優先的に
確保されて炊飯動作が行われていることが使用者には分かる。なお、音声ガイド（ナビゲ
ージョン）手段によって同じ趣旨を音声で報知しても良い。また前記第５の表示部５４Ｂ
（図示せず）、第６の表示部５４Ａ、第７の表示部５４Ｃ、あるいは電力削減要請を受け
ていることを示す第９の表示部５４Ｅ（図示せず）を、例えば前記液晶表示部４９の周囲
近傍位置に「発光するボタン」のような表示物で表示し、液晶表示部４９の中には表示し
ないようにしても良い。
【０２２０】
　そして、蒸気処理装置となる水タンク内に流れ込んだ蒸気は、連通管（図示せず）の下
端開口から水中へと噴出し、そこで水タンクの中の水と接触して熱を水に奪われ結露して
水に戻る。
【０２２１】
　このようにして、蒸気が処理されることにより、内釜４０から発生した蒸気が外部に漏
れるのを防止し、炊飯時の蒸気が直接室内空間に放出され、不快な湿気の増加を防ぐこと
が可能となる。
【０２２２】
　そして、炊飯工程の途中の時点（これは沸騰状態に至った時点からの経過時間を前記制
御部６２が見ていることで実現している）からは加熱手段４５の火力は弱火工程Ｈ２Ｂに
なり、終わりになると水蒸気化して放出されてしまっている内釜４０内部にあった水分が
少なくなり、内釜４０内部温度はそれまで１００度強であった状態から１３０℃程度まで
急上昇する。するとこのような急激な温度上昇を前記温度検知手段６３が検知し、制御部
６２に温度検知情報を入力するから制御部６２は炊飯完了と判断する。
【０２２３】
　また前記弱火工程Ｈ２Ｂに入った時点で、液晶表示部４９に表示されていた第７の表示
部５４Ｃは消える。なお、この弱火工程や前記予熱工程で、電力指令装置９から電力削減
要請信号を受けた場合は、そのことを表示するための第９の表示部５４Ｅ（図示せず）が
前記液晶表示部４９に表示される。
【０２２４】
　するとこの段階からむらし工程Ｈ３に入り、炊飯が進行していくと、時間の経過に伴い
蒸気発生量が徐々に少なくなり、炊飯が終了すると、内釜４０内が冷えて圧力が低下する
。なお、これにより、蒸気ダクト４８内部の圧力が低下するが、タンク蓋５１の下方にあ
って、水タンク（図示せず）の中の水中に大部分が没している連通管（図示せず）の上部
には、逆止弁（図示せず）があるので、その逆止弁から外部の空気が吸い込まれ、内釜４
０内の圧力は元の大気圧に近い状態まで戻るので、水タンク内の水が蓋体４０側に吸い上
げられて蓋体４２の側に流れるという事態を防止できる。
【０２２５】
　なお、炊飯中に発生する蒸気量は、米の種類（白米、無洗米等）、炊き方（かたさ、粘
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り）、メニュー（通常の炊飯や、おかゆ）等の組合せにより異なるが、いずれの場合にお
いても、確実にその調理メニューを終了するまでの過程で蒸気処理を行い、炊飯完了後の
水タンク内の水温も、やけどしない温度、例えば５５℃以下となるように、水タンク内の
水容量は設定されている。
【０２２６】
　炊飯完了後は保温工程Ｈ４に移行し、前記加熱手段４５とは別に設けた保温ヒーター（
図示せず）によって内釜４０の温度は所定温度、例えば７０℃に維持される。
【０２２７】
　前記したように、蒸気は炊飯工程Ｈ２とむらし工程Ｈ３で主に発生するので、本発明の
実施の形態１では、これら工程における放出される蒸気量を計算や実験等で確かめ、また
水タンクの水量と水位を設定した。仮に十分な水量があっても、水中の浅い位置で蒸気を
水中に噴出させると、十分に蒸気と水とが接触できない状態のまま蒸気が泡状のまま上昇
して水面から大気に放出されてしまうということが分かった。そこで、この実施の形態１
では水位センサー６６により、炊飯工程の最初の吸水工程開始前に前記制御部６２は水位
センサー６６の検知情報から水タンク内部の水量が十分であるかどうかの判定を行ってい
る。
【０２２８】
　さらに、前記タンクに貯められた水の温度を検知する水温センサー６８を有しているか
ら、当該水温センサーの出力により前記制御部６２は水タンク内の水の温度が所定温度よ
りも高いかどうかを判断できる。もし異常に高い場合には、前記制御部６２は加熱手段４
５に通電開始の動作を実行しないので、予熱工程さえ実行しない。
【０２２９】
　さらに一旦炊飯工程に入ってしまった後では、炊飯完了時まで前記水タンクの水温が所
定の温度範囲になるように設定されているが、何らかの原因（例えば調理器の設置空間の
室温が急激に上昇した場合）で前記水タンクの水温が所定温度よりも高くなってしまった
場合でも、それを水温センサーが検知できるようになっており、そのような場合には、前
記制御部６２は加熱手段４５の通電条件を変え、実質的な火力を弱める動作を実行するよ
うに前記制御部６２の制御プログラムは設定されている。但し、この火力抑制の程度は本
来の炊飯動作、炊き上がりに支障が出ない範囲で行われる。また火力を弱める手段として
供給電力量自体を減らすことや通電率を下げることなど適当な手段を用いれば良い。なお
、この実施の形態１では、炊飯開始時に水温３５℃以下の場合は炊飯動作開始され、３５
℃超の場合は炊飯操作に入らないようになっている。これは炊飯終了時に水タンクの水温
の温度が異常高温領域にならないように考慮したものである。
【０２３０】
　前記炊飯器で、炊飯性能に最も大きな影響を与えるのは、炊飯工程Ｈ２の最初の強火工
程Ｈ２Ａである。そこでこの炊飯器３では、制御部６２は、この強火工程Ｈ２Ａを「優先
調理メニューの実行時間帯」に指定している。つまり実行中の調理メニューが、この「優
先調理メニューの実行時間帯」にあるかどうかを常に把握し、もしその実行時間帯にある
場合には、その旨を使用電力制御手段８Ｂを通じて電力指令装置９に報知する機能を有し
ている。これによって不用意に電力削減が行われることを防止している。またこの強火工
程Ｈ２Ａに入ると、第７の表示部５４Ｃが液晶表示部４９に表示され、電力が優先的に確
保されて炊飯動作が行われていることが使用者には分かる
【０２３１】
（電子レンジ５）
　前記電気ヒーター付きの電子レンジ５は、例えば２４５０メガヘルツの周波数の電波が
導入される金属製加熱室（図示せず）と、この加熱室を収容した電子レンジ本体ケース（
図示せず）と、前記加熱室の取り出し口を開閉自在に密閉するドア７０とから構成されて
いる。７０Ａはドア７０の取っ手である（図２１参照）。
【０２３２】
　前記電子レンジ５の本体ケースの右部前面には、使用者が操作する操作部７１があり、
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その操作部には電源スイッチ７２と、スタートボタン７３と、加熱時間設定用のダイヤル
（タイマー設定用）７４とを有しており、ダイヤル７４で加熱時間を設定し、スタートボ
タン７３を押すと、設定されたパワーを設定時間出力して調理を完了する調理器である。
なお、加熱室内に置いた被加熱物の温度を赤外線センサーなどの感熱素子（図示せず）で
検知し、被加熱物の温度が目標の温度まで上昇したら電波の発振源の駆動を自動的に停止
するように構成したものでも良い。
【０２３３】
　（食器洗い乾燥機６）
　本発明の実施の形態１に係る食器洗い乾燥機の基本構成について説明する。
【０２３４】
　図４２において、食器洗い乾燥機６は、外郭を形成する本体１６０と、この本体内部に
収納される洗浄部１６１から構成されている。
【０２３５】
　本体１６０は箱形状であり、前面には前面開口部１６０Ａが形成されており、内部から
外側にかけて、洗浄部３に洗浄水となる水道水を給水する本体側給水管１６２と、洗浄部
３の洗浄水を排水する本体側排水管１６３が設けられている。
【０２３６】
　この本体側給水管１６２の本体内部側に位置する端部には、接続部１６２Ａが設けられ
、本体外側に位置する端部は上水道管と接続される。また、この接続部１６２Ａの上流側
には、洗浄部１６１に流入する水道水の流れをコントロールする為の給水弁１６２Ｂが設
けられる。
【０２３７】
　本体側排水管１６３の本体内部側に位置する端部には、接続部１６３Ａが設けられ、本
体外側に位置する端部には排水管１６３が接続されている。なお、本体側給水管１６２及
び本体側排水管１６３は、後述する洗浄部１６１の前後の動きに追従できるように、形状
が柔軟に変化できるホース等が用いられている。
【０２３８】
　本体１６０の内部両側面１６０Ｃの対向する位置に、それぞれ前後方向に長手方向を向
けて第１のレール１６４がネジ止め等により固定されている。
【０２３９】
　また、本体２の底部１６０Ｂの前面開口部１６０Ａ側近傍には、ストッパー１６５がネ
ジ止め等により固定されている。
【０２４０】
　このストッパー１６５は、本体１６０の後部側の面が底部１６０Ｂと略垂直であり、前
側は前面開口部１６０Ａ側に向かって傾斜する斜面が形成されている。
【０２４１】
　洗浄部１６１は、洗浄槽１６６と、洗浄槽４の前面に一体的に取付けられる前扉１６７
と、洗浄槽１６６の外側に取付けられ、後述する各種機能部品の外側を被うカバー１６８
から構成されている。
【０２４２】
　この前扉１６７の前面には、使用者が洗浄部１６１を本体１６０から引き出すときに手
をかける取っ手１６７Ｃや、食器洗い乾燥機６の各種操作を行う操作部１６８が備えられ
ている。
【０２４３】
　洗浄槽１６６は、上方に食器を収納する為の開口部１６６Ａが形成された上面全体が開
放された箱状であり、食器洗浄中は本体１６０の内部に収納され、本体１６０から前面に
引き出すことにより、開口部１６６Ａから食器等を出し入れ可能に構成されている。
【０２４４】
　この洗浄槽１６６の内部１６６ｂには、洗浄水を噴射・循環させる回転ノズル１６９と
、洗浄水を加熱するためのヒーター１７０と、洗浄する食器類を所定の位置に並べる食器



(48) JP 2016-214080 A 2016.12.15

10

20

30

40

50

かご１７１が設けられている。
【０２４５】
　洗浄槽１６６と前扉１６７の間には、制御部１７２と水位検知装置１７３が設けられて
いる。
【０２４６】
　この制御部１７２は、操作部１６８からのユーザーの指示や各検知装置からの信号によ
り、後述する洗浄ポンプ１７４や排出ポンプ１７５、電動送風部１７６、前記ヒーター１
７０、前記給水弁１６２Ｂ等の制御を行う。
【０２４７】
　また、水位検知装置１７３は、洗浄槽１６６内部の洗浄水の水位を検出し、検出情報を
制御部１７２に送っている。前記操作部１６８には、食器洗い乾燥機の基本的な運転モー
ドを選択する運転モード選択キー１９０と、その選択キーによる選択結果を表示する表示
部１９１と、運転の開始と停止を指令する運転スイッチ１９２が、それぞれ配置されてい
る。前記運転モードとは、「洗浄モード」、「すすぎモード」、「乾燥モード」の動作を
指定するものである。これら各種運転モードは、前記制御部１７２に格納された半導体記
憶素子の中の運転プログラムによって実行されるようになっている。
【０２４８】
　洗浄槽１６６の後部には、給水口１６６Ｃと送風口１６６Ｄが開口している。
　給水口１６６Ｃには、洗浄部側給水管１７７が接続されている。そして、洗浄部側給水
管１７７の端部には、本体側給水管１６２の接続部１６２Ａと着脱自在に接続可能な接続
部１７７Ａが設けられている。
【０２４９】
　送風口１６６Ｄには、食器等の被洗浄物を乾燥させる「乾燥モード」のための空気を送
る前記電動送風部１７６が接続されている。この電動送風部１７６は、空気を流す為の送
風ファン１７６Ａと、流れてきた空気を暖めるヒーター１７６Ｂと、送風ファンの回転駆
動源となるモーター１７６Ｍとを有する。前記ヒーター１７６Ｂは前記「乾燥モード」時
に通電される。
【０２５０】
　洗浄槽１６６の下部には、前記洗浄ポンプ１７４と排水ポンプ１７５が設けられ、更に
この洗浄ポンプと排水ポンプを被うカバー１６８が取付けられている。
【０２５１】
　この洗浄ポンプ１７４は、「洗浄モード」と時において、洗浄槽内部から洗浄水を取り
込み、回転ノズル１６９に所定の圧力で送り込むことにより、回転ノズル１６９の回転力
付与と洗浄水の循環を行っている。「すすぎモード」時にも同様に洗浄ポンプ１７４は運
転され、洗剤の含まれていない清浄な湯や水を回転ノズル１６９から噴射する。
【０２５２】
　また、排水ポンプ１７５は、洗浄部側排水管１８０と接続することで、洗浄槽内部から
洗浄水を吸い上げ、食器洗い乾燥機６の外部に洗浄した後の汚れた水を排水する。そして
、洗浄部側排水管１８０の端部には、本体側排水管１６３の接続部１６３Ｂと着脱自在に
接続可能な接続部１８０Ａが取付けられている。
【０２５３】
　なお、この食器洗い乾燥機６の定格最大消費電力は９００Ｗ～１０００Ｗ程度であり、
その内訳として、前記洗浄ポンプが１００Ｗ、洗浄液を加熱するヒーター１７０が８００
Ｗ、乾燥用のヒーター１７６Ｂが２００Ｗ、送風ファン１７６Ａが１０Ｗである。これら
部品が全て同時に通電される訳ではないので、前記した定格最大消費電力の範囲に収まっ
ている。
【０２５４】
　次に、洗浄槽１６６の下面１６６Ｅと対向するカバー１６８の底部１６８Ａの後側には
、開口部１６８Ｂが形成されている。
【０２５５】
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　この開口部１６８Ｂを臨む位置には、可動係止部１８１が設けられている。可動係止部
１８１は、底部１６８Ａに固定される基部１８２（図示せず）と、この基部に設けられた
軸１８３（図示せず）と、この軸に回動自在に軸支された係止部１８４（図示せず）と、
この係止部を一方向に付勢するように弾性支持する弾性部材１８５からなる。この弾性部
材１８５は、例えば、ヒンジバネなどである。
【０２５６】
　前記係止部１８４は、軸１８３を中心に回転することにより、開口部１６８Ｂを出入り
可能に設けられている。また、係止部１８４は、外力が加わらないときは、開口部１６８
Ｂｂから一部が突出した状態で、弾性部材１８５に弾性支持されている。
【０２５７】
　次に、カバー１６８の底部１６８Ａの前側には、連動部１８６Ａによって前記可動係止
部１８１と接続された解除操作部１８６が取付けられている。この解除操作部１８６の解
除動作が、連動部１８６Ａを連動させて、前記係止部１８４（図示せず）を弾性部材１８
５（図示せず）の弾性力に抗して回動させることができる。
【０２５８】
　この解除操作部１８６は、例えば、カバー１６８に対して前後に移動可能に設けられた
操作レバーであり、この操作レバーに連動可能に取付けられた連動部１８６Ａが、可動係
止部１８１に連結する形態である。
【０２５９】
　また、前扉１６７には、解除操作部１８６が臨む位置に点検用開口部１６７Ａが形成さ
れている。この点検用開口部は、通常は蓋１６７Ｂにより閉鎖されているが、本体１６０
と洗浄部１６１を分離するときに蓋１６７Ｂを外すことで、解除操作部１８６を食器洗い
乾燥機６の前側から操作可能にする。
【０２６０】
　なお、洗浄部１６１の側面と重なるカバー１６８の（左右）両側面には、それぞれ前後
方向に向かって第２のレール１８７がネジ止め等により固定されている。
【０２６１】
　以上のように構成された本体１６９と洗浄部１６１は、本体１６０の内部（左右）両側
面１６０Ｃに固定された第１のレール１６４に、洗浄槽１６６の（左右）両側面に固定さ
れた第２のレール１８７が、スライド自在に組み合わされる。
【０２６２】
　このように構成することで、本体１６０の前面開口部１６０Ａから洗浄部１６１が前後
方向に出入りできるように、本体１６０と洗浄部１６１が組み合わされている。なお、前
記使用電力制御手段８Ｄは、前記制御部１７２の中に内蔵されている。
【０２６３】
（空気調和機７）
　本発明の実施の形態１に係る空気調和機の基本構成について説明する。
【０２６４】
　図４３において、７は、家庭用の空気調和機である。この空気調和機７は、上記キッチ
ン内電気機器ＫＰが設置された台所に設置される場合もあるが、この実施の形態１では他
の部屋（例えば居間）に設置されている。なお、この空気調和機には、電力指令装置９の
使用電力制御手段８Ｅが組み込まれている。これにより電力指令装置９との間で、要求電
力、各調理器の調理状況や使用許可電力等の情報伝達が行われ、電力指令装置９が許可し
た使用電力内で使用電力制御手段８Ｅが空気調和機７の電力を制御するようになっている
。
【０２６５】
　前記空気調和機７は、部屋の内部に設置される室内機２２０と、室外機２００とから構
成されている。室内機２２９と室外機２２０を閉ループ状に連結している冷媒配管によっ
て密閉状態の環状の冷媒回路ＫＣが構成されている。
【０２６６】
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　室外機２００側の冷媒回路ＫＣの中には、圧縮駆動源となるモーター（図示せず）によ
って圧縮動作が行われる電動圧縮機１９３と、四方弁１９４と、室外熱交換器１９５と、
電動膨張弁１９６が設けてある。
　１９７Ａ、１９７Ｂは、室内機２２０側の冷媒配管と室外機２００側の冷媒配管をそれ
ぞれ連結した接続部である。
【０２６７】
　１９８は、室外熱交換器１９５へ送風する室外ファンで、モーター１９８Ｍにより回転
駆動される。１９９は、室外気温を検出する外気温度検出手段である。
　２０１は、室外制御部であり、前記外気温度検出手段１９９や室外熱交換器温度検出手
段２０１からの温度検出情報に基づき前記モーター１９８Ｍや電動圧縮機１９３、四方弁
１９４と、電動膨張弁１９６等を制御する。
【０２６８】
　室内機２２０は、室内熱交換器２２１の近傍に配置された室内ファン２２２と、このフ
ァン４を駆動させるモーター２２２Ｍと、部屋の空気や壁の温度を検出する室内温度検出
手段２２４と、室内制御部２２５と、室内制御部２２５と室外制御部２０１に２００Ｖの
商用電源を供給する電源部２２６とをそれぞれ有している。
【０２６９】
　前記室外制御部２０１には、コントロール回路基板（図示せず）がある。この回路基板
には、前記２００Ｖの商用電源を直流に変換するコンバーター部（図示せず）と、このコ
ンバーター部で整流により直流電源化された電源を基にして動作するインバーター部（図
示せず）とを有し、前記インバーター部では前記室外制御部２０１からの駆動信号を受け
て周波数が制御された交流電源が前記電動圧縮機１９３に出力されるので、電動圧縮機１
９３はその回転数が変更されるようになっている。
【０２７０】
　前記インバーター部は前記室外制御部２０１に内蔵されたマイクロコンピューター２０
１Ｍを中核とする制御回路の制御下に置かれている。なお、前記マイクロコンピューター
２０１Ｍは、室外制御部２０１に配され、前記電源部２２６から電源が供給される定電圧
回路（図示せず）から駆動用の電源を供給されている。前記マイクロコンピューター２０
１Ｍの内部又は外部には、制御プログラムを書込んだリードオンリーメモリー（ＲＯＭ。
図示せず）があり、またマイクロコンピューター２０１Ｍの外部には電気消去書込み可能
な不揮発性メモリー（図示せず）に空気調和機７全体の制御用データが書込まれている。
【０２７１】
　室外制御部２０１は、そのマイクロコンピューター２０１Ｍが、リードオンリーメモリ
ーに書込まれた制御プログラムと、前記不揮発性メモリー（図示せず）に書込まれた制御
用データの内容を参照しながら前記インバーター部を通じて電動圧縮機１９３の運転を制
御する。
【０２７２】
　２２７は、室内機２２０の本体外殻ケース等に設けた操作部であり、その近傍には操作
結果を表示したり、室内温度や冷房・暖房の設定温度を表示したりする液晶表示画面を備
えた表示部２２８を備えている。なお、この空気調和機７では、冷房、暖房、除湿、送風
の、少なくとも４つの運転モードを選択できるように、モード選択スイッチ（図示せず）
が前記操作部２２７に設けてある。
【０２７３】
　この空気調和機７の室外制御部２０１には、最大負荷時に定格の冷房能力を確保するよ
う、電流容量が設定されている。最大負荷未満の負荷状況においては、その負荷状況に応
じて電動圧縮機１９３の運転電流の上限値を下げる。
【０２７４】
　空調負荷の１つの検出方法として、室外制御部２０１には室外気温センサー１９９から
の温度検出情報が供給され、検出した室外気温で負荷状況を判定する。これにより、例え
ば冷房時においては、室外の気温が低い状態、つまり運転負荷が低い場合には、室温の安
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定性や、省エネルギーの観点から、その負荷に応じた冷房能力になるので、消費電力を少
なくして運転することができる。なお、前記室外気温センサー１９９は、図１に示した環
境センサー（室外気温センサー）２０６の情報を用いても良い。この場合、室外気温は室
外気温センサー２０６から電力指令装置９の環境検知部２０２に送られるので、この空気
調和機７は、その環境検知部２０２からの温度情報を用い、その室外気温値に基づいて負
荷状況を判定する。
【０２７５】
　また室内制御部２２５には、室内温度検出手段２２４からの温度検出情報が供給され、
検出した室内気温で負荷状況を判定する。これにより、例えば冷房時においては、室内の
気温が低くい場合、あるいは室内温度が低いことに加え、冷房目標温度も低い場合、つま
り運転負荷が低い場合には、室温の安定性や、省エネルギーの観点から、その負荷に応じ
た冷房能力になるので、消費電力を少なくして運転することができる。つまり、一般にこ
の種の空気調和機７の消費電力の大半は、前記電動圧縮機１９３が消費するので、その電
動圧縮機の運転速度を落とせば消費電力が少なくなる。例えば冷房時において、室外温度
３５度、室内温度３１度の状態から、２６度の（室内）目標温度を使用者が設定した場合
と２８度の温度を設定した場合、前者の場合が冷房負荷は大きいので、電動圧縮機１９３
の運転速度は大きくなる。
【０２７６】
　（電力指令装置９）
　前記電力指令装置９について、以下図２０を参照しながら説明する。
【０２７７】
　前記キッチン内電気機器ＫＰの各使用電力制御手段８Ａ，８Ｂ，８Ｃ，８Ｄと、各調理
器の調理状況や使用許可電力等の情報伝達が行われる構成になっている。そして、電力指
令装置９が許可した使用電力内で各使用電力制御手段８Ａ～８Ｄが各キッチン内電気機器
ＫＰの電力を制御するようになっている。なお、各使用電力制御手段８Ａ，８Ｂ，８Ｃ，
８Ｄは、キッチン内電気機器ＫＰに内蔵されたものでも良いし、アダプター形式でキッチ
ン内電気機器ＫＰの電源回路部にそれぞれ取り付けたものでも良いが、この実施の形態１
では、前記したように電力指令装置９の外郭を構成する箱形状の１つの本体９Ａに全て内
蔵させている。
【０２７８】
　前記したように空気調和機７や食器洗い乾燥機６の電力も電力指令装置９によって一括
して制御されるようになっている。また、前記「アダプター」とは、個々の電気機器とそ
の電源との間に設けられる制御機器をいう。例えばここでいうアダプターとは、特開２０
１２－８３４５３に示されるようなアダプターをいい、電源プラグとコンセントを有し、
そのコンセントに通電を制御すべき電気機器を接続する。そして電力指令信号をアダプタ
ーが無線や有線通信手段によって受け取ると、制御すべき電気機器の電源供給を制限し、
又は遮断する。このように既存の電気機器にアダプターを接続し、そのアダプターに電力
指令装置９から電力指令信号を送り、その信号によってアダプターが電気機器を制御する
ので、既存の電気機器にもアダプターを電源側に介在させることで電力指令装置９によっ
て電力を集中制御できる利点が得られる。
【０２７９】
　前記電力指令装置９は、各キッチン内電気機器ＫＰの各使用電力制御手段８Ａ～８Ｄか
らの要求電力と、空気調和機７の使用電力制御手段８Ｅからの要求電力とを合計する要求
電力加算器９１と、要求電力加算器９１が加算した合計電力とブレーカーＢＫの容量（例
えば、８０００Ｗ）とを比較する比較器９２と、比較器９２の比較結果から合計電力の超
過量を判定し、合計電力が８０００Ｗ以下であれば出力せず、合計電力が８０００Ｗを超
えれば、その超過量を出力する要求電力超過量判定手段９３と、要求電力超過量判定手段
９３からの出力がなければ（すなわち、超過量が０）、要求電力と同じ使用可能電力を各
キッチン内電気機器ＫＰの使用電力制御手段８Ａ～８Ｄと、空気調和機７の使用電力制御
手段８Ｅとに対しそれぞれ返信し、また超過量の出力があれば、この合計電力の超過量と
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予め定めた優先順位に従って、各キッチン内電気機器ＫＰと空気調和機７に対する使用電
力の削減幅を決定し、これら各キッチン内電気機器ＫＰと空気調和機７の使用電力制御手
段８Ａ～８Ｅに返信する使用電力削減幅決定手段９４と、内蔵した半導体不揮発性メモリ
ー９５Ａに予め登録されている「優先順位」を読み出し、使用電力削減幅決定手段９４に
電力削減の「優先順位」情報を送信する優先順位設定手段９５と、前記健康管理部と前記
使用限度設定器とを制御する制御部１２５と、から構成されている。
　なお、健康管理機器４１０は、電池式のものもあるが、仮に前記商用電源ＥＰで駆動さ
れるものであってもこの電力指令装置９によって、消費電力を制限されたり、遮断された
りしないような構成にはなっている。
【０２８０】
　３００は、電力会社の交流２００Ｖ電力が単相３線式の電力線３０１で供給される電力
量計である。前記電力線３０１は、第１相、第２相及び第３相の３本から構成されている
が、その第１相と第２相には、電流クランプ３０２がそれぞれ挿入され、ブレーカーＢＫ
の電源側（上流側）で電流値を検出している。なお、電流クランプ３０２は、電力量計３
００とブレーカーＢＫの間に設置している。
【０２８１】
　３１３は、前記電流クランプ３０２からの電流から消費電力を計算する電力検出器であ
り、この出力は電力指令装置９の比較器９２に入力される。
　３１５は、前記キッチン内電気機器ＫＰ、空気調和機７及び食器洗い乾燥機６以外の、
家庭内で使用される移動可能な小型電気機器である。例えばヘヤードライヤー、電気アイ
ロン、電気掃除機など１０００Ｗ程度を内蔵するヒーターやモーターによって電気エネル
ギーを消費するものであり、前記した使用電力制御手段８Ａ～８Ｅのような自己電力制限
手段を有していないものである。図２０では、電力指令装置９に定格最大電力情報や名称
などが登録できない機器ということから「未登録機器」と表示している。この未登録機器
は１台だけが使用されるものではなく、同時に複数台が使用される場合もある。この未登
録機器３１５は、電力指令装置９によって直接電力量が減少させられたり、増加されたり
する制御対象機器になっていないので、前記ブレーカーＢＫを経由して供給される電力を
そのまま使用する。前記した健康管理機器もこの「未登録機器」の一種になる。なお、在
宅医療や介護のために酸素吸入器やその他電気式医療器具を使用する場合は、それらも「
未登録機器」にして、電力量が不意に制限されたりしないようにする。
【０２８２】
　前記使用電力削減幅決定手段６４は、ブレーカーＢＫの容量（８０００Ｗ）を超えない
ようにかつ「優先順位」の低いキッチン内電気機器ＫＰと空気調和機７の使用電力制御手
段８Ａ～８Ｅへは使用電力を減らすように電力要求のあった各キッチン内電気機器ＫＰ、
空気調和機７に対する使用電力の削減幅を決定するものである。なお、ブレーカーＢＫ自
体に最初から設定されている定格容量（前記したように例えば８０００Ｗ）は、本発明の
「第１の容量」に相当する。
【０２８３】
　前記「優先順位」とは、限られたブレーカーＢＫの容量（８０００Ｗ）内で、調理性能
、調理作業性を維持するための電力を必要とするキッチン内電気機器に優先して供給する
ための順位であり、電力を削減しても使用者への影響が少ないキッチン内電気機器ほど順
位が低くなるように予め登録したもので、「第１の家電機器」の中では電気炊飯器３、誘
導加熱調理器２、電子レンジ５の順で電力確保の優先度が定められており、これによって
使用者の作業性が損なわれるのを防止している。但し、この優先度を決定する過程では、
前記した「優先調理メニューの実行時間帯」を持ったキッチン内電気機器ＫＰでは、その
「優先調理メニューの実行時間帯」が現実に行われている場合、その実行時間帯が経過す
るまでの間は、当該キッチン内電気機器ＫＰの電力を前記電力指令装置９が削減すること
はない。
【０２８４】
　なお、電力削減が回避されていることを示す第４の表示部２１０Ｄ、第６の表示部５４
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Ｃのような表示部を、「第１の家電機器」全部に個々に設けても良い。同様に電力削減対
象機器であることを示す第１の表示部２１０Ａや第４の表示部５４Ａを、「第１の家電機
器」全部にそれぞれ設けても良い。さらに、空気調和機７を始めとする「第２の家電機器
」にも、同様に電力削減対象機器であることを示す表示部と、実際に電力が削減されてい
ることを示す表示部をそれぞれ設けても良い。さらに電力削減要請を受けていることを示
す第２の表示部２１０Ｂに対応するような表示手段を、誘導加熱調理器２以外の第１の家
電機器や第２の家電機器に設けても良い。空気調和機７では、室内機２２０の表面に見え
るように設けることや、それを制御する室内リモコンの表示画面（室内温度や運転モード
名が表示される画面）に設けると良い。
【０２８５】
　単一のキッチン内電気機器ＫＰにおいて、複数個の加熱手段（加熱口）があり、その１
つが「優先調理メニューの実行時間帯」にあって現実に調理実行中であり、他の加熱手段
では、「優先調理メニューの実行時間帯」にない場合、前記「優先調理メニューの実行時
間帯」にある加熱手段については電力が維持され、前記他の加熱手段の電力が削減対象に
なるものである。
【０２８６】
　また「第２の家電機器」の中では電力確保の優先度は、空気調和機７、食器洗い乾燥機
６の順で電力確保の優先度が定められており、これによって使用者の作業性が損なわれる
のを防止している
【０２８７】
　空気調和機７は、キッチン内には設置していないが、同じブレーカーＢＫを介して電力
が遮断される構成になっているので、「第１の家電機器」の炊飯器５、誘導加熱調理器２
よりは低い順位に設定されている。そして同じ第２の家電機器の分類である前記食器洗い
乾燥機６よりも優先度は高く設定されている。なお、「第２の家電機器」として衣類乾燥
機を含んでいるが、説明を簡略化するため、以下では詳しい説明は割愛する。
【０２８８】
　９６は、前記比較器９２の比較基準となる合計電力値を、指定電力値に変更するように
指令する電力使用限度設定器である。これは使用者が任意で、８０００Ｗ以外の値、例え
ば７５００Ｗ、７０００Ｗ、６５００Ｗの中の１つの電力値を選択できるようになってい
る。なお、図２０では前記指定電力値を「指定容量」と記載してある。この指定容量は本
発明の「第２の容量」に相当する。なお、本発明でいう「第２の容量」（例えば、７５０
０Ｗ）に相当するが、本発明では必ずしも「第２の容量」の絶対値を使用者が認識できる
ことは必須の条件ではない。例えば前記定格容量（第１の容量）の「９８％相当」（言い
換えると２％減）のように、比率であっても良い。
【０２８９】
　９９Ａは、図１で説明したルーターＡである。これにより電力指令装置９は家屋の外部
の電力会社やその他の外部機関７８Ａのサーバーに接続される。このため、例えば官公庁
やその地域の電力会社などから、電力逼迫情報などが送信された場合、その情報は前記電
力使用限度設定器９６の表示盤１００に表示される。なお、電力使用限度設定器９６とそ
の表示画面Ａ１００については後で詳しく説明する。電力逼迫情報とは、各家庭の使用電
力を強制的に下げる指令と、強制的ではなく任意で下げて欲しいという要請レベルの指令
の少なくとも２種類がある。なお、通信手段９７は、電力指令装置９側の情報を外部の前
記通信回路網等へ送信する送信機能も有している。従って、この家庭の居住者が、住宅の
外部において広域通信網に携帯電話やパソコンでアクセスし、この家庭の電力使用状態を
知ることができ、また逆に外部から前記電力使用限度設定器９６に対して、電力の上限値
をインプットすることができる。
【０２９０】
　図４４、図４５は、前記電力使用限度設定器９６の表示画面１００Ａの詳細を示すもの
である。これら図において、１０１はその家庭で使用が許されているブレーカーＢＫの容
量（８０００Ｗ）の値を数字で示す最大許容電力表示部、１０２は現在使用しているその
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家庭の使用電力量を数字で示す現在使用電力表示部である。１０３は、最大許容電力値に
対して現在使用している電力値との余裕度を示す電力余裕値表示部である。なお、この図
４４に示すように、余裕値を「６００Ｗ」のように数字でそのまま示す方法の他に、例え
ば、「余裕度　大」、「余裕度　小」のように余裕の程度を文字で示す方法でも良い。
【０２９１】
　１０４は、広域通信回路網９８から電力逼迫情報などを、ルーター９９Ａを介して受信
した場合、ランプが点灯する電力削減要請報知部、１０５は現在時刻の表示部、１０６は
、前記比較器９２の比較基準となる合計電力値を、指定電力値に変更するように指令する
電力使用限度設定器９６の設定キーと表示部である。図４４、４５の状態では、８０００
Ｗキーのみが白抜き文字で表示されているので、電力使用限度はブレーカーＢＫの既定容
量と同じ８０００Ｗである。図４４に示すように、設定キーは全部で４つあり、８０００
Ｗ用の選択キー１０６Ａ，７５００Ｗ用の設定キー１０６Ｂ、７０００Ｗ用のキー１０６
Ｃ、６５００Ｗ用のキー１０６Ｄから構成されている。
【０２９２】
　１０７は、前記電力指令装置９が制御対象にしている家庭内の電気機器を表示する使用
状態表示部で、誘導加熱調理器２の名称表示部１０７Ａや炊飯器３の名称表示部１０７Ｂ
などが一覧形式で表示される。左側に行くほど、電力確保の面で、優先度が高い機器にな
っている。１０８は電力が使用されている場合、つまり現在使用されている場合は、点灯
する使用表示部である。図４４では、誘導加熱調理器２、炊飯器３、空気調和機、照明が
使用されていることが分かる。なお、使用表示部１０８の近傍に表示された数値は、使用
されている電力量であり、例えば１分毎に、過去１分間における平均電力値が表示される
。なお、家庭内電気機器ＥＥの優先度を設定すると、その優先度が最も高い順に左から右
に、その設定された各電気機器の名称が表示されるような画面表示構成にしても良い。そ
うすれば使用者は優先順位の高い電気機器を直ぐに認識できる。
【０２９３】
　１１０は、インフォーメーション・キーであり、使用者がこれに触れると、その場面で
使用者に参考になる電力関連情報や、電力を効率的に使用する調理方法や空調機の温度設
定方法などの情報がこの表示画面１００Ａの中にその都度表示される。その場合、表示面
積を確保するため、前記現在時刻の表示部１０５や電力余裕値表示部１０３は表示しない
ようになっている。
【０２９４】
　１１１は、ヘルプモードキーであり、使用者がこれに触れると、その場面で使用者の操
作に参考になる情報が表示されるとともに、別途設けた音声ガイド装置（図示せず）によ
って、正しい操作方法が音声で報知される。なお、何度もこのキーを押した場合、この表
示画面１００Ａの見方や電力使用限度設定方法などが、模式図と文字で表示画面１００Ａ
全体に表示される。
【０２９５】
　図４５は、図４４の状態で誘導加熱調理器２の名称表示部１０７Ｂに使用者が触れた場
合、最初に現れる画面の状態を示したものである。図４５のように、誘導加熱調理器２が
現在煮込み加熱動作を行っており、使用終了する推定時刻が１２時５０分であることが分
かる。つまり現時点から見て３０分調理が継続することが分かる。１１３Ｓは使用開始時
刻表示部、１１３Ｅは終了予測時刻表示部である。
【０２９６】
　このように電力使用限度設定器９６の表示画面１００Ａでは、個々の家庭内電気機器の
設置場所まで行って確認しなくとも、この表示画面で使用している電気機器の状態の概要
が分かる。なお、上記したように、表示画面１００Ａの表面を覆うガラス板には、静電容
量式の入力キーが形成されているので、所定位置のキーをタッチすれば、そのキーに対応
した入力信号が電力使用限度設定器９６に与えられる。
【０２９７】
　図４６は、図４５の状態になってから自動的に所定時間後、例えば１０秒後に現れる画
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面の状態を示したものである。図４６のように、誘導加熱調理器２が現在煮込み加熱動作
を行っており、進行度を示すマーク１１４、１１５が表示されることによって、現在まだ
途中段階であることが分かる。なお、調理の進行に伴って前記マーク１１４が右側に順次
増えて行き、最終的には終了予測時刻表示部１１３の左側まで、全てこのマーク１１４が
並んだ状態になる。
【０２９８】
　この実施の形態１の特徴は、ブレーカーＢＫの容量（８０００Ｗ）を超えるかどうかに
関係なく、使用者が前記電力使用限度設定器９６の表示画面１００Ａを見て自発的に家庭
内の電力消費量を一括して削減するように制限を設けることができる点である。
【０２９９】
　すなわち、使用者は任意の時点で電力制限値を複数の中から選択できる。例えば、広域
通信回路網９８から電力逼迫情報などを受信した場合、電力削減要請報知部１０４のラン
プが点灯するので、これを見て自発的に設定することができる。あるいは使用者は別の情
報源からの情報によって電力削減を思い立った場合、何時でも電力使用限度設定器９６に
よって使用電力量の上限値を設定できる。
【０３００】
　このため、仮にブレーカーＢＫの容量（例えば８０００Ｗ）まで相当の余裕がある状態
でも、例えば自発的に７５００Ｗに上限値を設定し、それを超えないように電力指令装置
９によって自動的に家庭内の電気機器の使用電力量を抑制することができる。なお、広域
通信回路網９８から受信した信号の中を自動的に選別し、特定の信号の場合は、自動的に
電力指令装置９が、その時点の使用電力を５％カットするように電力削減動作を開始し、
あるいは８０００ＷのブレーカーＢＫの容量であった場合は、それよりも１段階下として
決めてある容量、例えば７５００Ｗに上限値を変更し、電力使用制限動作をするようにし
ても良い。
【０３０１】
　以上の構成を有する本実施形態１の家電機器の電力制御システムの動作について、図４
９に基づき説明する。まず、キッチン内電気機器ＫＰとして数種類の電気機器ＥＥが使用
者の操作により動作を開始している状態であるとする。具体的には、炊飯器３と誘導加熱
調理器２以外のキッチン内電気機器ＫＰが先に動作開始していて、その次に炊飯器３が使
用開始され、次に誘導加熱調理器２が使用開始される場合を想定する。
【０３０２】
　誘導加熱調理器２が加熱開始される直前の状態では、電力指令装置９は、既に各キッチ
ン内電気機器ＫＰから、所定の操作、例えば運転開始に必要とする電力の情報を受信して
おり、また誘導加熱調理器２からも必要な電力の要求情報を受けるので、電力指令装置９
では、各キッチン内電気機器ＫＰからの要求のあった電力値を要求電力加算器９１にて集
計し、集計された合計電力が比較器９２にてブレーカー容量（例えば、８０００Ｗ）と比
較され、比較結果が要求電力超過量判定手段９３に対し出力される。
【０３０３】
　要求電力超過量判定手段９３では合計電力が８０００Ｗ以内（＝超過量が０）であれば
出力せず、合計電力が８０００Ｗ以上であれば超過量が使用電力削減幅決定手段９４に対
して出力される。使用電力削減幅決定手段９４では、要求電力超過量判定手段９３からの
出力がなければ、要求電力と同じ使用可能電力を各キッチン内電気機器ＫＰの使用電力制
御手段８Ａ～８Ｄに対し返信し、超過量の出力があれば、この合計電力の超過量と優先順
位設定手段９５により設定された優先順位に従って、各キッチン内電気機器ＫＰに対する
使用電力の削減幅を決定し、これら各キッチン内電気機器の使用電力制御手段８Ａ～８Ｄ
に対し返信する。
【０３０４】
　なお、電力指令装置９が、各キッチン内電気機器ＫＰからの電力要求を受ける最初の時
点は、何らかのキッチン内電気機器ＫＰの主電源が投入された時点又は動作開始指令が行
われた時点である。例えば、炊飯器の電源コードの先端にあるプラグが電源供給口（所謂
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、コンセント又はレセプタクル）に挿入された後、所定の操作（例えば炊飯開始キーを押
す）があった時点では、その炊飯器の定格最高電力が要求される。またビルトイン型誘導
加熱調理機では、主電源スイッチが押されて、主電源が入った後、加熱口が選定され、火
力が設定された時点（又は遅くともその火力設定が確定して加熱動作開始された時点）で
ある。なお、誘導加熱調理器では、加熱口を最初に選定した時点で、自動的にデフォルト
値（初期設定値）として例えば１０００Ｗのような特定の火力がセットされる場合もある
が、この場合はその火力１０００Ｗに加えて誘導加熱調理器の内部電気部品（例えば、冷
却用ファンのモーターの定格最高電力）の運転用電力などが加味された電力（例えば、１
０５０Ｗ）が、電力指令装置９への要求電力になる。要求電力を送信した結果に対し、結
局電力指令装置９からＯＫの返信がなければ、その要求電力での運転は開始されない。こ
れは各使用電力制御手段８Ａ～８Ｄによって個々のキッチン内電気機器ＫＰへの通電が制
限されるからである。
【０３０５】
　言い換えると、使用電力制御手段８Ａ～８Ｄでは、電力指令装置９が許可した使用電力
内で各キッチン内電気機器ＫＰの個々の電力を制御し、また電力指令装置９から使用電力
削減指令があると、これに従って使用電力を削減し、この削減した使用電力内で各キッチ
ン内電気機器ＫＰの電力を制御する。なお、複数のキッチン内電気機器ＫＰに対して電力
指令装置９は、総電力量を指示するのではなく、予め総電力量を考慮して個々のキッチン
内電気機器ＫＰに対し上限の電力量を許可する方法を採用している。このため、例えば誘
導加熱調理器２には、要求電力４８００Ｗに対し４０００Ｗのように具体的な電力上限値
が指令される。
【０３０６】
　また、同様に空気調和機７を使用していた場合には、使用電力制御手段８Ｅは電力指令
装置９に対して電力要求信号を発信し、またその結果、電力指令装置９から使用電力削減
指令があると、それに従って空気調和機７の使用電力を削減する。食器洗い乾燥機６でも
同様である。
【０３０７】
　このように、本実施形態１の家電機器の電力制御システムにおいては、各キッチン内電
気機器ＫＰの使用電力制御手段８Ａ～８Ｄからの要求電力の合計電力がブレーカーＢＫの
容量を超えないように、電力指令装置９によって、予め定めた優先順位に従って各キッチ
ン内電気機器ＫＰに対する使用電力の削減幅を決定して各キッチン内電気機器の使用電力
制御手段８Ａ～８Ｄに指令するようにしているので、使用電力がブレーカー容量を超えな
いように制御することができる。そして、従来のような機械的に電力制限する場合と異な
り、調理性能、調理作業性を維持するための電力を必要とするキッチン内電気機器ＫＰに
優先して供給することができる。
【０３０８】
　また、電力指令装置６Ａによって、優先順位の低いキッチン内電気機器ＫＰへは使用電
力を減らすように指令しているので、調理性能、調理作業性を維持することができる。
【０３０９】
　前記したように、キッチン内電気機器ＫＰには優先順位が付けてある。前記したように
、電力を削減しても使用者への影響が少ないキッチン内電気機器ほど順位が低くなるよう
に、炊飯器３、誘導加熱調理器２、電子レンジ５の順で電力確保の優先度が定められてい
る。言い換えると、電力を削減する場合は、電子レンジ５、誘導加熱調理器２、炊飯器３
の順になっている。しかし、これらの電気機器毎の優先度に従って、電子レンジ５だけで
は電力削減量が確保できない場合は、前記した「優先調理メニューの実行時間帯」を持っ
たキッチン内の特定の電気機器ＫＰの中で誘導加熱調理器２が電力削減対象になる。しか
しこの場合でも、その「優先調理メニューの実行時間帯」が経過するまでの間は、当該キ
ッチン内電気機器ＫＰの、当該優先調理メニューを実行する加熱源の電力に限っては、例
外的に前記電力指令装置９が削減することはない。この場合は、次の優先度になっている
炊飯器３に電力削減指令が発せられる。なお、空気調和機７と食器洗い乾燥機が使用され



(57) JP 2016-214080 A 2016.12.15

10

20

30

40

50

ている場合は、誘導加熱調理器２の前に、当該食器乾燥機６が電力削減対象になる。食器
洗い乾燥機６だけでも不十分な場合は、空気調和機７が電力削減対象になり得る。
【０３１０】
　ここで、各キッチン内電気機器ＫＰからの電力要求結果を、要求電力加算器９１にて集
計した結果、合計電力がブレーカー容量（例えば、８０００Ｗ）を超えていない場合で、
電力削減指令が出されない場合であった状態から、使用者が前記電力使用限度設定器９６
の表示画面１００Ａを見て自発的に使用電力上限値を下げた場合について説明する。
【０３１１】
　この場合、図４９のように電力指令装置９は、最初のステップ１（以下、ステップを「
Ｓ」と省略する）で、総電力下げの指令が外部から与えられたもの判断する（Ｓ１）。
そして、新しい上限値（例えば７０００Ｗ）と、各キッチン内電気機器ＫＰからの電力要
求結果とを比較器９２で比較し（Ｓ２）、上限値を超えている場合は、電力削減幅を、使
用電力削減幅決定手段９４によって決定する（Ｓ３）。
【０３１２】
　そして使用中のキッチン内電気機器ＫＰに電力削減指令を発する。この指令を受けて、
前記ステップＳ１の時点よりも前に加熱調理を開始していた前記誘導加熱調理器２は使用
電力を削減する。前記電力削減幅が１０００Ｗであった場合には、誘導加熱調理器２は合
計４２００Ｗの消費電力であった場合、例えば第１の加熱口２Ｌ単独火力は３０００Ｗ、
第２の加熱口２Ｒの単独火力は１０００Ｗの火力で、それぞれ湯沸しメニュー（非優先調
理メニューの１つ）を実行していた場合は、合計３０００Ｗの火力まで火力を下げる（Ｓ
４）ことで、消費電力を３２００Ｗまで下げる。なお、ここで２００Ｗは内蔵されている
送風機などの電気部品の消費電力とする。その後、誘導加熱調理器２は使用電力を１００
０Ｗだけ下げたことを電力指令装置９に報知する。
【０３１３】
　電力指令装置９ではその後、各キッチン内電気機器ＫＰからの電力要求結果を再度集計
した結果（Ｓ５）、その電力要求合計値が小さく、電力削減幅１０００Ｗを超えるような
余裕がある場合、例えば、上記した新しい上限値（７０００Ｗ）に対し、その時点の電力
要求合計値が５９００Ｗを超えていない場合は、１１００Ｗの余裕があることになるから
、以前に削減した誘導加熱調理器２の使用電力を元のレベルまで戻すことを誘導加熱調理
器２に事前に提案（報知）する。誘導加熱調理器２では、その報知から所定時間内に特に
火力を上げるような操作をしない場合、火力を安全上の観点から自動復帰させないが、使
用者が復帰に同意する操作をした場合、例えば火力上げる操作をした場合、元の４０００
Ｗの（合計）火力まで復帰させる（Ｓ６）。この場合の火力を上げる操作を省略するため
、誘導加熱調理器２の上面操作部２６に「復帰」というキーを設け、これを１回押せば、
電力に余裕がある場合、元の火力レベルに簡単に復帰するようにしても良い。
【０３１４】
　仮に、前記単一の誘導加熱調理器２において、第１の加熱口２Ｌが「揚げ物」調理を行
っており、１８００Ｗの最大電力を消費する「優先調理メニューの実行時間帯」にあり、
一方、第２の加熱口２Ｒが最大２０００Ｗの消費電力を消費する「湯沸し」（非優先調理
メニュー）を行っていた場合、前記電力指令装置９から指令された前記電力削減幅が１０
００Ｗであったときには、前記湯沸しの方の第２の加熱口２Ｒが電力削減の対象になり、
湯沸しの火力を下げて、誘導加熱調理器２としての消費電力を１０００Ｗ減らす動作を行
うものである。
【０３１５】
　なお、図４９の場合で、誘導加熱調理器２が使用されていない場合は、その誘導加熱調
理器２による使用電力削減はできないので、優先度に従って、炊飯器３が電力削減対象に
なるが、電力削減幅を、使用電力削減幅決定手段９４によって決定した（Ｓ３）時点で、
図４９に示すように、炊飯器３が「優先調理メニューの実行時間帯」にある場合は、炊飯
器３は電力削減の対象にならない。
【０３１６】
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　また、キッチン内には同じブレーカーＢＫを使用する、電気ポットやホットプレート、
オーブントースターなどのような１０００Ｗ程度を１０分～６０分程度使用する比較的小
型の電熱機器類が他にもあり、また電気冷蔵庫もあるので、上記のようにキッチン内で誘
導加熱調理器２を４０００Ｗで使用していた場合でも、７０００Ｗまで総電力下げるとい
う設定を、使用者が前記電力使用限度設定器９６で行った場合には、上記のように誘導加
熱調理器２の使用電力が制限される場合があり得る。
【０３１７】
　次に、１台の空気調和機７、誘導加熱調理器２と炊飯器３が同時に使用されている場合
で、電力指令装置９から総電力量を下げるという指令が発せられた場合について説明する
。
　図５０において、各キッチン内電気機器ＫＰと空気調和機７からの電力要求結果を、要
求電力加算器９１にて集計した結果、合計電力がブレーカー容量（例えば、８０００Ｗ）
を超えていない場合ではあるが、使用者が前記電力使用限度設定器９６の表示画面１００
を見て自発的に使用電力上限値を下げた場合について説明する。
【０３１８】
　この場合、図５０のように電力指令装置９は、最初のステップ１で、総電力下げの指令
が外部から与えられたもの判断する（Ｓ１）。
【０３１９】
　そして、新しい上限値（例えば７０００Ｗ）と、各キッチン内電気機器ＫＰ及び空気調
和機７からの電力要求結果とを比較器９２で比較し（Ｓ２）、上限値を超えている場合は
、電力削減幅を、使用電力削減幅決定手段９４によって決定する（Ｓ３）。
【０３２０】
　そして優先度に従って、使用中の空気調和機７に電力削減指令を発する。この指令を受
けて空気調和機７は使用電力を削減する（Ｓ４）。前記電力削減幅が３００Ｗであった場
合には、空気調和機７は冷房の目標温度が２６℃であったものを２８℃に変更することに
より、空気調和機７で最も電力を消費する電動圧縮機１９３の回転速度を落として、電力
消費量を少なくした省エネ運転に変更される。なお、目標温度と現在の室内温度との相関
関係から、電動圧縮機１９３の回転速度を低下された場合の使用電力量は予め実験などで
求めてあり、そのデータは空気調和機７側に記憶されてあるので、電力指令装置９からの
電力削減要求に従って瞬時に電力削減運転のための電動圧縮機１９３の運転条件が決定さ
れる。
【０３２１】
　仮に、前記空気調和機７が使用されていない場合、炊飯器２と誘導加熱調理器２は、何
れも直ちに電力削減対象にはならない。何故ならば、炊飯器３は沸騰工程Ｈ２Ａを実行中
であり、また誘導加熱調理器２は揚げ物調理を実行中であり、これら両者とも「優先調理
メニューの実行時間帯」にあるからである。
【０３２２】
　なお、その後、空気調和機７は使用電力を３００Ｗだけ下げたことを電力指令装置９に
報知する。電力指令装置９ではその後、各キッチン内電気機器ＫＰや空気調和機７からの
電力要求結果を再度集計した結果（Ｓ５）、その電力要求合計値が小さく、電力削減幅３
００Ｗを超えるような余裕がある場合、例えば、上記した新しい上限値（７０００Ｗ）に
対し、その時点の電力要求合計値が６５００Ｗを超えていない場合は、５００Ｗの余裕が
あることになるから、以前に３００Ｗだけ削減した空気調和機７の使用電力を元のレベル
まで戻すことを空気調和機７に事前に提案（報知）する。空気調和機７では、その報知か
ら所定時間内に自動的に目標温度を２６℃に下げる運転に復帰する（Ｓ６）。なお、空気
調和機７は図５０に示すように、使用電力を削減する動作を行った場合及び電力を増やす
動作を行った場合、その直後にそれぞれ電力指令装置９に使用電力の情報を送信する。
【０３２３】
　このように、各キッチン内電気機器ＫＰは、その電源投入から電源遮断までの全工程に
おいて、運転情報（調理メニューの実行や、火力の設定など）が随時電力指令装置９に送
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信されている。また空気調和機７でも、その電源投入から電源遮断までの全工程において
、運転情報（冷房・暖房運転メニューの実行や、目標温度の設定など）が随時電力指令装
置９に送信されているので、常に家庭内電気機器ＥＥの電力使用状況を把握することがで
きる。これについて以下詳しく説明する。
【０３２４】
　図５１は、誘導加熱調理器２を代表的な例として、その調理器の電源投入から電源遮断
までの全工程において、運転情報（調理メニューの実行や、火力の設定など）が随時電力
指令装置９に送信されている状況を示したタイムテーブルである。他のキッチン内電気機
器ＫＰや空気調和機７においても基本的に同じように運転情報を随時電力指令装置９に送
信している。
【０３２５】
　図５１において、Ｌ１～Ｌ７が、誘導加熱調理器２から電力指令装置９に送信される運
転情報信号である。Ｌ１は、主電源投入（ＯＮ）を示す信号、Ｌ２は、加熱口を選択した
情報で、図５１では第１の加熱口２Ｌを選択した場合である。Ｌ３は、調理メニューを選
択した情報であり、湯沸しや煮込み、揚げ物調理などの各種調理メニューの中から「揚げ
物」を選択した場合を示す。なお、誘導加熱調理器２は、前記したように時間帯別電気料
金情報を取得するが、この取得は誘導加熱調理器に主電源を投入した度に毎回行われる必
要はない。また図５１に示すように特定メニューではない「揚げ物」の場合は、時間帯別
電気料金情報を使用者には報知しない。しかし、仮に取得する場合、そのタイミングは図
５１でいう信号Ｌ３とＬ４の間である。誘導加熱調理器２は電力指令装置９に情報提供を
求める信号を送信し、電力指令装置９から送信された信号を分析し、時間帯別電気料金情
報を取得する。
【０３２６】
　Ｌ４は、実際にインバーター回路３３Ｌが駆動され、誘導加熱動作が開始された情報を
示す。Ｌ５は、揚げ物工程が開始された情報を示す。前記したように、揚げ物調理工程か
ら火力アップ工程までを「優先調理メニューの実行時間帯」と定義しており、この実行時
間帯には外部からの操作や指令によって電力の削減が行われないようにしている。つまり
、この誘導加熱調理器２が実際に「優先調理メニューの実行時間帯」にあるかどうかは、
この情報Ｌ５以後であるか（但し、次の情報Ｌ６を受信していない）かどうかで判定され
る。Ｌ６は、実際にインバーター回路３３Ｌの駆動が停止され、誘導加熱動作が終了した
情報を示す。Ｌ７は、主電源遮断（ＯＦＦ）を示す情報である。これら各情報Ｌ１～Ｌ７
には、その現在時刻が秒単位まで含まれている。
【０３２７】
　図５１から明らかなように、誘導加熱調理器２の電源投入から電源遮断までの全工程に
おいては、信号Ｌ１～Ｌ４の間及び「優先調理メニューの実行時間帯」を除いた時間帯で
は、前記電力指令装置９からの電力削減要求に従って電力削減運転に対応することが可能
である。信号Ｌ１～Ｌ４の間は、調理メニューが確定していない段階であり、この直後に
「揚げ物」調理が選択される可能性もあるので、電力削減を行わないに予備期間として指
定している。但し、このＬ１～Ｌ４の期間は、実質的に加熱動作が開始されておらず、使
用電力も小さいので、このＬ１～Ｌ４の期間を電力削減対象期間にしても良いが、電力削
減効果は殆ど期待できない。
【０３２８】
　従って、例えば前記したように「優先調理メニューの実行時間帯」に定義されていない
「湯沸し」の工程では、何時でも電力削減要求に応じて電力を削減できる。具体的には図
５２に示すように、調理メニューとして「湯沸し」を実行する工程で、加熱動作が開始さ
れていても何時でも電力削減は可能である。
【０３２９】
　図５３は、別の「優先調理メニューの実行時間帯」のある調理メニューを実行している
状態を示したタイムテーブルである。この図５３は、誘導加熱調理器２において「予熱」
という調理メニューを実行した例である。情報Ｌ３は、調理メニューを選択した情報であ
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り、この場合は各種調理メニューの中から「予熱」を選択した場合を示す。Ｌ４は、実際
にインバーター回路３３Ｌが駆動され、誘導加熱動作が開始された情報を示す。なお、「
予熱」は、火力が最大で１５００Ｗ程度必要とするが、時間をずらせて行う調理メニュー
ではないので、特定メニューではない。
【０３３０】
　Ｌ５は、温度検出回路（温度検知装置）１５０が、被加熱物Ｎ、例えばフライパンの温
度中が使用者の設定した予熱温度（例えば１６０℃）を検知した情報を示す。この予熱温
度を検知するとインバーター回路３３Ｌは、通電制御回路３２によって火力が自動調節さ
れ、その予熱温度を維持するような動作を行う。
【０３３１】
　この信号Ｌ５の時点から「優先調理メニューの実行時間帯」が開始される。従って、こ
の実行時間帯には外部からの操作や指令によって電力の削減が行われないようにしている
。仮に、この「優先調理メニューの実行時間帯」において不意に火力が落とされた場合、
予熱温度を維持できず、使用者が所望の温度になっていると考えて調理（例えば卵焼き）
を開始した場合、フライパンの温度が例えば１４０℃にあると、温度が低くて調理が出来
ない、という事態を招く可能性がある。
【０３３２】
　Ｌ６は、実際にインバーター回路３３Ｌの駆動が停止され、誘導加熱動作が終了した情
報を示す。Ｌ７は、主電源遮断（ＯＦＦ）を示す信号である。
【０３３３】
　図５３から明らかなように、誘導加熱調理器２の電源投入から電源遮断までの全工程に
おいては、信号Ｌ１～Ｌ４の間及び「優先調理メニューの実行時間帯」を除いた時間帯で
は、前記電力指令装置９からの電力削減要求に従って電力削減運転に対応することが可能
である。信号Ｌ１～Ｌ４の間は、調理メニューが確定していない段階であり、この直後に
「自動煮込み」調理が選択される可能性もあるので、電力削減を行わないに予備期間とし
て指定している。但し、このＬ１～Ｌ４の期間は、実質的に加熱動作が開始されておらず
、使用電力も小さいので、このＬ１～Ｌ４の期間を電力削減対象期間にしても良いが、電
力削減効果は殆ど期待できない。
【０３３４】
　なお、詳しくは述べなかったが、本実施形態１のキッチン内電気機器電力制御システム
においては、電力指令装置９が炊飯器３の要求電力に対して優先順位を最も高くして、炊
飯器３の要求電力を最優先で確保するようにしているので、ブレーカーＢＫの容量が８０
００Ｗを超えそうになっても、あるいは使用者が指定した上限の電力容量（例えば、７０
００Ｗ）を超えそうになっても、沸騰工程において電力が削減されることがなく、美味し
いご飯を炊くことができる。
【０３３５】
　一方、前記食器洗い乾燥機６は、洗い工程中に電力が削減されると、洗浄ポンプ１７４
を駆動するモーターの回転力が落ち、水やお湯の供給能力が大きく低下するので、洗浄ノ
ズル１６９から噴射される水流が弱くなり、米粒等の汚れが落ちにくくなる。そこで本実
施形態１においては、洗い工程に必要な電力量を下回らないように電力を維持するので、
この洗い工程の時間帯は、誘導加熱調理器２や炊飯器３でいう「優先調理メニューの実行
時間帯」に相当しており、電力指令装置９からの電力削減要求の対象にならない。従って
、この洗い工程中はノズルからの噴射水流を確保でき、汚れ落ち性能を損なわない。但し
、誘導加熱調理器２や炊飯器３に比較して電力確保の優先度が低いので、ブレーカーＢＫ
の容量を超えるような事態における電力削減要請には応じることになっている。また、ヒ
ーター１７０は消費電力が前記したように８００Ｗと大きく、またこの電力を削減した場
合は、洗浄液の温度を上げるまでの時間が延びるという影響が出るが、洗浄効果それ自体
に大きな影響はないので、誘導加熱調理器２や炊飯器３でいう「優先調理メニューの実行
時間帯」には相当しないように制御部１７２に事前に設定されている。
【０３３６】
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　なお、電力削減された場合、洗浄工程は一時的に停止するので、その停止によって再度
電力が復帰し、洗浄工程が開始されたとしても洗浄のための洗浄水の温度が下がっている
場合は、所定の温度まで洗浄液の温度を上げるように加熱する時間も要し、トータルでの
運転時間は延びる。そこで洗浄工程が停止した時点で、前記表示部１９１には洗浄を一時
的に停止することを表示し、また洗浄が開始されても、所定の洗浄を完了するまでの所要
時間が延びることを、具体的に時間を示して使用者に報知する。
【０３３７】
　また、「優先調理メニューの実行時間帯」以外において電力削減した分、調理時間等の
運転は延長する必要があるので、例えば誘導加熱調理器２では電力削減量に応じて、設定
調理時間を延長するとともに、その旨使用者に報知する。なお、電力指令装置９側では、
電力削減前から情報Ｌ１～Ｌ４等によって加熱工程の進捗を把握しているので、加熱動作
終了時点を誤って判断し、電力量を誤って増大させるようなことはない。
【０３３８】
　図５４は、誘導加熱調理器２等の家電機器が、電力指令装置９によって電力調整対象に
なっているかどうかを家電機器側において知ることができるようにした動作を時系列に説
明する説明図であり、図５４において、Ｌ１～Ｌ７が前述したように、誘導加熱調理器２
から電力指令装置９に送信される運転情報信号である。ＬＭは、健康管理情報が電力指令
装置９側にあるかどうかを照会する信号である。
【０３３９】
　ＡＳ１は、誘導加熱調理器２からの運転情報信号Ｌ１を受けた場合に、電力指令装置９
から当該誘導加熱調理器２に対して送られる確認信号である。なお、前記運転情報信号Ｌ
１には、当該誘導加熱調理器２を特定する機器コードを含んでいるので、電力指令装置９
は当該誘導加熱調理器２のみに前記確認信号ＡＳ１を送信する。
【０３４０】
　前記確認信号ＡＳ１は、誘導加熱調理器２が電力指令装置９に電気的に接続されており
、電力指令装置９からの電力指令信号を受けて供給される電力量が削減されることが有り
得る機器であることを示す信号である。そこで以後、この信号を「対象機器登録信号」と
いう。
【０３４１】
　電力指令装置９から発せられた前記確認信号ＡＳ１は、誘導加熱調理器２の使用電力制
御手段８Ａが受け、これは通電制御回路３２を介して、図２５に示す前記表示部駆動回路
３５のインターフェース部に入る。そして対象機器登録信号ＡＳ１が来たことが表示コン
トローラー３５Ｂで判別され、図２９に示したような「電力削減対象」という文字が前記
第１の表示部２１０Ａとして中央表示パネル１６表示画面１２９の中に表示される。なお
、この確認信号ＡＳ１が来る前には、主電源が投入されているので、前記表示部駆動回路
３５は前記通電制御回路３２によって起動され、表示画面は図２９に示したように必要な
情報を先に表示している。このため、図２３に示しているように、表示指令スイッチを兼
ねている専用の注意情報ランプ４３０が点灯している場合は、これを押せば、電力指令装
置９にある健康管理データの内の、特に注意データが、加熱調理器２の側に読み出され、
表示コントローラー３５Ｂによってこの起動済みの表示画面を利用して使用者へ報知され
る。なお、図５４に示すＬＭの信号発生時点以後であっても、前記注意情報ランプ４３０
を押せば、表示画面１２９に注意データを表示できる。
【０３４２】
　その後、実際にインバーター回路３３Ｌが駆動され、誘導加熱動作が開始された運転情
報信号Ｌ４が使用電力制御手段８Ａを経由して電力指令装置９に送られ、さらにその後、
その電力指令装置９から、その電力指令装置９に接続された全ての家電機器の総電力量を
下げる要請信号（予告信号）ＡＳ２が誘導加熱調理器２に届いた場合、前記表示部駆動回
路３５は前記中央表示パネル１６の表示内容を変更する。前記要請信号を受けた場合は、
誘導加熱調理器２の中央表示パネル１６には、電力を下げて欲しいことを使用者に伝える
ため、前記第１の表示部２１０Ａを消し、その部分に第２の表示部２１０Ｂを表示する。
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例えば「電力削減要請あり」又は「電力削減の要請を受けています」等のメッセージを、
白抜きの文字で表示する。また
【０３４３】
　ここで、前記総電力量を下げる要請信号とは、速やかに電力を下げて欲しいと電力指令
装置９が促す信号であり、この信号から所定時間以内に総電力量が下がらない場合には強
制的に電力を下げる。そのため、前記した要請信号を発してから所定時間内（例えば、数
秒～１０秒以内）に使用電力制御手段８Ａに電力削減指令信号ＡＳ３が発せられる。所定
時間内に家電機器の何れかが電力を自発的に下げ、使用者が前記電力使用限度設定器９６
によって例えば７０００Ｗまで総電力下げるという設定をしていたことに対し、十分な余
裕電力が確保された場合、前記要請信号ＡＳ２は撤回され、他の電気機器の使用電力はそ
のまま維持される場合があり得る。要請信号ＡＳ２は撤回された場合でも、それ以前に対
象機器登録信号ＡＳ１を受信している全ての電気機器では、前記第１の表示部２１０Ａに
より「電力削減対象」という文字が再び表示され、この状態が続く。
【０３４４】
　前記電力削減指令信号ＡＳ３が発せられた場合、前記前記表示部駆動回路３５は前記中
央表示パネル１６の表示内容を変更し、「電力削減」等のような第３の表示部２１０Ｃを
表示画面１２９の中に表示させる（図３３参照）。
【０３４５】
　なお、図５４に示すように、前記総電力量を下げる要請信号ＡＳ２が届いてから実際に
電力削減動作が実行されるまでの期間は「猶予期間」ＴＳという。この猶予期間は家電機
器の使用者に自発的な電力削減動作を期待し、その実行に必要な最小時間を考えて設定さ
れている。なお、この猶予期間を例えば１秒間隔で表示するようにしても良い。例えば前
記表示画面１２９の中に、カウントダウン形式で、１０秒、９秒、８秒と残り時間を表示
しても良い。また棒グラフのような図形を表示させ、それが１秒置きに短くなっていくこ
とで猶予期間が終わりに近づいていることを使用者に視覚的に訴えても良い。
【０３４６】
　また、以上の説明では、前記した第１の表示部２１０Ａ、第２の表示部２１０Ｂが誘導
加熱調理器２の中央表示パネル１６に表示される事例を示したが、他の部分に表示させて
も良い。また炊飯器３などの他の電気機器に同様に表示させても良い。
【０３４７】
　以上の説明から明らかなように、実施の形態１においては、例えば誘導加熱調理器２に
おいて、その電源投入から電源遮断までの全工程においては、「優先調理メニューの実行
時間帯」以外では、前記電力指令装置９からの電力削減要求に従って電力削減運転に対応
することが可能であるため、誘導加熱調理器２の運転中に電力削減要求信号を受ける可能
性のある対象機器であること示す文字「「電力削減対象」が、前記第１の表示部２１０Ａ
として表示手段１６の表示画面１２９の中に表示されている。また、電力削減要請を受け
た状態にある場合は、第２の表示部２１０Ｂが表示画面に表示される。実際に電力が削減
された場合には第３の表示部２１０Ｃが表示画面に表示される。
【０３４８】
　さらに、「優先調理メニューの実行時間帯」においては、加熱調理器外部からの指令が
あっても電力削減が回避されていることが第４の表示部２１０Ｄで表示される。このため
使用者がこれら第１～第４の表示部を見ることによって、使用しているこの加熱調理器へ
の電力制限指令の影響を知ることができる。言い換えると、例えば、前記確認信号ＡＳ１
を、誘導加熱調理器２が受け、最初は図２９に示すように、「電力削減対象」という文字
が前記第１の表示部２１０Ａとして中央表示パネル１６の表示画面１２９の中に表示され
るが、誘導加熱調理器２が茹で調理を開始して「優先調理メニューの実行時間帯」の加熱
動作をしている場合は、この時間帯では前記要請信号ＡＳ２が誘導加熱調理器２に届いて
も表示画面１２９には表示されず、その他音声ガイドによっても報知されない。従って茹
で工程の中で慌てて火力を下げるという使用者の操作を誘発することもない。
【０３４９】
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　なお、「優先調理メニューの実行時間帯」の加熱動作をしている場合は「電力削減の要
請を受けていますが、重要な調理工程に入っていますので、自動的に電力を維持しており
ます。現在の工程が終わった段階で、電力削減する場合もあります」のように音声ガイド
で報知し、使用者の理解を更に深めることを併用しても良い。もちろん、このようなガイ
ドを文字で前記表示画面１２９に表示しても良い。
【０３５０】
　また、以上の説明では、時間帯別の電気料金区分情報と、加熱手段が通電される時間情
報とを同時に表示する、と述べたが、ここでいう「同時」とは、電気料金区分情報と時間
情報を使用者が見比べることができるように、ある時間以上に亘って同時に表示している
ことを意味しており、電気料金区分情報と、加熱手段が通電される時間情報とが、全く同
時に表示開始されるということではない。
【０３５１】
　実施の形態１に示した誘導加熱調理器２は、電気加熱手段２ＲＣ、２ＬＣと、前記加熱
手段の通電条件を設定し電気エネルギー量を調整できる操作部２６と、前記加熱手段を制
御し、所定の加熱プログラムを有した通電制御回路３２と、を備え、前記操作部２６は、
通電条件を表示する表示手段１６（液晶表示画面１２９）と、この表示部の表示内容を変
更し、かつ通電条件を確定させる入力手段（タッチ式入力キー２３０，２３１、２１２な
ど）とを備え、
　前記通電制御回路３２は、前記加熱手段２ＲＣ、２ＬＣが通電されている途中で加熱調
理器の外部から所定の電力削減要求信号ＡＳ２、ＡＳ３を受けたときに、削減可能条件を
満たせば電力削減動作を行うものであり、
　前記通電制御回路３２は、前記入力手段によって前記通電条件を確定させる前の段階で
、前記加熱手段２ＲＣ、２ＬＣが通電される時間情報２１６、２１９と、その時間に適用
される時間帯別の電気料金区分情報２１８Ｌ、２１８Ｍとを前記表示手段１６において同
時に表示させる構成である。
【０３５２】
　この誘導加熱調理器２によれば、外部からの電力削減要求信号に応じて加熱調理器の電
力削減が行われる場合があり、加熱運転の開始前に、電気料金の安い時間帯での使用にな
るのかどうかを表示手段によって使用者が知ることができる。このため外部からの電力削
減要請が無い状態でも使用者は電気料金のことを意識した使用をすることができ、結果的
に個々の家庭において特に日中の電力需要時間帯での使用を減らすことができる。言い換
えると使用者が加熱調理条件を設定する場合に、表示手段によって電気料金の安い時間帯
を知り、その時間帯への変更を容易に行うことができるので、使用者の利便性を向上させ
ることができるものである。
【０３５３】
　また実施の形態１に示した家電機器の電力制御システムは、家屋内に設置され第１の上
限容量を超えた場合に電路遮断動作をするブレーカーＢＫと、このブレーカーを介して電
力が供給され、使用電力量計測部をそれぞれ具備した複数個の家電機器２、３と、それら
家電機器トータルの電力使用量を制御する電力指令装置９で構成する電力制御システムに
おいて、前記電力指令装置９は、通信手段を介して家屋の外部から電力削減要請情報を受
信するものであり、前記家電機器２、３は、電気エネルギー消費部２ＲＣ、２ＬＣ、４５
と、前記電力指令装置９から対象機器登録信号と電力削減要請情報とを受け取る受信部８
Ａ、８Ｂと、この受信結果を使用者に報知する報知部１６、４９と、を備え、前記家電機
器２、３には、前記電気エネルギー消費部２ＲＣ、２ＬＣ、４５の通電時間帯を設定でき
る操作部２６、５５と、時間帯別の電気料金区分情報２１８Ｌ、２１８Ｍを当該家電機器
２、３の外部に向けて表示する表示手段１６、４９を設け、前記操作部２６、５５によっ
て前記電気エネルギー消費部の通電時間帯を確定させる以前に、前記表示手段１６、４９
には、当該通電時間帯で使用した場合に適用される前記時間帯別の電気料金区分情報２１
８Ｌ、２１８Ｍを表示させることを特徴とする家電機器の電力制御システムである。
【０３５４】
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　この電力制御システムによれば、電力指令装置９は、通信手段を介して家屋の外部から
電力削減要請情報を受信して家電機器２、３の電力を削減するとともに、電気機器２，３
側では電気エネルギー消費部２ＲＣ、２ＬＣ、４５の通電時間帯を設定でき、また時間帯
別の電気料金区分情報が表示されるので、電気エネルギー消費部の通電時間帯を確定させ
る以前に、適用される前記時間帯別の電気料金区分情報２１８Ｌ、２１８Ｍを使用者が知
ることができる。このため、家電機器の側において、電気料金の安い時間での使用に変更
するような操作を使用者に促すことができる。また通信手段を介して家屋の外部から電力
指令装置９が時間帯別の電気料金区分情報を入手し、家電機器側へ提供するので、使用者
がそのような情報を入手したり、家電機器や電力指令装置９に個々に入力したりする面倒
な作業を必要としない。
【０３５５】
　またこの実施の形態１における健康管理機器４１０は、人体の代謝データ（生体データ
）を測定する測定部２１４と、測定部で取得した代謝データを一時的に保存するメモリー
２１６と、前記メモリー内に蓄積した代謝データを外部に送信する送信部３１４と、測定
動作と送信動作を指令する操作部２１５と、前記メモリー内に格納された代謝データを読
み出して表示する機器側表示部２１３と、前記代謝データを処理する制御部２１７と、を
備え、
　前記送信部３１４は、家庭内の複数の電気機器の電力を個々に制御して家庭内の総電力
量を制限する電力指令装置９の表示手段（表示盤）１００によって表示されるための前記
代謝データを送信するものである。
【０３５６】
　この健康管理機器によれば、電力指令装置に代謝データを送り、健康管理の関連情報も
電力指令装置９の表示盤１００において表示させることができるので、１つの装置で電気
エネルギー管理と健康管理を図ることができる。
【０３５７】
　またこの発明になる家庭用電力制御システムでは、家庭内の複数の電気機器ＥＥの電力
を個々に制御して家庭内の総電力量を制限する電力指令装置９と、その電力指令装置と有
線又は無線通信で接続され、その動作内容を表示する表示手段（表示盤）１００及びＴＶ
受像機７５の液晶表示画面７５Ｄとを備え、前記電力指令装置９には、健康管理機器で測
定された代謝データ（健康管理情報）を処理する健康管理処理部１１６を有し、前記表示
盤１００は、前記電力指令装置９の動作情報と、前記健康管理処理部１１６で処理した代
謝データ（生体データ）と、を使用者の動作に応じて切り替えて表示させるものである。
またＴＶ受像機７５の液晶表示画面７５Ｄでも、健康管理機器で測定された代謝データ（
健康管理情報）と電力指令装置９の動作情報とを、使用者の動作に応じて切り替えて表示
させるものである
【０３５８】
　そのため、この実施の形態１の家庭用電力制御システムによれば、１つの電力指令装置
９の情報伝達システムを利用して、健康管理の関連情報も表示させることができるので、
省エネ意識の向上と健康管理意識の向上を図ることが期待できる。
【０３５９】
　実施の形態１における家庭用電力制御装置は、複数の電気機器ＥＥに対する電力使用量
を個々に制御して家庭内の総電力量を制限する電力指令装置であって、前記電気機器から
動作情報を受け取り、また当該電気機器に電力制御信号を発信する電力の使用限度設定器
９６と、健康管理機器４１０からの計測データを受け取る健康管理処理部１１６と、前記
健康管理部と前記使用限度設定器とを制御する制御部１２５と、室内気温等の環境データ
を収集する環境検知部２０２と、電力使用情報と前記健康管理処理部１１６にて受け取っ
た前記健康管理機器からの計測データの情報と、環境検知部２０２で取得した環境データ
とを、それぞれ表示する表示手段１００と、を備えている構成である。
【０３６０】
　この家庭用電力制御装置によれば、複数の家電機器のトータルの電力使用量を一元的に
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管理できるとともに、健康管理機器からの代謝データの計測結果と居住空間の環境データ
も表示させることができるので、省エネ意識の向上と健康管理意識の向上を図り、快適な
居住空間にすることが期待できる。
【０３６１】
　以上の説明から明らかなように、第１の発明になる家庭用電力指令装置９は、複数の電
気機器ＥＥから動作情報を受け取り、当該電気機器ＥＥの個々に電力制御信号を発信する
電力の使用限度設定器９６と、健康管理機器４１０から人体の代謝データを受け取る健康
管理処理部１１６と、前記電気機器４１０の設置された居住空間の物理的環境を計測する
環境センサーから計測された環境データを受け取る環境検知部２０２と、前記環境検知部
、前記健康管理部及び前記使用限度設定器とをそれぞれ制御する制御部１２５と、前記電
力の使用量情報、環境データ、代謝データの情報と、をそれぞれ表示する表示手段１００
と、を備えたものである。
【０３６２】
　この第１の発明によれば、１つの電力指令装置９で電気エネルギー管理と健康管理を図
ることができる。また室内温度や湿度等の環境データも表示させて確認できるので、居住
空間の環境をリアルタイムで確認でき、健康な生活空間を提供できる。さらに、健康管理
機器４１０を使用する居住空間の状況を、その居住空間（部屋）に行かないでも、電力指
令装置９の表示手段１００によって確認できるので、利便性が向上する。
　また、加熱調理器２や空気調和機７、空気清浄機（図示せず）等のような室内空気に影
響を与える可能性のある電気機器の使用環境を電力指令装置の表示手段で知ることができ
る。
【０３６３】
　また第２の発明になる家庭用電力指令装置９は、空気調和機能又は空気浄化機能の少な
くとも何れか一方を備えた特定電気機器ＳＰ１と他の電気機器ＥＥ、ＳＰ２とに対する電
力使用量を個々に制御するため、特定電気機器と他の電気機器から動作情報を受け取り、
また当該電気機器群に電力制御信号を発信する電力の使用限度設定器９６と、健康管理機
器４１０からの人体の代謝データを受け取る健康管理処理部１１６と、居住空間の物理的
環境を計測する環境センサーから環境データを受け取る環境検知部２０２と、前記環境検
知部２０２、前記健康管理処理部１１６及び前記使用限度設定器９６とを制御する制御部
１２５と、前記電気機器の電力使用量情報、前記環境データ及び前記代謝データの情報と
、をそれぞれ表示する表示手段１００と、を備え、前記制御部１２５の入力操作部となる
表示盤は、前記特定電気機器ＳＰ１の設置空間（例えば寝室）とは別の居住空間（例えば
、キッチン）にあり、かつその操作部の操作によって前記特定電気機器の空気調和機能又
は空気清浄機能の少なくとも何れか一方を遠隔で制御するものである。
【０３６４】
　この第２の発明によれば、１つの電力指令装置の情報伝達システムを利用して、健康管
理の関連情報も表示させることができるので、省エネ意識の向上と健康管理意識の向上を
図ることが期待できる。
　また室内温度や湿度、塵埃飛散等の環境データも表示させて確認できるので、居住空間
の環境をリアルタイムで確認でき、健康な生活空間を提供できる。
　さらに、健康管理機器を使用する居住空間（例えば、居間や寝室）の状況を、その居住
空間（部屋）に行かないでも、電力指令装置９の表示手段１００によって確認できるので
、利便性が向上する。
　さらにまた、特定の居住空間に行かなくて空気調和機７や空気清浄機の運転開始やその
条件の設定が遠隔で制御できるので、家族の１人がインフルエンザ等のような他の家族へ
感染させる病気の罹患者になってしまった場合には、別の部屋（例えば、キッチン）から
空気質（空気の温度、湿度や、清浄度等の総称）を改善し、より快適な空間になるよう遠
隔調整し、その家族を見守ることができる。
【０３６５】
　第３の発明になる家庭用電力指令装置は、家庭内にある複数の居住空間に、それぞれ設
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置された電気機器ＥＥに対して、その電力使用量を個々に制御して家庭内の総電力使用量
を制限する電力指令装置９の本体９Ａを備え、この本体の内部には、前記電気機器ＥＥか
ら動作情報を受け取り、また当該電気機器に電力制御信号を発信する電力の使用限度設定
器９６と、健康管理機器４１０からの人体の代謝データを受け取る健康管理処理部１１６
と、前記電気機器ＥＥが設置されている居住空間毎に設置され、その居住空間の物理的環
境を計測する環境センサーから環境データを受け取る環境検知部２０２と、前記電気機器
が設置されている居住空間内に人がいるかどうかを検知する人検知部２０３と、前記環境
検知部２０２、前記人検知部２０３、前記健康管理処理部１１６及び前記使用限度設定器
９６とを制御する制御部１２５と、電力使用量情報と、前記環境データと、前記代謝デー
タの情報と、をそれぞれ表示する表示手段１００と、を備え、前記制御部１２５は、前記
複数の居住空間の内、前記人検知部２０３が人の存在を検知しないと判断した居住空間に
ついては、当該空間内にある前記電気機器の電力使用量を制限するものである。
【０３６６】
　この第３の発明によれば、１つの電力指令装置９で電気エネルギー管理と健康管理を図
ることができる。また室内温度や湿度等の環境データも表示させて確認できるので、居住
空間の環境をリアルタイムで確認でき、健康な生活空間を提供でき、家族の健康管理意識
を向上させることが期待できる。
　さらに、人の居ない居住空間については、電力使用量を制限するので、不要な電力消費
を抑制して省エネ効果を高めることができる。
【０３６７】
　第４の発明になる家庭用電力制御システムは、第１の上限容量を超えた場合に電路遮断
動作をするブレーカーＢＫと、このブレーカーを介して電力が供給される複数個の電気機
器ＥＥと、前記複数個の電気機器の総電力使用量を制御する電力指令装置９の本体９Ａと
、人体の代謝データを測定する健康管理機器４１０と、電力に関する情報を表示する表示
手段７５Ｄ、１００と、を備え、前記電力指令装置本体９Ａは、使用者によって電力上限
値が、前記第１の上限容量よりも小さい第２の上限容量に設定可能な電力の使用限度設定
器９６と、前記健康管理機器４１０で取得した代謝データが、無線又は有線によって伝送
される健康管理処理部１１６と、前記電気機器の設置された居住空間の物理的環境を計測
する環境センサーから環境データを受け取る環境検知部２０２と、をそれぞれ有し、前記
電気機器ＥＥは、前記電力指令装置本体９Ａから電力削減要請信号を受け取る受信部８Ａ
～８Ｅと、この受信結果を使用者に報知する報知部４９、１２９と、をそれぞれ設け、前
記表示手段７５Ｄ、１００で、前記電気機器の電力使用量情報と、前記健康管理処理部で
処理した健康管理情報と、前記環境検知部の環境データと、をそれぞれ表示させるもので
ある。
【０３６８】
　この第４の発明によれば、１つの電力指令装置９で電気エネルギー管理と健康管理を図
ることができる。また室内温度や湿度等の環境データも表示させて確認できるので、居住
空間の環境をリアルタイムで確認でき、健康な生活空間を提供でき、家族の健康管理意識
を向上させることが期待できる。
【０３６９】
　第５の発明になる家庭用電力制御システムは、第１の上限容量を超えた場合に電路遮断
動作をするブレーカーＢＫと、このブレーカーを介して電力が供給され、前記家屋内にあ
る複数の居住空間に、それぞれ少なくとも１つずつ設置された電気機器ＥＥと、前記複数
個の電気機器の総電力使用量を制御する電力指令装置９と、電力に関する情報を表示する
表示手段７５、１００と、人体の代謝データを測定する健康管理機器４１０と、を備え、
前記電力指令装置９は、使用者によって電力上限値が、前記第１の上限容量よりも小さい
第２の上限容量に設定可能であり、前記電力指令装置９には、前記健康管理機器で取得し
た代謝データが、無線又は有線によって伝送される健康管理処理部１１６と、前記電気機
器の設置された居住空間の温度を計測する環境センサーから温度データを受け取る環境検
知部２０２と、前記複数の居住空間毎に設置された人感センサーからのデータに基づき、
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その設置された空間内に人がいるかどうかを検知する人検知部２０３と、をそれぞれ有し
、前記電気機器ＥＥは、前記電力指令装置９から電力削減要請信号を受け取る受信部８Ａ
～８Ｅと、この受信結果を使用者に報知する報知部４９、１２９と、をそれぞれ設け、前
記表示手段７５、１００で、前記電気機器の電力使用量情報と、前記健康管理処理部で取
得した健康管理情報と、前記環境検知部で取得した環境データとを、それぞれ表示させ、
前記電力指令装置９は、前記複数の居住空間の内、前記人検知部２０３が人の存在を検知
しないと判断した居住空間については、当該居住空間内にある前記電気機器の電力使用量
を制限するものである。
【０３７０】
　この第５の発明によれば、１つの電力指令装置９の情報伝達システムを利用して、健康
管理の関連情報と居住空間の環境情報も表示させることができるので、省エネ意識の向上
と健康管理意識の向上を図り、快適な居住空間を提供することができる。
さらに、人の居ない居住空間については、電力使用量を制限するので、不要な電力消費を
抑制して省エネ効果を高めることができる。
さらに表示手段としてＴＶ受像機７５の液晶表示画面７５Ｄ等の表示手段を利用した場合
、家族が集まる居間等で家族が電力使用量情報と、健康管理情報と、居住空間の環境状況
を共有することができるので、家族全体での健康管理や健康増進、省エネ意識の向上等を
図ることが期待できる。
【０３７１】
　実施の形態１における健康管理機器４１０では、前記代謝データの測定日時を確定する
ための時計回路１４７を有し、その健康管理機器の操作部２１５には、代謝データをメモ
リー２１６に格納する際に、当該代謝データの被測定者を特定する個人識別データと当該
代謝データを紐付けするための識別情報（識別コード）を入力する入力キー（図示しない
が、例えば２桁の数字入力できれば良い）を備え、前記操作部２１５によって、前記メモ
リーに格納された代謝データの中から、特定の個人の代謝データを読み出して発信部３１
４ａから健康管理処理部１１６に送信するようにしても良い。
【０３７２】
　このようにすれば、健康管理機器４１０側で、人体から取得した代謝データを健康管理
処理部へ送信したあとで、健康管理処理部１１６側で同様に個人別（被測定者別）に代謝
データを集計・蓄積処理する場合に便利であり、電力指令装置９の健康管理処理部１１６
の統計処理作業やプログラム構成を簡略化できる。
【０３７３】
　また前記健康管理処理部１１６は、複数の異なる種類の代謝データ（健康管理情報：例
えば血圧と血糖値）を、被測定者別に蓄積するメモリー２１６を有し、前記表示盤１００
では、前記健康管理処理部１１６で被測定者別に集計処理した代謝データ（生体データ）
を被測定者毎に纏めて表示させることができるので、電力指令装置９の表示手段を兼ねて
いる表示盤１００によって、各種の健康管理機器で取得した代謝データを被測定者毎に纏
めて表示させることができ、省エネ意識の向上と健康管理意識の向上を図ることができる
。
【０３７４】
　さらにまた、前記表示盤１００で表示される代謝データは、図１１に示した例のように
、文字で示され、かつ被測定者を特定できる情報と、測定時期を特定できる日時情報とを
有しているので、被測定者毎に代謝データを確認でき、家族全体で健康管理情報を見て食
事療法や生活環境改善に配慮、協力することができる。
【０３７５】
　また、前記表示盤１００で表示される代謝データは、前記健康管理処理部１１６への入
力によって、被測定者を特定できる情報と、測定時期を特定できる日時情報と、特定の代
謝データの内、所定の範囲を超えたもの（要注意データ。例えば高血圧値、尿酸値）だけ
を抽出できるので、被測定者毎に注意すべき代謝データを確認でき、家族全体で健康管理
情報を見て食事療法や生活環境改善に配慮、協力することができる。
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【０３７６】
　さらに、電力指令装置９の表示手段は、表示盤１００とＴＶ受像機７５の複数あり、そ
の表示手段の内、少なくとも１つは、前記電力指令装置９とは別個に表示画面７５Ｄの電
源が投入・遮断できるＴＶ受像機７５であり、他の１つは前記ＴＶ受像機とは別個に形成
され、家庭内の総電力量を一括して表示する表示盤１００であるから、健康管理機器４１
０で測定された代謝データ（健康管理情報）を、電力指令装置９の設置された台所等の場
所とは離れた場所（例えば、居間）にあるＴＶ受像機７５に移送して表示することができ
る。このため、家族全員が揃った居間でＴＶ受像機７５を視聴している場面で、電力使用
量の情報や健康管理情報などの情報を家族で共有・確認でき、省エネ意識の向上と健康管
理意識の向上を図ることができる。なお、家庭で使用されているＴＶ受像機７５の表示画
面部７５Ｄは、２０～６０インチ程度の大きさであるから、表示盤１００の表示画面（通
常数インチ程度）に比較して遥かに大きく、その分だけ詳細な電力使用状況データや代謝
データ、これらのグラフ等を大きく、一覧形式で表示できるので、使用者に正確に、かつ
容易に状況を知らせることが可能である。
【０３７７】
　またＴＶ受像機７５を、家庭内電力制御装置用の表示手段に兼用するものにおいて、Ｔ
Ｖ受像機７５は、表示画面部７５Ｄ、画質制御部７５Ｃ、複数の入出力機能デバイス７５
Ｊ、７５Ｋ、７５Ｌ、７５Ｍ及び電源供給部７５Ｇの４つを具備し、電力指令装置９を前
記入出力機能デバイス部７５Ｊ、７５Ｋ、７５Ｌ、７５Ｍの１つにコネクタ等を介して着
脱可能に接続している。これによって、ＴＶ受像機７５が故障、修理のため使用できない
場合は、接続した前記入出力機能デバイス部との接続を解消し、別の（新規）ＴＶ受像機
との接続換えで対応できる。この場合、大容量メモリー１０９では、ＴＶ用の音声・画像
記録部分のメモリーと、電力管理・健康管理データのメモリーを別々にしてあり、かつ分
離できるようにしてあれば、古いＴＶ受像機を廃棄する場合にも、手元には電力管理・健
康管理データを残すことができるので、便利である。
【０３７８】
　さらに、前記複数の入出力機能デバイス７５Ｊ、７５Ｋ、７５Ｌ、７５Ｍと、前記電源
供給部７５Ｇとの間には、それぞれ回路を接続・遮断するスイッチング手段となるパワー
ＦＥＴ７５Ｓを具備し、使用者によって使用しない入出力機能デバイスは、その通電を任
意に遮断できるようにしているので、電力制御システムにＴＶ受像機７５を利用している
場合に、使用していない入出力機能デバイス（例えばビデオ用デバイス）に対応して設け
られている専用ＬＳＩ（半導体集積回路）の電源供給をカットできし、ＴＶ受像機７５の
省エネが期待できる。
【０３７９】
　また、入出力機能デバイスの１つは、外部通信ネットワーク通信デバイス７５Ｎであり
、当該通信デバイスは、前記表示画面部７５Ｄの通電を遮断した状態においても動作する
ように、前記電源供給部７５Ｇから電源供給を可能としている。このため、ＴＶ受像機７
５の表示画面部７５を使用していない時においても電力指令装置９や健康管理処理部１１
６を家庭外部の広域通信ネットワーク等を介して外部機関７８Ｂに接続が継続できる。こ
のため、当該外部機関からの緊急性のある情報、例えば緊急地震速報等の入手にも支障が
ない。
【０３８０】
　また、健康管理処理部１１６では、人の運動量（走行距離、歩数等）に基づいて消費カ
ロリーを推測できる運動計測機器２１１Ａ、２１１Ｂからの当該カロリーデータ等が入力
可能に構成され、前記健康管理処理部１１６には、前記カロリーデータを蓄積する記憶部
を備え、前記カロリーデータの蓄積結果を前記表示盤１００及びＴＶ受像機７５にて個々
に表示するようにしているので、電力使用量の情報や健康管理情報などの情報に加えて、
運動情報も家族で確認でき、省エネ意識の向上と健康管理意識の向上も同時に図ることが
できる。
【０３８１】
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　なお、電力指令装置９で通電が制御される家電機器の１つとして、使用者が人力で移動
させながら塵埃を吸引させる電気掃除機３１２あり、当該電気掃除機には、当該使用時の
作業時間（例：床ブラシの移動累積時間計測）に応じた消費カロリー算出部があり、前記
健康管理処理部は、前記電気掃除機の運転終了段階で、前記消費カロリー算出部から、消
費カロリーデータを取得している。すなわち、電気掃除機３１２の移動量計測計３１２Ｍ
を内蔵しており、この移動量データに基づいて消費カロリーを算出している。前記健康管
理処理部１１６は、算出されたカロリーデータを、内部の記憶部に記憶している。このた
め、使用者は通常と同様の掃除動作をしているだけで自然に消費カロリーの算出が行われ
、掃除の終了後に、その消費エネルギーを表示させて確認できる。
【０３８２】
　また、前記ＴＶ受像機７５は、表示画面部７５Ｄの電源が投入された場合、当該表示画
面部７５Ｄにはポータルサイトが９に示すように表示され、当該ポータルサイトには、前
記電力指令装置９用の画面選択入力部となるアイコン４１３、健康管理処理部用の画面選
択入力部となるアイコン４１２、すまいの環境情報の画面選択入力部となるアイコン４１
９、の３つを同時に表示させている。このため、ＴＶ画面起動後、ポータルサイト画面に
て、電力指令装置９の画面と、健康管理情報関係の画面、環境情報の画面を一覧状態から
容易に選択することができる。
【０３８３】
　さらに、前記ＴＶ受像機７５は、表示画面部７５Ｄの電源が投入され、当該表示画面部
で通常のＴＶ放送番組等を視聴している場合、そのＴＶ放送画面（内側又は外側）の周辺
位置には、図１６に示すように、前記電力指令装置９用の画面選択入力部となるアイコン
４２３が常に見えるように同時に表示させている。このため、ＴＶ画面起動後、通常のＴ
Ｖ放送画面を見ているときに、電力指令装置の画面に切り替える選択用のアイコンが視聴
者から見えるので、ＴＶ放送視聴を優先しながら、電力使用量監視などの様子も随時選択
できる。
【０３８４】
　なお、電力指令装置９の本体９Ａには、緊急遮断ボタン１１９を設けていたが、このよ
うな緊急遮断用スイッチをＴＶ受像機７５に設けても良い。例えばＴＶ受像機７５の前面
で表示画面部７５Ｄの周辺部に、押しボタン式又はタッチ式の選択キーを設けることであ
る。但し、この場合、ＴＶ受像機７５の主電源スイッチが切られていると、緊急遮断動作
が行えないの、電力指令装置９にも設ける方が安心である。
【０３８５】
　また、前記複数の電気機器の内、１つは誘導加熱調理器２のような加熱調理器であり、
当該加熱調理器の表示部では、その主電源投入後、代謝データの中で要注意データ（例：
高血圧値、尿酸値）の被測定者があることを表示させていたので、調理開始前に、要注意
データのある家族のことを考慮して調理方法、味付け等を工夫した調理を促すことができ
、健康増進に寄与できる。
【０３８６】
　また、電力指令装置９の表示盤１００においても、家族の代謝データを読み出して、要
注意データ（例：高血圧値、尿酸値）と、その被測定者を特定できるので、家族の健康上
の注意点（高血圧など）を確認でき、調理の仕方や味付け等において、例えば塩分濃度を
低減する工夫を促すことができる。
【０３８７】
　さらにまた、電力指令装置９と接続された家電機器の一種の誘導加熱調理器２には、少
なくとも１つ以上の振動感知機器を備え、当該振動感知機器が所定値以上の震度を感知し
ていない状況で、家庭の外部から前記電力指令装置９が緊急地震情報を受信した場合、
　（１）前記電力指令装置９の所定のキー操作で使用中の家電機器の内、特定の機器の電
力供給を遮断可能とし、かつ
　（２）ＴＶ受像機７５の表示画面部７５Ｄにも、使用中の家電機器の内、特定の機器電
源供給を緊急停止用する指令入力キー４１２を表示する。



(70) JP 2016-214080 A 2016.12.15

10

20

30

40

50

このため、地震発生前に電力指令装置９側と、ＴＶ受像機７５側双方で緊急に電源遮断動
作を行える（なお、照明などの特定機器は、避難路確保や安全確認のため、電源供給のま
まとする）。
【０３８８】
　なお、個々の健康計測機器４１０で測定された代謝データ（健康管理情報）を、一旦は
携帯電話８７に移し、そのデータを健康管理処理部１１６に移しても良い。また宅外で測
定したデータを携帯電話８７で宅内に持ち込み、そのデータを健康管理処理部１１６に移
しても良い。何れも、健康管理処理部１１６へのデータの持込みの変形例である。
【０３８９】
実施の形態２．
　図５５～図６１は、本発明の実施の形態２に係る電力制御システムを示すものであり、
図５５はその家電機器の中の誘導加熱調理器における表示手段と操作部の一部を示す平面
図１、図５６は、同じく表示手段と操作部の一部を示す平面図２、図５７は、同じく表示
手段と操作部の一部を示す平面図３、図５８は、同じく表示手段と操作部の一部を示す平
面図４、、図５９は、電力指令装置の表示盤を示す正面図、図６０は、その加熱調理器に
おける動作情報と加熱工程の関係を示す説明図、図６１は、その加熱調理器からの動作情
報と加熱工程の関係を時系列で示す説明図である。各図中、前述の実施の形態１のものと
同一部分には同一符号を付してある。また前記誘導加熱調理器２、炊飯器３、電子レンジ
５、食器洗い乾燥機６及び空気調和機７等の家電機器と、健康管理機器４１０は、何れも
前記実施の形態１のものと同じである。但し、電力指令装置９には、「お好み情報」とい
う個人的な食事内容の評価情報や室温、入浴温度等の情報を個人別に記録できることが異
なっている。
【０３９０】
　図５５において、１２９は、前記実施の形態１で説明したように、電力指令装置９が制
御対象にしている誘導加熱調理器２の表示手段である液晶表示画面等の表示画面である。
誘導加熱調理器２は、実施の形態１で示したように、左右に並んだ２つの誘導加熱源によ
る加熱口を備えている。その左側の加熱口２Ｌ（図示せず）を最初に選択した場合、液晶
表示画面等の表示画面１２９には、図５５に示すように、茹で調理を選択するキー１２８
Ａ３、煮込み調理を選択するキー１２８Ｂ３等がそれぞれ一覧形式で表示される。図５５
は煮込み調理を選択するキー１２８Ｂ３にタッチした後の状態であり、煮込み調理は優先
調理メニューではないことから、加熱調理中に電力指令装置９から電力削減指令を受けた
場合には、電力使用量が制限されることがあることを、「電力削減対象」という第１の表
示部２１０Ａが、表示画面１２９の右手前隅に表示される。
【０３９１】
　図５５で、最初に煮込み調理を選択するキー１２８Ｂ３にタッチすると、表示画面１２
９の表示内容は図５６のように大きく変化する。図５６において、４４０は、健康管理情
報選択キー、４５０は、お好み情報選択キーであり、４６０は、おすすめレシピを選択す
るキーであり、これら３つのキーは、調理メニューを選択する各種キー１２８Ａ２，１２
８Ａ３、１２８Ｂ１、１２８Ｂ３等と同様に、タッチ式入力キーであり、入力可能な状態
ではキー部分の輪郭が長方形の枠で示され、その中に名称が文字で表示される。ここでい
う「レシピ」とは料理の調理方法を解説した情報をいうが、素材名とその量、作成途中や
完成状態の料理外観の写真、料理に含まれる塩分量や消費カロリー値等の付属情報が含ま
れる場合もある。
【０３９２】
　図５６で、健康管理情報を選択するキー４４０にタッチすると、表示画面１２９の表示
内容は図５４のように大きく変化する。図５７において、４４１は、健康管理情報表示エ
リアであり、ここには健康管理機器４１０で計測された家族の健康関連データ（例えば、
血圧値）の中で、正常範囲を外れた測定データがある場合に、その旨が表示される。具体
的には「血圧の高いご家族がいます」という文字で表示される。なお、血圧データには、
被測定者である家族を特定する識別コードが付けられて電力指令装置９の中の記憶装置１
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４９に格納されているので、個人を特定するような情報も表示できるが、家族全員で同じ
調理を食するという前提であり、特定の家族だけの専用調理を作る場面ではないので、こ
の例では個人特定情報は表示させていない。
【０３９３】
　図５７の状態において、お好み情報選択キー４５０にタッチした場合は、図５８のよう
に表示画面１２９の表示内容は大きく変化する。図５４において、４５１は、お好み情報
表示エリアであり、ここには家族が電力指令装置９の表示盤１００に読み込ませた色々な
個人的な好み、食事後の感想、居住空間での感想・好みなどの情報が、表示される。
【０３９４】
　図５９は、電力指令装置９の使用限度設定器９６の操作部となっている表示盤１００の
表示画面を示すものであり、お好み情報登録用のアイコン４５１が、電気エネルギー管理
の専用画面に切り替えるためのアイコン４１８や次の表示画面に進めるためのアイコン２
１１Ｎと同様に表示されている。
【０３９５】
　図５９は前記アイコン４５１を選んだことによって表示された「お好み情報登録用」の
画面である。この図５９に示しているように、お好み情報は最近の家庭における食事の感
想や、ご飯の炊き方（お米の硬さ）の感想、お風呂に入る場合のお湯の温度、例えば４０
℃を普通として、それよりも熱めが良いか、温めが好みかという設問に対し、感想を記入
するようになっている。図５９では、昨夜の夕食の感想は「良い」になっている。
【０３９６】
　図６０は、おすすめレシピを選択するキー４６０にタッチした場合の、表示画面１２９
の状態を示すものである。図６０に示しているように、表示画面１２９の中央部には、「
おすすめレシピ一覧」という文字が表示され、その下方には、素材系で３つに分類された
レシピ選択キー４６０Ａ、４６０Ｂ、４６０Ｃが表示される、
【０３９７】
　すなわち、野菜中心のレシピを選択するキー４６０Ａと、肉と野菜を合わせたレシピを
選択するキー４６０ＢＢと、魚中心のレシピの選択キー４６０Ｃがそれぞれ表示される。
【０３９８】
　またスープ系のレシピの選択キー４６０Ｄと、素材からレシピを捜すための選択キー４
６０Ｅも同時に表示される。例えば前記したような高血圧の場合は、塩分の過剰摂取が主
な原因になるが、これを改善するためには、塩分使用量を減らしたレシピを考えることと
、塩分を体内から排出しやすくするレシピを探す、という２つの改善方法がある。そこで
この改善方法を誘導加熱調理器２が提案するが、誘導加熱調理器２の表示用メモリー３５
Ａ（図２５参照）に予め前記２つの改善方法毎に、レシピが記憶されている。例えば塩分
を体内から排出しやすくするとい改善の方法では、食材を探すという選択キー４６０Ｅを
選択すると、例えばレンコンを使った料理のレシピ（数種類あり）がこの（調理器）表示
画面１２９に表示される。但し、前記表示用メモリー３５Ａの記憶容量の制限から、材料
から調理の仕方まで順次画像付きで解説しているような詳しいレシピは予め十分格納でき
ない場合がある。そこで、この場合は、おすすめレシピを選択するための選択キー４６０
を押した後で、更にレシピを探すというキー（図示せず）を押せば、ＴＶ受像機７５の大
容量メモリー１０９の中や、外部機関７８Ａが提供している料理紹介データベースにアク
セスし、外部からレシピを探してダウンロードする。ＴＶ受像機７５を視聴している間に
見た料理番組や健康食品紹介番組などをＴＶ受像機７５で録画する場合、大容量メモリー
１０９に索引、キーワード等を付けて記憶させておくと検索時に探す時間が短縮できて良
い。なお、１回のダウンロードの容量を自動的に制限し、例えば１メガ・バイト以下のコ
ンテンツ（画像や文章など）に制限しても良い。
【０３９９】
　なお、図５７の健康管理情報画面において、「もっと詳しくは次へを押す」と表示され
ているので、次の画面を選択するキー２１１Ｎを押すと、図６０に示したような「おすす
めレシピ」の中で、特に高血圧者向けの塩分使用量を減らしたレシピと、塩分を体内から
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排出しやすくするレシピの２種類に絞って推薦のレシピを表示する。
同様に、体脂肪率が高い被測定者がいる場合には、図５７において、無理なく体脂肪を減
らすためには運動に加えて、食事の内容を改善した方が良く、１ケ月につき体脂肪を１ｋ
ｇずつ減らすために、日常生活の中で毎日約２００～２５０キロ・カロリーのエネルギー
を減らす対処法がアドバイスされる。さらにおすすめのレシピ（１人前分の素材と作り方
）、と、そのレシピのカロリー値、塩分使用量の実例が表示される。
【０４００】
　図６１は、誘導加熱調理器２等の家電機器が、電力指令装置９によって電力調整対象に
なっているかどうかを家電機器側において知ることができるようにした動作を時系列に説
明する説明図であり、図６１に示したものは誘導加熱調理器２の場合を示している。図６
１において、Ｌ１～Ｌ７が実施の形態１で説明したように、誘導加熱調理器２から電力指
令装置９に送信される運転情報信号である。
【０４０１】
　この図６１において、調理メニューを「煮込み」に設定した場合、そのメニュー選択情
報信号Ｌ３が誘導加熱調理器２から発せられるが、その後、誘導加熱調理器２では、表示
画面１２９に図５６のように、健康管理の選択キー４４０と、お好み情報の選択キー４５
０と、おすすめレシピを表示させる選択キー４６０、の３つが同時に表示される。その後
、そのおすすめレシピを表示させるキー４６０にタッチすれば、その指令信号は電力指令
装置９に送られ、電力指令装置９側から各種レシピの情報を当該誘導加熱調理器２が入手
する。
【０４０２】
　なお、このような健康管理の選択キー４４０と、お好み情報の選択キー４５０と、おす
すめレシピを表示させる選択キー４６０、の３つの中の何れか１つにタッチした段階で、
誘導加熱動作を開始することは可能である。例えば図５７に示したように、健康管理情報
を表示させた後、スタート用のキー２１２にタッチすれば誘導加熱動作が直ぐに開始され
る。なお、この図６１において、誘導加熱調理器２が健康管理情報を入手するための照会
信号ＬＭを電力指令装置９に対して発したが、照会した日を基準にしてそれ以前の「所定
データ収集期間」（高血圧では７日間）の計測データの中から注意データを抽出しており
、注意データがない場合には、健康管理情報は「無し」として扱い、健康管理の選択キー
４４０を表示させないか、データ無しと表示させる設定になっている。但し、健康管理情
報の種類によっては長期間に亘って改善すべきもの（例えば、体脂肪率）があるので、健
康管理情報の種類によって前記不使用期間を長く（例えば１ケ月）するようになっている
。高血圧でも「所定データ収集期間」を１ケ月に延長する変更は可能にしてある。また、
調理メニューの選択段階で、健康管理の選択キー４４０を使用した場合は、上記のように
所定データ収集期間」内の注意データだけ抽出するが、図１７における既存データ表示指
令キー４２５を使用した場合は、過去の全ての計測データ（注意データ以外も含めて）を
表示させることができる。
【０４０３】
　なお、図５９に示しているように、評価者別のページが用意されているので、評価者選
択用アイコン４５２から自分のものを選び、評価記入すれば、即座に入力結果は、健康管
理処理部１１６の計測データ（代謝データや運動データ等）と同様に、電力指令装置９の
記憶装置１０９に格納される。その後データが蓄積されると１月以上古いデータはＴＶ受
像機７５の大容量メモリーに自動的に移しておくようにしても良いし、自動的に削除（消
去）しても良い。なお、入浴温度の好みは、図示していないが、自動給湯器を使用して自
動的に浴槽に湯を満たす場合に、その給湯器のリモコン部で評価者コードを入れて、お好
みの湯温にセットするという活用方法がある。この他に子供部屋等のように使用者が固定
化されている部屋の空気調和の目標温度もこのお好み情報を利用してセットし、電力指令
装置９で特定の部屋の温度をお好みの温度に遠隔制御するという利用の仕方もある。
【０４０４】
　このような構成の電力制御システム及び電力指令装置であるので、前記実施の形態１と
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同様の効果を奏することができる。さらに家族等のお好み情報が電力指令装置９によって
集約され、その情報を電力指令装置９の表示盤１００や誘導加熱調理器２や電気炊飯器３
等によって適宜引き出して、調理の場面で参考にすることが出来る。
【０４０５】
実施の形態３．
　図６２は、本発明の実施の形態３に係る家電機器の電力制御システムと健康管理システ
ムの全体構成図である。図６３は、本発明の実施の形態３に係る電力指令装置の主要部分
の構成を一部縦断面で示すブロック図、図６４は、家電機器の電力制御システムと健康管
理システムの主要構成部分相互の信号伝達を時系列で示す説明図である。各図中、前記実
施の形態１のものと同一又は相当部分には同一符号を付してある。
【０４０６】
　図６２において、ＨＡ１は１つの家屋の居住空間１を示す。ＨＡ２は、同じく居住空間
であり、実際には浴室である。５００は、この浴室に設置された浴槽であり、屋外に設置
してある電気式給湯設備５０２から温水が供給されるようになっている。５０１は、浴室
ＨＡ２の内側壁面に取り付けられている給湯用リモコンであり、給湯開始や湯の温度設定
等を使用者が行うものである。
【０４０７】
　前記リモコン５０１は電気式給湯設備５０２に電気的に接続され、また電気式給湯設備
５０２は、主幹回路（電源供給路）２７に接続され、電力が供給されるようになっている
。
【０４０８】
　７５０は、浴室ＨＡ２内部に置かれており、主幹回路（電源供給路）２７に接続されて
いる浴室用のＴＶ受像機であり、居間に設置された（メイン）ＴＶ受像機７５とは所定の
信号ケーブル７５１で接続されている。なお、信号ケーブルは、放送信号や電力指令装置
９からの信号を送るものであるが、このような専用の有線接続ではなく、電源線を利用し
た電力線搬送技術で信号送・受信したり、赤外線信号など無線方式によって通信で制御し
たりするものでも良い。７６０は浴室用の照明器具である。
【０４０９】
　この実施の形態３で示す浴室用のＴＶ受像機７５０は、主に映像や音声、情報等を浴室
側で受信する目的で設置してあり、居間のＴＶ受像機７５の機能を全て具備していないが
、ＴＶ受像機７５で放映している内容や電力指令装置９から送信された情報は全て受信し
、表示できるようになっている。但し、ＴＶ受像機７５のような大容量メモリーは具備し
ておらず、短時間の動画を蓄積できる程度の記憶手段しか保有していないし、健康管理機
器４１０で取得した代謝データも蓄積されていない。またこの浴室用のＴＶ受像機７５０
は、ＴＶ受像機７５が外部機関７８Ｂから緊急地震速報を受信したり、また電力指令装置
９を経由して緊急地震速報や、あるいは地震感知機器（図示していないが、電力指令装置
９やキッチン内電気機器ＫＰの中に設置してある）が震度を感知したりするという事態が
発生すると、ＴＶ受像機７５と同時に起動され、表示画面にそのような情報が表示される
。
【０４１０】
　図６３に示すように、電力指令装置９の本体９Ａ内部には、キッチン内電気機器ＫＰを
含む電気機器ＥＥの電力使用量を設定する使用限度設定器９６、マイクロコンピューター
を主体に電子回路で構成された制御部１２５、この制御部で制御される健康管理処理部１
１６が収納されており、その本体９Ａの正面には、１０～１５インチ程度の画面サイズを
有する液晶表示画面１００Ａが取り付けられている。この電力指令装置９の本体９Ａは、
図６３では厚みのある箱形状であるが、実際には厚さ寸法が２～３ｃｍ程度の平板形状で
あり、また重要も２ｋｇ程度であるので、通常はキッチンの壁に掛けて使用するが、必要
に応じ、食卓の上に移動したり、あるいは別の部屋に持って行ったりすることも容易であ
る。なお、電力指令装置９は、電源供給回路２７に接続自在な電源コード（図示せず）を
有しているが、仮にその電源供給回路２７から切り離して使用することも出来るように、
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本体９Ａ内部には、高性能の蓄電池（図示していない）が内蔵されている。前記電源コー
ドから電力が供給されない場合は、瞬時に前記蓄電池からの電源に自動的に切り替わる構
成になっている。前記使用限度設定器９６と、家庭内部の各電気機器ＥＥとの相互通信は
、赤外線又は無線によって行うようになっている。
【０４１１】
　また電力指令装置９の本体９Ａには、インターネットを利用した各種情報やコンテンツ
等を提供する専用のサーバーを備えた外部機関７８Ａが、ルーター（図示せず）等の機器
を介して接続される。なお、外部機関７８Ａ側から情報が送信された場合、電力指令装置
９側で直ぐにその情報の内容を確認するようになって設定してある。なお、この電力指令
装置９の本体９Ａ内部にある健康管理処理部１１６は、実施の形態１で説明したように、
血圧計４１０Ａのような各種健康管理機器４１０からの発信情報を読み込むための情報受
信部１３７を有しており、この受信部では、携帯電話８７で入手した情報や、その他の運
動機器類（室内ランニングマシン３１１Ａ等）で取得した運動情報、消費カロリー情報等
を受信できるようになっている。
【０４１２】
　５０３は、少なくともキッチン空間の内側壁面と、ＴＶ受像機７５のある居間などの部
屋、浴室の内部空間等のそれぞれ設置された温度計と湿度計の複合測定器であり、前記し
た実施の形態１の環境検知部２０２に無線又は有線で接続される。このような３つの離れ
た場所にある複合測定器５０３も、前記電力指令装置９の本体９Ａに内蔵された環境検知
部２０２と、赤外線や無線通信する。そのため、環境検知部２０２から電力指令装置９の
制御部１２５に対して、所定にタイミングで測定した気温や湿度を随時送信する。または
一定時間（例えば１分間）毎に温度と湿度の測定結果を電力指令装置９の制御部１２５に
送信する。さらに、この実施の形態３においては、制御部１２５の指令により、環境検知
部２０２が複合測定器５０３に対して、最新の計測データを送信するように指令する機能
がある。
そのような温度と湿度の送信にあたり、各複合測定器５０３には、設置場所によって別々
の識別コードが付され、温度。湿度計測データの送信時にその識別コードを先頭にして送
信しているので、電力指令装置９の環境検知部２０２側では、どの場所の環境測定データ
であるか識別できる。
【０４１３】
　図６４は、電力制御システムと電力指令装置の主要構成部分相互の信号伝達を時系列に
示す説明図であるが、電気機器ＥＥの代表としてＴＶ受像機７５と電気炊飯器３を示して
いる。なお、電気炊飯器３はキッチン内で前日の夜にタイマー設定され、翌朝の午前６時
３５分に炊飯が完了するように設定されていた場合を示す。
【０４１４】
　次に、図６４を参照しながら、起床時点からの電力制御システムと健康管理システムの
動作について説明する。
　ます１人が午前６時に起床し、居間に行ってＴＶ受像機７５でＴＶ放映を見ようと所定
のスイッチを入れた場合、この表示画面７５Ｄの起動信号が直ぐにＴＶ受像機７５から電
力指令装置９に送信される（時刻：午前６時１０分）。すると、電力指令装置９は、図６
４に破線の矢印７７０Ａで示すように、ＴＶ受像機７５のある居間の（温度計と湿度計の
）複合測定器５０３に向けて測定指令信号を発し、当該測定器５０３は、気温と湿度の測
定結果を電力指令装置９に送信する（時刻：午前６時１１分）。
【０４１５】
　電力指令装置９は、環境検知部２０２で取得した温度や湿度のデータから、ＴＶ受像機
７５のある居間の気温と湿度が、居住者に不快な気温や湿度でない限り、健康管理機器４
１０を使って起床後３０分以内に血圧等を計測するように推奨する。また計測後に、ラジ
オ体操やリラックス体操等を軽く行うように運動も推奨する。このような推奨（行為のす
すめ）は、ＴＶ受像機７５の画面に文字や映像を表示させて音声とともに視聴者に知らせ
る。なお、ＴＶ受像機７５が居間と、２階の寝室にあり、起床した人が寝室のＴＶ受像機
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７５を起動した場合には、居間のＴＶ受像機７５は何ら起動されず、２階の寝室のＴＶ受
像機７５の表示画面７５によって、前記したような健康管理のための計測と、運動のすす
めが行われる（時刻：午前６時１２分）。
【０４１６】
　居住者が、その後血圧を計測した場合は、その計測後に血圧計４１０Ａから自動的に電
力指令装置９の健康管理処理部１１６に向けて血圧計測データの送信が行われる（時刻：
午前６時２０分）。また居住者が、その後トイレに行き、尿検査機器で尿の成分を計測し
た場合は、その計測後に尿検査機器４１０Ｇから自動的に電力指令装置９の健康管理処理
部１１６に向けて尿検査結果のデータ送信が速やかに行われる。
【０４１７】
　電力指令装置９の健康管理処理部１１６は、血圧と尿検査の結果を示すデータを、既に
起動されているＴＶ受像機７５に速やかに送信する。つまり、起床した居住者が、例えば
２階の寝室でＴＶ受像機を起動した場合、２階のＴＶ受像機７５にて自動的に健康管理デ
ータの表示が行われる。なお、この場合、２階ではなく、１階の居間のＴＶ受像機７５を
起動させて健康管理データを見ることも可能である。このようにして起床している被測定
者Ａの健康管理データは、電力指令装置９の健康管理処理部１１６に一時的に記憶され、
その後居間にあるＴＶ受像機７５の大容量メモリー１０９にデータが記録。蓄積される（
時刻：午前６時３１分）。
【０４１８】
　その後、６時３５分になって電気炊飯器３が炊飯完了・保温動作に入る旨を電力指令装
置９に向けて情報を送ると、電力指令装置９は、図６４に破線の矢印７７０Ｂで示すよう
に、炊飯器３が置かれているキッチンの室内温度と湿度の複合測定器５０３に対し、最新
の測定結果を報告するように指令を出す。
【０４１９】
　複合測定器５０３は、キッチンの室内空間の気温・湿度を電力指令装置９に伝える。一
方、ＴＶ受像機７５側では、電力指令装置９からの炊飯完了・保温動作開始の報知を受け
、さらに矢印７７０Ｃで示すように、温度と湿度の情報が環境検知部２０２から届いたあ
とで、保温動作が不要であると判断した場合は、保温動作停止指令を電力指令装置９に向
けて発信する（時刻：午前６時４０分）。すると電力指令装置９は電気炊飯器３に対して
保温動作の停止を指令する（午前６時４１分）。この後、電気炊飯器３は保温動作停止を
電力指令装置９に伝え、電力指令装置９は、保温動作の停止指令を発したＴＶ受像機７５
に対して、保温動作は停止した旨を報知する。このため当該ＴＶ受像機７５では、炊飯は
完了したが、保温されていないことが表示画面７５Ｄの文字やイラストでの表示から分か
る。
【０４２０】
　なお、保温動作を止めるとそれだけ電気炊飯器３の省エネ効果は高くなるが、一方、せ
っかく炊いたご飯が時間経過とともに異臭を発する懸念もある。そこで電気炊飯器３の周
囲の室温が低い場合（冬場など）には保温停止ができる場合があるので、電力指令装置９
では、環境検知部２０２によって把握した室温の状況と、電気炊飯器３からの保温停止可
能条件とを比較し、電気炊飯器３で禁止されていない環境にある場合に、保温停止指令を
電気炊飯器３に向けて発する。つまり、使用者が直接電気炊飯器３の場所に行って保温動
作を停止する場合と異なり、ＴＶ受像機７５と電力指令装置９を介して離れた場所から保
温動作を停止する場合には、使用者の誤った操作を誘発しないように、電力指令装置９で
は電気炊飯器３で想定されている使用禁止形態や条件を参照し、安全側にある場合に限り
、保温停止等の制御動作を発令するようになっている。
【０４２１】
　また、この電気炊飯器３では、炊飯動作が完了すると自動的に保温モードに移行するよ
うになっているため、ＴＶ受像機７５を介して居住者の１人が保温動作を停止すると、当
人が忘れる場合もあるが、他の居住者（家族）は、保温動作の停止を知らず、炊飯完了し
てから相当時間が経過して、保温停止を知ることになり、混乱が起こる（故障ではないか
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との誤解も招く可能性もある）。そこで、念のため家族に広く周知する意味で、ＴＶ受像
機７５にて保温停止を報知するようにしている。なお、保温動作の指令を入力したＴＶ受
像機以外のＴＶ受像機７５でも、家電機器の電気エネルギー管理の表示内容にて、保温停
止していることが分かり、また電力指令装置９の表示画面１００Ａでも同様に、保温動作
停止中であることが表示されるので、それによっても保温停止を知ることができる。もち
ろん、使用者が気炊飯器３の表示部４９や保温用スイッチ５５の点灯状態等を見れば、保
温していないことは直接目視で確認できる。
【０４２２】
　この実施の形態３によれば、例えば入浴中に、外部機関７８Ｂが緊急地震速報を発信し
、あるいはこの家屋自体が地震によって揺れた場合、入浴者はそのことを浴室用のＴＶ受
像機で速やかに知ることができ、予期せぬ突然の地震発生でパニックになり、浴室から脱
出しようとして転倒事故を起こすというような事態を回避できる。なお、この浴室用のＴ
Ｖ受像機７５０を利用して、自分の健康管理データを浴室の内部でリラックスした気分で
確認したり、お好み情報を登録したりすることもできる。なお、浴室外に居る住人が、緊
急遮断ボタン１１９Ａを押して電源を一斉遮断しても、この浴室の照明器具７６０の点灯
状態は維持される。
　さらに入浴中の温度をリモコン５０１で確認し、自分の好みのお湯の温度を確認し、快
適な入浴温度になるように設定する等の便利な使い方ができる。この浴室用のＴＶ受像機
７５０に、図１２のＴＶ受像機７５で示したように、「電気緊急遮断」という特別アイコ
ン４１４と、「緊急地震・津波情報受信」という特別アイコン４１５を表示させるように
すれば、、「電気緊急遮断」のアイコン４１４を選択して、電力指令装置９の本体９Ａの
場所まで使用者が行かなくとも、家屋内の所定範囲の電気機器の電力供給を遮断できたり
、津波襲来に備えて避難開始できたりするから、さらに安全性を高めることができる。
【０４２３】
実施の形態４．
　図６５は、本発明の実施の形態４に係る電力指令装置と、電力管理システムに使用した
ＴＶ受像機の表示画面とリモコン外観図である。図６６は、そのＴＶ受像機で調理レシピ
を一覧表示した状態を示す表示画面とリモコンの外観図である。図６７は、そのＴＶ受像
機で調理レシピの検索を実施した結果を示す表示画面とリモコンの外観図である。図６８
は、そのＴＶ受像機の表示画面起動後の動作を示すフローチャート図である。図６９は、
そのＴＶ受像機で調理レシピの検索を行う場合の動作を示すフローチャート図である。各
図中、前記実施の形態１のものと同一又は相当部分には同一符号を付してある。
【０４２４】
　この実施の形態４では、誘導加熱調理器２や電気ジャー炊飯器３、グリル調理器４、オ
ーブンレンジ５等の各種調理機器が希望する料理のレシピをより簡単に決定できるように
改善したものである。
【０４２５】
　図６５は、テレビ用ポータルサイトをＴＶ受像機に表示した状態を示す正面図である。
前記リモコン７５Ａに設けられた特定の電源ＯＮ用ボタンを１回押圧すると、ＴＶ受像機
７５が起動され、システム制御部７５Ｅは液晶表示画面７５ＤにＴＶ用ポータルサイトを
表示する。
【０４２６】
　図６５に示しているように、ＴＶ用ポータルサイトには、例えば「ニュース」、「天気
予報」、「交通情報」、「地震・津波情報」などの略方形の枠で囲まれたアイコン（オン
スクリーン型の入力スイッチ）４１１によるポータルサイトのメニューが表示される。ま
た、別のアイコンとして、「健康管理情報」と表示された特別アイコン４１２と、「電気
エネルギー管理」と表示された特別アイコン４１３と、「おすすめ調理」と表示された特
別アイコン６０１と、「すまいの環境情報」と表示されたアイコン４１９とが、それぞれ
表示されている。これら４つの特別アイコンは、他の通常のアイコンよりも特別に目立つ
ように大きく、また目立つ色で表示しても良い。
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【０４２７】
　図６５において、「おすすめ調理」と表示された特別アイコン６０１をリモコン７５Ｒ
で選択すると、液晶表示画面７５Ｄの表示内容は図６３に示しているように大きく変化す
る。図６６は、ＴＶ受像機７５の大容量メモリー１０９に格納された料理のレシピを示し
ている。図６６に示しているように、野菜中心のレシピ群を示すための「野菜系」という
表示部６０２から、右横に一列状態で具体的なおすすめのレシピが３つ並んで表示される
。１番左のレシピには番号が付けられており、図６６では「＃１」となっている。これよ
り右には順次「＃２」、「＃３」というレシピの表示部が表示される。６０２Ａは「＃１
」のレシピで、順次「＃２」は６０２Ｂ、「＃３」は６０２Ｃという符号を付けている。
【０４２８】
　６０３は、肉と野菜を中心にしたレシピ群を示す「肉＋野菜系」という表示部であり、
その表示から、右横に一列状態で具体的なおすすめのレシピが４つ並んで表示される。１
番左のレシピ６０３Ａは、「＃１」という番号が付けられている。
６０４は、魚を中心にしたレシピ群を示す「魚中心」という表示部であり、その表示から
、右横に一列状態で具体的なおすすめのレシピが４つ並んで表示される。１番左のレシピ
６０４Ａは、「＃１」という番号が付けられている。
【０４２９】
　６０５は、スープやシチュー等の液状料理のレシピ群を示す「スープ・シチュー」とい
う表示部であり、その表示から、右横に一列状態で具体的なおすすめのレシピが４つ並ん
で表示される。１番左のレシピ６０５Ａは、「＃１」という番号が付けられている。
各レシピは、左側が最も優先度が高く、例えば誘導加熱調理器２において表示画面１２９
に、野菜系のレシピを表示させた場合、最初は６０２Ａのレシピが表示され、次のおすす
めレシピを呼び出すと、６０２Ｂが表示されるというように、図６３に示すレシピ群を順
次右に進んで行き、個別のレシピが順次表示される。
【０４３０】
　また誘導加熱調理器２や電気ジャー炊飯器３、グリル調理器４、オーブンレンジ５等の
各種調理機器において、一度選択されると、そのレシピの優先度は最優先に変更され、次
に液晶表示画面７５Ｄに表示される場合は、最も左側位置になる。当然ながら、誘導加熱
調理器２等でレシピを呼び出した場合も、最優先に変更されたレシピが最初に読み出され
てそれら調理機器において表示される。
【０４３１】
　６０６は、図６０に示した実施の形態３のレシピ選択キー４６０Ｅと同様に、素材から
レシピを探すための選択キー（アイコン）である。４１８は、実施の形態１の図１３、図
１４、図１６で示したように、電気エネルギー管理の専用画面に切り替えるためのアイコ
ンである。。
　６０７は、レシピを検索するためのアイコン、６０８は新規なレシピを追加したり、既
存のレシピを一部修正したりするためのアイコンである。
　６０９は、図６２のＴＶ用ポータルサイトの画面に戻るためのアイコンである。
【０４３２】
　図６６において、野菜系のレシピ（＃１）と表示されたアイコン６０２Ａをリモコン７
５Ｒで選択すると、液晶表示画面７５Ｄの表示内容は図６７に示しているように大きく変
化する。図６７は、具体的なレシピの全体が、ＴＶ受像機７５の液晶表示画面７５Ｄに表
示された状態を示している。図６７において、６０２Ｔは１つのレシピ６０２Ａに関する
情報が表示されるエリアであり、６０２Ｇはレシピに関する完成状態又は作成途中段階の
写真やイラスト等の部分である。
　６０２Ｐは、料理の作り方やその材料について詳しく文章で説明した説明文、６０２Ｋ
は、そのレシピ６０２Ａの料理の１人前あたりの食品カロリー値を示した部分、６０３は
、同じくその料理１人前あたりに含まれる塩分の量（重さ）を表示した部分である。
【０４３３】
　６０２Ｘは、その料理１人前あたりを作るために必要となる加熱調理機器側の電力量（
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単位：ｋｗｈ）を示した部分である。なお、この電力量は、加熱調理機器側の種類や性能
にも影響するので、あくまでも参考程度のものである。
【０４３４】
　６０２Ｍは、その料理について、過去に家族の誰かが記入した評価コメントであり、実
施の形態２の図５９に示すようなお好み情報記録のページから記入された評価、あるいは
この図６７の「評価追加」というアイコン６１１を選択して書き込んだ評価、の少なくと
も何れか１つ又はその両方である（評価は複数記録できる）。
【０４３５】
　６１０は、この図６７に示されたレシピ６０２Ａを、例えば誘導加熱調理器２に送るた
めのアイコンである。なおレシピを送信すると説明したが、実際はレシピ６０２Ａを特定
する情報が、電力指令装置９に送信され、誘導加熱調理器２がレシピを探しているという
情報が、その誘導加熱調理器２から電力指令装置９に伝達された場合に、ＴＶ受像機７５
の大容量メモリー１０９からレシピ情報を読み出して誘導加熱調理器２に提供する方式を
採用している。これはレシピの内容によっては、写真・画像情報等を含み、情報量が大き
くなっているレシピをそのまま調理機器側に送信すると、調理機器側の内蔵メモリーの格
納容量を超える場合もあるためである。調理機器側に十分な記憶容量があれば、実施の形
態１で説明したように、調理機器側へ事前に送信しておいても良いし、あるいは電力指令
装置９の内蔵メモリーで一時保存しておくという方法でも良い。
【０４３６】
　また、レシピの内容によって、例えば「グラタン」というレシピは電気炊飯器３には送
信できないが、「炊き込みご飯」というレシピは電気炊飯器３に送信できる。このように
各レシピの属性情報の中には、対応可能な調理機器のコードが記録されており、そのコー
ドはキッチン内電気機器ＫＰを構成する各種調理器のコードと合致させてある。
なお、例えば誘導加熱調理器２に送られたレシピ６０２Ａは、送付記録が電力指令装置９
に残っており、誘導加熱調理器２からのレシピ提供要請時に、その送付記録を参照して、
レシピを特定するから、その後誘導加熱調理器２で、野菜系のレシピを検索しようとした
場合（実施の形態２の図６０参照）に、他のレシピに優先して最初に表示画面１２９に表
示される。
【０４３７】
　図６８は、希望のレシピを選択するまでのＴＶ受像機７５の動作を示したフローチャー
ト図である。なお、このＴＶ受像機は、主電源が既に投入されているものとして説明する
。
　まず、ＴＶ受像機７５の液晶表示画面７５Ｄを起動するため、リモコン７５Ｒの所定の
ボタンを押す（ステップ１。以下、「ステップ」は「ＳＳ」と記載する）。すると、シス
テム制御部７５Ｅが液晶表示画面７５Ｄと電源供給部７５Ｇとの間へ介挿しているパワー
ＦＥＴ７５ＳをＯＮにして液晶表示画面７５Ｄが起動される（ＳＳ２）。
【０４３８】
　そのため液晶表示画面７５Ｄは、図６５に示したようなポータルサイト画面を最初に表
示する（ＳＳ３）。ここで、おすすめ調理のレシピを選択するアイコン６０１を選択する
と（ＳＳ４）、システム制御部７５Ｅは大容量メモリー１０９に格納されている各種料理
のレシピを読み出す指令を発し、レシピが図６６に示した形態で一覧できるように表示さ
れる（ＳＳ５）。
【０４３９】
　一方、おすすめ調理のレシピを選択するアイコン６０１は選択されず、電気エネルギー
管理を選択するための特別アイコン４１３が選択（ＳＳ６）されると、電気エネルギー管
理の画面に切り替わる（ＳＳ７）。
７５Ｊは、前記室外アンテナ７７から地上波、衛星波等の放送波を受信するチューナー・
デバイスである
【０４４０】
　そして、図６６に示されたレシピの中から、それか１つを選択すれば、図６７に示され
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るように当該選択されたレシピの内容が、広い面積の液晶表示画面に表示される。そこで
、この図６７のレシピを選択して調理器機器側に送信するにはアイコン６１０を選択すれ
ば良い。
【０４４１】
　一方、図６７に示されたレシピの数が多く（図６７では、紙面の都合上、合計１５のレ
シピしか記載していないが）、好みのレシピが簡単に見つけられない場合には、検索用の
アイコン６０７を選択すると（ＳＳ８）、液晶表示画面７５には、検索条件をインプット
する画面が表示される。検索条件は例えば図６９に示すように合計６つある。例えば「４
　健康管理」の項では、例えば「高血圧」と条件を入れる（各種インプット項目が列挙さ
れているので、その中から１つ又は複数を選択する）。その他検索条件としてインプット
できる５つは、「レシピの名称」、「カロリー値」、「電力消費エネルギー」、「調理器
具名称」、「過去に選択したことの有無」である。
【０４４２】
　このようにして健康管理情報も検索対象にして検索する（ＳＳ１２）と、高血圧の人向
きの料理のレシピが図６７に示したように、液晶表示画面７５Ｄに表示（ＳＳ１２）され
るので、これをアイコン６１０で選択して調理器機器側に送信すれば良い。
　なお、検索せずに、別の素材系（例えば野菜系）の範囲でレシピを探す場合は、アイコ
ン６０２を選択すれば（ＳＳ１０）、野菜系に属する各種レシピ６０２Ａ～６０２Ｃの内
容が液晶表示画面７５に表示され（ＳＳ１１）、以後は、この野菜系に属する各種レシピ
６０２Ａ～６０２Ｃの中で１つ又は複数を選択すれば良い。
【０４４３】
実施の形態５．
　図７０は、本発明の実施の形態５に係る家庭用電力制御システムと電力指令装置を示す
ものであり、図７１は、その電力制御システムの中核を構成する電力指令装置の表示盤の
主要部正面図である。図中、前述の実施の形態１のものと同一部分には同一符号を付して
ある。また前記誘導加熱調理器２、炊飯器３、電子レンジ５、食器洗い乾燥機６及び空気
調和機７は、何れも前記実施の形態１のものと同じである。また健康管理処理部１１６や
環境検知部２０２、人検知部２０３、各種健康管理機器４１０も同じである。
【０４４４】
　この実施の形態５の家庭では、交流２００Ｖ電源ＥＰに前記キッチン内電気機器ＫＰや
空気調和機７等が接続される構成であるが、太陽光発電装置などの自家電源装置を備え、
その電源装置からの電力を前記キッチン内電気機器ＫＰ等に使用できる設備を備えている
ところが１つの特徴である。
【０４４５】
　また、この実施の形態５では、電力指令装置の使用限度設定器９６の正面部分の構成を
変更し、その正面部の表示画面（表示盤）１００の下方近傍位置には、実施の形態１で説
明した緊急遮断ボタン１１９Ａを設けている。そのため、これを押すと電力指令装置９、
照明器具及び前記ＴＶ受像機７５以外の全ての（使用中の）電気機器ＥＥ（キッチン内電
気機器ＫＰを含む）の電源を速やかに遮断できる。さらにその緊急遮断ボタン１１９Ａの
左側、すなわち表示画面１００の下端部近傍には、画面選択スイッチ（図示せず）を選択
操作する３つの押しボタン（操作部）が横一列に配置されている。その１つの押しボタン
（操作部）４９３は、実施の形態１で説明した特別アイコン４１７（健康管理情報選択用
）の機能を有している。また４９４は、同じく押しボタン（操作部）であり、実施の形態
１で説明した特別アイコン４１８（電気エネルギー管理用）の機能を有している。さらに
４９５は、同じく押しボタン（操作部）であり、実施の形態１で説明した特別アイコン４
１９（すまいの環境情報用）電気エネルギー管理用）の機能を有している。
【０４４６】
　図７０に示しているように、この家庭の家屋本体には、蓄電池３０３と、自動車用の双
方向充電器３０４と、太陽光発電パネル３０５からの電力と、蓄電池３０４からの電力を
所定電圧の交流に変換するコントローラー（パワーコンディショナー）３０６とを備えた
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自家電源装置３０７を有している。３０８は、この自家電源装置からの電力がブレーカー
３０９を介して供給される電源切り替え装置であり、この電源切り替え装置によって前記
商用２００Ｖ電力と自家電源装置３０７からの電力が切り替えられる。
【０４４７】
　３１０は、前記双方向充電器３０４に任意に接続される車載用蓄電池４９８を有する電
気自動車である。３１２はその車載用蓄電池４９８と双方向充電器３０４を着脱自在に接
続する充電ケーブルである。双方向充電器３０４により蓄電池３０３から電気自動車３１
０に充電でき、また逆に電気自動車３１０から蓄電池３０３に充電することができる。電
気自動車はガソリン等を燃料とするエンジンと電気駆動源（モーター）とを併用するハイ
ブリッド型自動車でも良い。
【０４４８】
　なお、図示していないが、実施の形態１で説明したような電流クランプ３０２からの電
流から消費電力を計算する電力検出器３１３を有しており、そのこの出力は電力指令装置
９の比較器９２に入力される。また図示していないが、キッチン内電気機器ＫＰの各使用
電力制御手段８Ａ～８Ｄからの要求電力と、空気調和機７の使用電力制御手段８Ｅからの
要求電力とを合計する要求電力加算器９１も具備している。
【０４４９】
　この実施の形態５の家庭では、交流２００Ｖ電源ＥＰに前記キッチン内電気機器ＫＰや
空気調和機７等が接続される構成であるが、太陽光発電装置などの自家電源装置３０７を
備え、その電源装置からの電力を前記キッチン内電気機器ＫＰ等に使用できる設備を備え
ているところが１つの特徴である。
【０４５０】
　電力指令装置９では、前記要求電力超過量判定手段９３（図示せず）からの出力がなけ
れば（つまり、超過量が０）、要求電力と同じ使用可能電力を各キッチン内電気機器ＫＰ
の使用電力制御手段８Ａ～８Ｄと、空気調和機７の使用電力制御手段８Ｅとに対しそれぞ
れ返信し、また超過量の出力があれば、この合計電力の超過量と予め定めた優先順位に従
って、各キッチン内電気機器ＫＰと空気調和機７に対する使用電力の削減幅を決定し、こ
れら各キッチン内電気機器ＫＰと空気調和機７の使用電力制御手段８Ａ～８Ｅに返信する
使用電力削減幅決定手段９４と、内蔵した半導体メモリー９５Ａ（図示せず）に予め登録
されている「優先順位」を読み出し、使用電力削減幅決定手段９４に電力削減の「優先順
位」情報を送信する優先順位設定手段９５（図示せず）とから構成されている。
【０４５１】
　電力指令装置９において、電力量管理や健康管理情報を見たい場合、この実施の形態５
においては、表示画面１００の下端部近傍にある、３つの画面選択スイッチ（図示せず）
を選択操作する３つの押しボタン（操作部）４９３、４９４、４９５を押せば良い。例え
ば押しボタン４９３を押せば、図７１のように実施の形態１でいう特別アイコン４１８（
電気エネルギー管理用）が選択されたことと同じになり、家庭内の電気機器ＥＥの使用電
力量やこの家庭の現時点での総電力量等を確認することができる。
【０４５２】
　なお、このように表示画面１００の外側に３つの押しボタン（操作部）４９３、４９４
、４９５を設けたことにより、その分だけ表示画面１００の有効表示面積が拡大し、あた
らな表示項目を追加できるというメリットがある。具体的にはこの実施の形態５において
は、表示画面１００の中に、節電のチェックポイントを表示するアドバイスエリア４９６
を設けることにした。このアドバイスエリア４９６では、図７１に示しているように、環
境検知部２０２がある部屋（例えば寝室）において、人が居ないことと、照明器具が点灯
していることを検知して、その検知結果を制御部１２５に伝えることにより、制御部１２
５は、予め定めた節電チェックのプログラムに従って該当項目を探し、その中に該当する
点があったので、その該当結果（無駄に電気を使用している可能性がある）から、使用者
にチェックを促すように文章でアドバイスしている。このように、アドバイスエリア４９
６では、電力の有効利用や無駄な使用の抑制のために、前記環境検知部２０２の計測結果



(81) JP 2016-214080 A 2016.12.15

10

20

30

40

50

を常に利用している。その他の利用例としては、例えば人が居ないと検知された部屋が、
連続的（例：３０分以上）に空気調和機７によって冷房されている場合等がある。またア
ドバイスエリア４９６は常に一定の面積が確保されている訳ではなく、アドバイス不要の
場合には、このエリアには他の目的の情報を表示させ、限られた面積の表示画面１００を
有効に活用するようにしている。
【０４５３】
　以上説明したように、この実施の形態５は、電力会社からの商用電源だけでキッチン内
電気機器ＫＰを含む電気機器ＥＥが駆動される訳ではなく、前記蓄電池３０１とコントロ
ーラー３０６からなる蓄電装置、又は太陽光発電パネル３０５とコントローラー３０６と
からなる自家電源装置３０７からの電力が２つのブレーカー３０９、ＢＫを介して供給さ
れ、使用可能となっている。このような自家電源装置３０７からの電力を併用する場合で
も本発明は適用できる。また実施の形態１で説明したような効果を期待できる。
【０４５４】
　なお、実施の形態１においては、地震発生時の揺れを検知する感振機器２４１で、所定
の震度（加速度）以上を感知した場合、振動感知信号を前記制御装置３２に送り、制御装
置３２で、使用中の全ての加熱手段の電源を瞬時に遮断する動作を行っていたが、電力指
令装置９が、家屋の外部から受信した緊急地震速報等を利用して、さらに地震対策を強化
しても良い。前記緊急地震速報は、日本の気象庁が提供している予報警報であり、「一般
向け」と、基準が低く情報量が多い「高度利用者向け」の２種類があるが、既にマンショ
ンの共用部にインターネット回線と緊急地震速報の受信設備を設置し、インターホン等の
報知機器に接続することにより、その報知機器・配線を活用して棟内に一斉配信するシス
テムが既に実用化されている。そこで緊急地震速報を電力指令装置９が常に受信するよう
にしておくことが重要である。そのため、ＴＶ受像機７５が放送局等の外部機関７５Ｂの
緊急地震速報を受信でき、また並行して電力指令装置９自体も直接外部機関７８Ａからの
緊急地震速報を受信できるようにしておく。一方、電力指令装置９は、緊急地震速報が届
いた場合に、加熱動作等の運転（稼働）中の家電機器については、例えば以下のような指
令信号を発する。
【０４５５】
　（１）熱源を保有している加熱調理器、例えば前記誘導加熱調理器２は、その加熱調理
器の表示手段１６（中央表示パネル）の表示画面１２９に緊急地震速報の到来を表示し、
加熱調理に臨んでいる使用者に地震の到来に警戒するよう注意喚起を行っても良い。この
場合、合成音声装置等の音声ガイド手段も動作させ、音声でも注意喚起すれば更に良い。
当然ながらその時の音量は使用者が仮に手動で小さくするように設定してあっても、自動
的に最大になって報知される。なお、この「表示手段」１６は、表示手段１００との混同
を避けるために、「調理器表示手段」と呼ぶ場合がある。
【０４５６】
　（２）電気式又はガス／石油燃焼式の加熱源と、それによって加熱される水を有してい
る電気機器やガス機器等、例えば貯湯式やヒートポンプ式の電気温水器あるいはガス燃焼
式の温水器では、そのタンク内の水位を監視する水位センサーを有し、平常時は水位の変
動に応じて湯を沸かす加熱動作を自動的に行っているが、地震によって水位が不規則に変
動し、水位センサーがその水位を誤って検知し、誤動作を誘発するおそれがあるので、水
位センサーの検知動作を所定の短時間、例えば３０秒間だけ休止し、時間が経過するまで
に実際に地震が起こらなかった場合には、通常の検知動作に復帰させるようにする。
【０４５７】
　（３）室内照明の内、地震の発生で非難通路となる箇所に配置されたものを緊急時の非
常灯と定義し、その非常灯を所定時間（例えば１分間）自動的に点灯させる。その所定時
間中に地震が到来しない場合に、その後自動的に消灯させる。
【０４５８】
　（４）脱水機能付きの電気式洗濯機（電気又はガス燃焼による温風で衣類乾燥させる機
能を付加したものを含む）では、洗濯槽に水が入っていて洗濯動作中より、脱水機が高速
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回転している場合の方が重心の位置が高くなり、不安定であるので、脱水動作している場
合は、脱水機の回転駆動モーターを一時停止し、ブレーキ機構を働かせて１０秒程度の短
時間の内に脱水槽の回転を停止させる。なお、ドラム式の衣類乾燥機についても、同様に
そのドラムの回転と電気ヒーター等の加熱源の加熱動作を緊急停止させることが良い。
【０４５９】
　またその緊急地震速報の到来から所定時間内（例えば３０秒以内）は、大火力での加熱
動作を抑制するように自動的に火力下げを電力指令装置９が指令し、所定時間経過後に、
地震の来なかったことを使用者が確認して復帰指令を加熱調理器にて行い（例えば特定の
入力キーやボタンを押すという操作で）、元の火力に復帰させて調理を継続する、という
構成にしても良い。これによれば、地震の到来の可能性を知り、地震に備えて使用者が冷
静に火力確認や場合によっては調理停止の動作をすることができるとともに、万一、所定
の震度以上を感振機器２４１が感知した場合、（電力会社からの商用電力が緊急遮断され
ない場合であっても）瞬時に加熱源の停止動作をしてくれるので、地震に対しての安全性
も高めることができる。前記表示画面１２９で緊急地震速報の到来を表示する場合、その
表示場所は、前記した第１の表示部２１０Ａ、第２の表示部２１０Ｂ、第３の表示部２１
０Ｃ、第４の表示部２１０Ｄの位置で良いし、これ以外の場所でも良い。当然ながら第１
の表示部～第４の表示部２１０Ａ、２１０Ｂ、２１０Ｃ、２１０Ｄの表示よりも緊急地震
速報の報知を優先させるので、例えば第１の表示部２１０Ａを瞬時に消し、そこに「地震
速報受信」というような文字を表示させても良い。
【０４６０】
（変形例）
　前記各実施の形態では、第１の家電機器の例えば炊飯器３や誘導加熱調理器２、また第
２の家電機器の例えば空気調和機７から、それら機器の加熱工程や運転状態を電力指令装
置９が把握するため、各家電機器側からその都度、情報を受信していた。例えば実施の形
態１では、誘導加熱調理器２が電力指令装置９に対し運転情報信号Ｌ１～Ｌ７をその都度
送信していたが、電力指令装置９が、要求電力超過量判定手段９３で電力の超過量を判定
する処理を行う都度、その直前で各家電機器側に照会の信号送信し、これに答える形で各
家電機器側から運転情報を送信するようにしても良い。この場合、例えば「優先調理メニ
ューの実行時間帯」にあるかどうかという特定のコードを送信することで情報の簡素化を
しても良い。
【０４６１】
　また、前記電力指令装置９は、通信手段９７により家屋の外部のインターネット等の通
信回路網９８へ電力削減情報を発信可能に構成し、電力削減指令を受信後に前記第１、第
２の家電機器の総電力を削減した場合、当該削減結果の情報を家屋の外部の特定の受信者
宛に前記通信網９８によって送信するように構成しても良い。その場合、前記電力指令装
置９が、家屋の外部へ電力削減対応情報を発信する場合、受信者（例えば電力会社や公的
機関等）を事前に決定してある当該家屋の所在地域を示すコードを同時に送信するように
しても良い。このようにすれば電力の供給者や関係公共機関が、地域毎の節電状況を把握
でき、電力の安定供給などに利用することができる。
【０４６２】
　さらに、「温度フィードバック制御」の条件を決めるにあたり、加熱調理器においては
、その火力を加味するようにしても良い。例えば、鍋等の被加熱物Ｎの温度検出情報に基
づいて、目標温度に近づけようと高周波火力を自動的に調節する制御を行う際に、その火
力が最大で１００Ｗ以上である場合を、本発明でいう「優先加熱工程」として規定しても
良い。１００Ｗ未満の小さな火力を使う加熱は、少量のお湯や被調理液等を低い温度で保
温するような場合、あるいは一旦炊いたご飯をその後保温するような場合が想定されるが
、このような場合の何れも電力が仮に５０％に削減されても調理物に重大な結果を招く懸
念は殆どなく、また電力指令装置９から見てもそのような小電力使用機器を電力削減対象
にするメリットが殆どないからである。
【０４６３】
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　なお、前記誘導加熱調理器２のような家電機器において、主電源を投入してからその主
電源を切る直前までの間に、加熱調理などで使用した電力の量に応じた電気料金を具体的
に表示手段、例えば前記表示画面１２９に表示させるようにしても良い。この場合は、電
力使用量を積算してその使用量情報と、時間帯別電気料金の情報との両者から通電制御回
路３２が計算しても良いし、電力指令装置９が家電機器からの電力使用量情報を得て計算
し、該当する家電機器に送信するようにしても良い。主電源を切る前に、電気ヒーターや
誘導加熱コイル等の電気加熱源やモーター等の動力源への電源供給を止めるので、その段
階で計算結果を自動的に表示するようにすれば、その後主電源を使用者が切る前に、電気
料金を知ることができる。なお、ここでいう電気料金とは、必ずしも電力会社から請求さ
れる電気代と完全に合致していなくとも良く、概算金額で良い。例えば「３０円」のよう
に円単位で表示すれば良い。更に、再度主電源を投入し、再び家電機器を使用しようとし
た際に、表示手段が起動され、最初の段階で前回の使用時の電気代を参考までに自動的に
表示させるようにしても良い。
【０４６４】
　また、前記「時間帯別電気料金情報」を前記電力指令装置９が取得する方法は、通信手
段９７により外部の電力会社の情報提供装置にアクセスして得ることが便利であるが、そ
の情報取得は夜間に行い、翌朝から更新された新しい電気料金情報を加熱調理器２等の家
電機器が利用することでも良い。また時間帯別電気料金情報を家庭で使用されている携帯
電話等の情報端末機やデジタルテレビに読み込ませ（ダウンロードし）、この情報を加熱
調理器２や炊飯器３等の家電機器に読み込ませるようにしても良い。
【０４６５】
　また実施の形態１においては、図５に示したように、前記電力指令装置９は、その本体
９Ａと、この本体の前面に着脱自在に装着される平板状の表示盤１００とによって構成し
ていたが、本体９Ａと表示盤１００を分離不可能な一体構造物にしても良い。但し、その
場合、電力指令装置９全体を居住空間の中で自由に移動させる場合には、電源供給路２７
やＴＶ受像機７５との接続を有線（ケーブルやコード）で行うよりも、無線にした方が便
利である。
【０４６６】
　さらに、そのように、前記電力指令装置９の本体９Ａに表示盤１００を一体的に設け、
そのような電力指令装置９をキッチンに設置する場合には、そのキッチンで視聴できるＴ
Ｖ受像機としても利用できるように、ＴＶ放送局等の放送波を受信できるようアンテナや
ケーブルを電力指令装置９に直接接続すると良い。
【０４６７】
　また、前記「第２の家電機器」である空気調和機７と、食器洗い乾燥機６や洗濯乾燥機
、衣類乾燥機等の本体やそのリモコンに表示画面を設け、ここに「時間帯別電気料金情報
」を表示させるようにしても良い。特に空気調和機や洗濯乾燥機は前記加熱調理器２や炊
飯器３に比べて、運転時間が長いので、その運転時間帯を、安い電気料金が適用される時
間帯にシフトさせて運転するために本発明を適用すれば、使用者に電気料金を安くできる
という経済的なメリットがある。
【０４６８】
　さらに、前記した実施の形態１と２では、ブレーカーＢＫは１つの家庭に１つ設置して
いた例を示したが、家屋全体の総電力を制御する主ブレーカーと、複数個の副ブレーカー
とを備え、例えば第１の副ブレーカーは、空気調和機を、第２の副ブレーカーは洗濯乾燥
機を、第３の副ブレーカーは台所の調理用電熱機器（炊飯器等）を、それぞれ制御するよ
うにしたものでも良い。これによれば、主ブレーカーＢＫは複数個の副ブレーカーの電源
を一元的に遮断することになる。このように電力供給系統を複数に分岐したものであって
も本発明の実施には何ら支障はない。またその場合、各分岐系統毎にその系統に流れる電
流を検知し、副ブレーカーの定格容量を超えないように、前記電力指令装置９が監視する
ようにしても良い。
【０４６９】
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　また実施の形態１においては、地震発生時の揺れを検知する感振機器２４１は、ビルト
イン型の誘導加熱調理器２の内部に設置していた。この理由は、ビルトイン型の誘導加熱
調理器２は、流し台等の厨房家具の内部に水平状態で固定されていること、また家族の走
行時の床の振動等の影響を受けにくいことから、正確に地震の振動を検知できるからであ
る。しかしながら、感振機器２４１を、ビルトイン型の誘導加熱調理器２の内部に設置す
ることに代えて、キッチンの壁面に固定状態で設置される電力指令装置９の本体９Ａの内
部に設けても良い。あるいは、２階建ての家屋である場合、２階の部屋にある家具等と、
１階のキッチン内にある誘導加熱調理器２の２箇所にそれぞれ設置しても良い。
【０４７０】
　また各実施の形態の説明においては、入／切ボタン８１ｃのような押す操作で入力され
るスイッチ（入力手段）や、第１の選択部１２８Ａのように、静電容量が変化する接触式
の入力キー、あるいは特別アイコン４１２，４１７のように、表示画面に現れる選択用の
マークや枠、矢印等をリモコン７５Ｒの操作によって選択（指定）することで入力する方
式等、色々な入力手段があったが、これらを適宜組み合わせても良く、また他の方式の入
力手段、例えば使用者が発する音声を電気機器側で解析し、指令内容を自動的に認識して
有効な入力となる音声入力方式を採用しても良い。
【０４７１】
　さらに、ＴＶ受像機７５の液晶表示画面７５Ｄにおける、電気エネルギー管理の基本的
な画面構成と、電力指令装置９の表示盤１００における電気エネルギー管理情報や健康管
理情報等を表示の基本的な画面構成を同じデザインにしても良い。このようにすれば、ア
イコンとタッチ式入力ー（スイッチ）等との相違が仮にあっても、使用者が情報を見たり
、画面操作したり、入力指令操作をする場合、途惑うことが少なくなる。つまり１つの見
慣れた画面、使い慣れた画面となるからである。
【産業上の利用可能性】
【０４７２】
　本発明に係る電力制御システムは、家庭用だけではなく業務用の電化機器を設置した商
店や小規模な工場等でも広く利用することができる。
【符号の説明】
【０４７３】
　ＡＳ１　対象機器登録信号
　ＡＳ２　電力削減要請信号
　ＢＫ　ブレーカー
　ＥＥ　家庭内電気機器
　ＥＰ　交流２００Ｖ電源（商用電源）
　ＦＬ　床面
　Ｈ１　予熱工程
　Ｈ２　炊飯工程
　Ｈ２Ａ　強火工程（優先調理メニューの実行時間帯）
　Ｈ２Ｂ　弱火工程
　Ｈ３　むらし工程
　Ｈ４　保温工程
　ＨＡ　居住空間
　ＫＣ　冷媒回路
　ＫＰ　キッチン内電気機器
　Ｔ１　目標温度
　Ｔ２　　第２の温度
　Ｔ３　第３の温度
　ＳＬ　天井
　ＳＷ　壁
　ＳＰ１　第１の特定電気機器（空気調和機等）
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　ＳＰ２　第２の特定電気機器（電気ジャー炊飯器、オーブンレンジ等）
　１　システムキッチン（厨房家具）
　１Ａ　筐体
　２　誘導加熱調理器
　２Ａ　本体
　２Ｃ　本体ケース
　２Ｌ　第１の加熱口
　２Ｒ　第２の加熱口
　２ＬＣ　誘導加熱コイル
　２ＲＣ　誘導加熱コイル
　３　電気ジャー炊飯器
　４　グリル調理器
　５　オーブンレンジ
　６　食器洗い乾燥機
　７　空気調和機
　８Ａ～８Ｅ　使用電力制御手段
　９　電力指令装置
　９Ａ　電力指令装置本体
　９Ｃ　凹部
　１１　主電源スイッチ
　１１Ａ　主電源スイッチの操作ボタン
　１２Ｌ　電力調整用ダイヤル
　１２Ｒ　電力調整用ダイヤル
　１３　操作パネル
　１４　トッププレート
　１５　金属製フレーム
　１６　表示手段（中央表示パネル）
　１７Ｌ　左表示パネル
　１７Ｒ　右表示パネル
　１８Ｌ　左表示部
　１８Ｒ　右表示部
　２０　吸気口
　２１　排気口
　２２　グリル庫
　２３　受け皿
　２４　グリル網
　２５　調理物
　２６　上面操作部
　２７　電源線（電源供給の幹線）
　２８　グリル扉
　２８Ａ　取っ手
　３０　制御装置
　３０　電源線
　３１　電源回路
　３２　通電制御回路
　３３Ｌ　インバーター回路
　３３Ｒ　インバーター回路
　３４　駆動回路
　３４Ｈ　電気ヒーター（シーズヒーター）
　３５　表示部駆動回路



(86) JP 2016-214080 A 2016.12.15

10

20

30

40

50

　３６Ａ　メニュー選択表示部
　３６Ｂ　表示部
　３７　触媒ヒーター
　３８　音声合成装置
　３９　スピーカー
　４０　内釜
　４１　炊飯器本体ケース
　４２　蓋体
　４３　操作部
　４４　炊飯開始ボタン
　４５　加熱手段
　４６　内蓋
　４７　蒸気発生口
　４８　蒸気ダクト
　４９　液晶表示部
　５０　蒸気処理装置
　５１　タンク蓋
　５２　蒸気導入口
　５３　蒸気排出口
　５４Ａ　第６の表示部
　５４Ｃ　第７の表示部
　５５　操作部
　６０　制御手段
　６１　電源部
　６２　制御部
　６３　温度検知手段
　６４　操作手段
　６５　計時手段
　６６　水位センサー
　６７　底板
　６８　水温センサー
　７０　ドア
　７０Ａ　ドアの取っ手
　７１　操作部
　７２　電源スイッチ
　７３　スタートボタン
　７４　加熱時間設定用ダイヤル
　７５　ＴＶ受像機
　７５Ａ　ＲＯＭ
　７５Ｂ　ＲＡＭ
　７５Ｃ　画像処理部
　７５Ｄ　液晶表示画面
　７５Ｅ　システム制御部
　７５Ｇ　電源供給部
　７５Ｊ　入出力機能デバイス
　７５Ｋ　入出力機能デバイス
　７５Ｌ　入出力機能デバイス
　７５Ｍ　入出力機能デバイス
　７５Ｎ　外部ネットワーク通信デバイス
　７５Ｒ　リモコン
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　７５Ｓ　パワーＦＥＴ
　７６　照明器具
　７７　屋外アンテナ
　７８Ａ　外部機関
　７８Ｂ　外部機関
　７８Ｃ　通信サービス業者
　８１　左加熱口用操作部
　８１ａ　揚げ物ボタン
　８１ｂ　３ｋＷボタン
　８１ｃ　入／切ボタン
　８２　右加熱口用操作部
　８２ａ　揚げ物ボタン
　８２ｂ　３ｋＷボタン
　８２ｃ　入／切ボタン
　８３ａ　グリルメニューボタン
　８３ｂ　スタート／停止ボタン
　８３ｃ　左矢印ボタン
　８３ｄ　右矢印ボタン
　８３ｅ　時間マイナスボタン
　８３ｆ　時間プラスボタン
　８４　スタート／停止ボタンＬＥＤ
　８５　矢印ボタンＬＥＤ
　８６　時間ボタンＬＥＤ
　８７　携帯電話
　９０　吹き零れ検知装置
　９１　要求電力加算器
　９２　比較器
　９３　要求電力超過量判定手段
　９４　使用電力削減幅決定手段
　９５　優先順位設定手段
　９５Ａ　半導体メモリー
　９６　使用限度設定器
　９６Ａ　半導体メモリー
　９７　通信手段
　９８　通信回路網（通信ネットワーク）
　９９Ａ　ルーターＡ
　９９Ｂ　ルーターＢ
　１００Ａ　表示画面
　１０１　最大許容電力表示器
　１０２　現在使用電力表示部
　１０３　電力余裕値表示部
　１０４　電力削減要請報知部
　１０５　現在時刻の表示部
　１０６　電力使用限度設定器９６の設定キーと表示部
　１０６Ａ～１０６Ｄ　選択キー
　１０７　使用状態表示部
　１０７Ａ～１０７Ｂ　名称表示部
　１０８　使用表示部
　１０９　大容量メモリー
　１１０　インフォーメーション・キー
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　１１１　ヘルプモードキー
　１１２　インフォーメーション・キー
　１１３Ｅ　終了予測時刻表示部
　１１４　マーク
　１１５　マーク
　１１６　健康管理処理部
　１１８　確認ボタン
　１１９　緊急遮断ボタン
　１２０　キー
　１２２　第３の加熱口
　１２３　電気加熱手段
　１２４　入出力部
　１２５　制御部
　１２６　操作部
　１２７　データ処理部
　１２８Ａ　第１の選択部
　１２８Ｂ　第２の選択部
　１２８Ｃ　第３の選択部
　１２８Ｎ１Ｌ　左の誘導加熱部の選択キー
　１２８Ｎ１Ｒ　右の誘導加熱部の選択キー
　１２９　表示画面
　１３０　天板部
　１３１　筐体部
　１３２Ｌ　左操作部
　１３２Ｍ　中央操作部
　１３２Ｒ　右操作部
　１３５　電流検出部
　１３６　入出力部
　１３７　情報入力部
　１３８　メモリー（ＲＯＭ）
　１３９　メモリー（ＲＡＭ）
　１４０Ｂ　後方のフランジ
　１４０Ｌ　左側のフランジ
　１４０Ｒ　右側のフランジ
　１４０Ｆ　前側フランジ
　１４１　部品収納室
　１４１Ｆ　前面壁
　１４１Ｒ　右側壁
　１４１Ｌ　左側壁
　１４１Ｂ　背面（後面）
　１４２　電気加熱手段
　１４４Ｌ　インバーター回路
　１４４Ｒ　インバーター回路
　１４５　運動機器
　１４５Ａ　室内ランニングマシン
　１４５Ｂ　走行カロリー消費計
　１４６　電気掃除機
　１４７　時計回路
　１４８Ａ　凸部
　１４８Ｂ　凹部
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　１４９　記憶装置
　１５０　温度検出回路
　１５０Ｌ　温度センサー
　１５０Ｒ　温度センサー
　１５２　空間
　１５３　空間
　１６０　本体
　１６１　洗浄部
　１６２　本体側給水管
　１６３　本体側排水管
　１６７　前扉
　１６７Ｃ　取っ手
　１６８　操作部
　１６９　回転ノズル
　１７０　ヒーター
　１７１　食器かご
　１７２　制御部
　１７３　水位検知装置
　１７４　洗浄ポンプ
　１７５　排出ポンプ
　１７６　電動送風部
　１７６Ｍ　モーター
　１７７　洗浄部側給水管
　１９０　運転モード選択キー
　１９１　表示部
　１９２　運転スイッチ
　１９３　電動圧縮機
　１９５　室外熱交換器
　１９６　電動膨張弁
　１９８　室外ファン
　１９８Ｍ　モーター
　１９９　外気温度検出手段
　２００　室外機
　２０１　室外制御部
　２０２　環境検知部
　２０３　人検知部
　２０４　環境センサー（室内気温センサー）
　２０５　環境センサー（室内気温センサー）
　２０６　環境センサー（室外気温センサー）
　２１０　表示部
　２１０Ａ　第１の表示部
　２１０Ｂ　第２の表示部
　２１０Ｃ　第３の表示部
　２１０Ｄ　第４の表示部
　２１１Ｎ　入力キー
　２１１Ｒ　入力キー
　２１２　スタートキー
　２１３　表示部
　２１４　測定部
　２１５　操作部
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　２１６　メモリー
　２１７　制御部
　２１８Ｈ　電気料金区分情報
　２１８Ｌ　電気料金区分情報
　２１８Ｍ　電気料金区分情報
　２１９　マーク
　２２０　室内機
　２２２　室内ファン
　２２２Ｍ　モーター
　２２４　室内温度検出手段
　２２５　室内制御部
　２２６　電源部
　２２７　操作部
　２２８　表示部
　２３０　時間シフト用キー
　２３１　時間シフト用キー
　２４０　時計回路
　２４１　感振機器
　２５０　時間設定キー
　２５１　時間設定キー
　２５３　炊飯完了時刻表示マーク
　２５４　時刻表示
　２６２　時間シフトの指令キー
　２６６　色分け表示部（設定時間帯表示部）
　３００　電力量計
　３０１　電力線
　３０２　電流クランプ
　３０３　蓄電池
　３０４　双方向充電器
　３０５　太陽光発電パネル
　３０６　コントローラー（パワーコンディショナー）
　３０７　自家電源装置
　３０８　電源切り替え装置
　３０９　ブレーカー
　３１０　電気自動車
　３１１Ａ　運動計測機器
　３１１Ｂ　運動計測機器
　３１２　電気掃除機
　３１２Ａ　電気掃除機本体
　３１２Ｂ　ホース体
　３１２Ｃ　床面掃除具
　３１２Ｄ　電動送風機
　３１２Ｅ　集塵室
　３１２Ｆ　軟質管部
　３１２Ｇ　持ち手部
　３１２Ｈ　延長管部
　３１２Ｊ　ハンドル
　３１２Ｋ　走行車輪
　３１２Ｌ　補助車輪
　３１２Ｍ　移動量計測計
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　３１４Ａ　受信部
　３１４Ｂ　送信部
　４１０　健康管理機器
　４１０Ａ　血圧計
　４１０Ｂ　心電計
　４１０Ｃ　心拍数計
　４１０Ｄ　体温計
　４１０Ｅ　体重計
　４１０Ｆ　体脂肪計
　４１０Ｇ　尿検査機器
　４１１　アイコン
　４１２　特別アイコン
　４１３　特別アイコン
　４１４　特別アイコン
　４１５　特別アイコン
　４１７　アイコン（健康管理情報選択用）
　４１８　アイコン（電気エネルギー管理用）
　４１９　アイコン（すまいの環境情報用）
　４２０　インフォーメーション・キー
　４２１　ヘルプモードキー
　４３０　表示指令スイッチ兼用の注意情報ランプ
　４４０　健康管理情報選択キー
　４４１　健康管理情報表示エリア
　４５０　お好み情報選択キー
　４５１　お好み情報表示エリア
　４６０　お好みレシピ選択キー
　４６０Ａ　レシピ選択キー
　４６０Ｂ　レシピ選択キー
　４６０Ｃ　レシピ選択キー
　４６０Ｄ　レシピ選択キー
　４６０Ｅ　レシピ選択キー
　４７０　表示エリア
　４７１　表示エリア
　４７２　表示エリア
　４７３　表示エリア
　４７４　温度・湿度表示部
　４７５　快適マーク
　４７６　注意マーク
　４７７　寒暖表示部
　４７８　不在マーク
　４７９　第１の特定電気機器の運転表示部
　４８０　運動注意マーク
　４８１　アイコン
　４８２　第２の特定電気機器の運転表示部
　４８３　変動表示部
　４８４　不適環境表示部
　４８５　花粉飛散量表示部
　４８６　換気扇運転表示部
　４８７　運転強度表示部
　４８８　余白部
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　４８９　アドバイス部
　４９０　アイコン
　４９１　アイコン
　４９２　アイコン
　４９３　押しボタン（操作部）
　４９４　押しボタン（操作部）
　４９５　押しボタン（操作部）
　４９６　アドバイスエリア
　４９８　車載用蓄電池
　５００　浴槽
　５０１　給湯用リモコン
　５０２　電気式給湯設備
　５０３　室内温度計・湿度計
　６０１　おすすめ調理の特別アイコン
　６０２　表示部（野菜系レシピ）
　６０３　表示部（肉＋野菜系レシピ）
　６０４　表示部（魚系レシピ）
　６０５　表示部（スープ・シチュー系）
　６０６　アイコン
　６０７　アイコン
　６０８　アイコン
　６０９　アイコン
　６１０　アイコン（レシピ送信）
　６１１　アイコン（評価追加）
　７５０　ＴＶ受像機
　７５１　信号ケーブル
　７６０　浴室用の照明器具
　７７０Ａ　矢印
　７７０Ｂ　矢印
　７７０Ｃ　矢印。
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种家用电力控制系统和电力指令装置，其能够根
据用户的设置或来自房屋外部的请求来抑制电器的总电力使用量等。。
解决方案：一种电力指令装置，包括用于电力的使用限制设定器，用于
收集诸如生活空间温度的环境数据的环境检测单元，用于单独控制环境
检测单元和使用限制设定器的控制单元，以及用于显示信息的显示面板
关于电器的电力使用量和环境数据显示用于显示用于基于环境数据指示
环境信息的显示的第一图标的显示屏幕和用于指示显示关于电器的操作
状态的信息的第二图标，显示屏;并且，当选择了第一图标时，分别以列
表状态显示对应于多个生活空间的显示区域。在每个显示区域中，显示
用于指定相应生活空间的名称和关于相应生活空间的空气温度和湿度的
信息，并且使得用于指定相应生活空间的第三图标被显示。示意图：图
13
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